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序章　毒と侍じ女じよと国王









　──なんで、虫が、死んじゃったの？──

　ジュヴレーヌ王国の上級騎き士しとなったシュンこと、シュナブラン・ノーブ・ハーベストは内心にそんな疑ぎ問もん符ふを浮うかべた。声に出して尋たずねたかったが、唇くちびるも舌もこわばってしまってまともな声が出ない。

　シュンがいる場所は、ジュヴレーヌ王国王都、中心にそびえる王宮のバルコニー。たった今まで国王と一いつ緒しよにお茶を飲んでいたのだが、全身から急速に力が抜ぬけ、シュンは自力で立つことすら困難な状態だった。

　体から力が抜けていくのと同時に、意識まで薄うすれていく。呼吸さえまともにできず、苦しい、いや、その苦しいと感じる意識さえ消えていく……

　薄れゆく意識の中、シュンの視界に映ったのは──顔を歪ゆがめてシュンを見下ろす国王の姿だった。

　──ダ、メ、ダ──

　直感的に感じた。なにがダメなのかわからないけれど、このまま意識を失ってはいけない、と本能的に悟さとったのだ。シュンは、バルコニーの上に倒たおれながら、かろうじて動く唇を動かして、かすれた声で言葉を紡つむいだ。

「……《凱旋門兜ドウリオンフ》」

【　マスター登録者、［シュナブラン・ノーブ・ハーベスト］の要よう請せいを確かく認にん。　】

【　《滅神咒具エスカトロイ》、《凱旋門兜ドウリオンフ》本体を召しよう喚かんします。　】

　次の瞬しゆん間かん、倒れたシュンの頭部を光が包み込み、光が固まって黄金色の兜かぶととなった。シュンの《滅神咒具エスカトロイ》、《凱旋門兜ドウリオンフ》である。

《凱旋門兜ドウリオンフ》が現れた瞬間、シュンの意識がわずかながら覚かく醒せいする。同時に、脱だつ力りよくした手足に力が戻もどってきた。

「なんとか……助かった……かな」

　よろめきながら立ち上がるシュン。だが、まだ本調子ではなく足あし下もとがふらついてしまった。

「残念だが、おヌシは助からんよ」

　淡たん々たんとした声が響ひびく。同時にシワの目立つ腕うでが伸のび、シュンの頭部を兜ごと鷲わしづかみにしてきた。

「国王、陛下……」

　シュンがつぶやく。シュンの頭を摑つかむのは国王自身だった。国王の顔には感情のカケラも浮かんでおらず、人形のように無表情だった。

　シュンは、国王の手を振ふり払はらおうとした。だが、できない。シュン自身の力がまだ戻っていないこともあるが、国王が老人とは思えないほどの怪かい力りきでシュンの頭、《凱旋門兜ドウリオンフ》を摑んでいるのだ。国王のその腕わん力りよくは、明らかに一いつ般ぱん人のものではなかった。

「シュナブラン卿きよう。返してもらうぞ」

「なん、のこと……」

　無表情な国王の顔。その口の両りよう端はしが持ち上がり、口だけがニタリと笑えみの形となり、いびつな笑顔となった。

「《凱旋門兜ドウリオンフ》、そのあるべき主あるじのもとへ戻ってくるがいい」

【　警告。　】

【　マスター登録者の変へん更こう要請が受理されました。　】

【　直ちに《凱旋門兜ドウリオンフ》の全機能を凍とう結けつします。　】

　ガクッと、再びシュンの全身が重くなり、力が抜けていく。

　そして、なんということだろう。驚おどろくシュンの目の前で、国王が力任せに腕を引いた。瞬間、ベリッ、となにかのはがれるような異音。シュンの素す顔がおが露あらわとなり、《凱旋門兜ドウリオンフ》は国王の手の中にあった。

「どう、して……」

「不思議か、シュナブラン卿。だが、別段不思議でもなんでもない」

　歪んだ表情で、片手の《凱旋門兜ドウリオンフ》を持ち上げる国王。

「三十年前、〈天聖騎士エヴアンジル〉こと、おヌシの父に奪うばわれた《滅神咒具エスカトロイ》が、ようやくワシの手元に戻ってきた、ただそれだけのことだ」

「なん、で……」

　シュンの頭を埋うめ尽つくすのは、無数の疑問符だ。あまりに唐とう突とつな展開過ぎて、なにも理解できない。いや、《凱旋門兜ドウリオンフ》を奪われた瞬間から、シュンの思考回路は機能を停止したかのようだった。複雑なことを考えることができない。

「苦しかろう、シュナブラン卿。おヌシが飲んだ茶には、致ち死し量の数十倍の量の毒が入っていたからな」

　シュンの全身から再度力が抜けていく。同時に胸の奥がムカムカとして、喉のどの奥からなにかがこみ上げてきた。

「なん……ウグエッ！」

　シュンは反射的に口を大きく開けてえずいた。シュンの口から血液混じりの体液が飛び出て、バルコニーのタイルを汚よごしていく。

「無む駄だに苦しめるつもりはない。今、楽にしてやろう」

　淡々とつぶやき、国王がシュンに近づいてくる。毒を飲み、切り札の《滅神咒具エスカトロイ》を失い、口から血を吐はくシュンの姿は明らかに弱っており、どう考えても瀕ひん死し状態だ。国王も、そんなシュンを見くびっていた。

　次の瞬間、国王の顔に異い臭しゆうを放つものが叩たたきつけられた。それは、シュンがたった今吐き出した体液だ。シュンはえずきながら、口から漏もれる体液を手の平で受け止め、咄とつ嗟さに国王の顔面に投げつけたのだ。国王の視界が奪われ、わずかにたじろいだ。

　シュンはその隙すきを逃のがさず直ちに逃にげ出した。だが、毒の影えい響きようか、手足の力が抜けていく。とても長ちよう距きよ離りを走ることなどできない。だがここにとどまるのは危険すぎる。

　シュンは手近にあったバルコニーの手すりを摑み、脱力する体を支えた。そのまま最後の力を振り絞しぼって、体を手すりの向こう側へと投げ出した。

　浮ふ遊ゆう感──シュンの体は手すりを乗り越こえ、重力に引かれるまま、地面へと落下していった。

　顔についた血をぬぐった国王は、無表情となって手すりへと近づき、下の様子をうかがった──バルコニーの下は王宮の中庭となっており、そこには無数の庭木が生えている。

「誰だれかおらぬか！」

「お呼びでしょうか」

　国王の呼び声に応こたえ、一人の女性がやってきた。侍女服に身を包んだ細い眼めの女性である。つい先ほど、シュンの口にしたお茶を用意した人物である。

　ひっくり返ったテーブルとイス、割れた茶器、タイルを汚す血液──一目見て異常とわかるその状じよう況きようを前にしても、伏ふし目がちな侍女は眉まゆ一つ動かさなかった。

「シュナブラン卿が逃げた。すぐに追え」

「あの毒を口にしては、とても生きてはいられないはずですが」

「庭で死体となっているならばそれでよい。万が一にも生きていればトドメを刺させ」

「かしこまりました、直ちに手配いたします」

　侍女は答えると、速やかに退出していった。

　バルコニーに一人残った国王はもう一度庭の様子を眺ながめた後、顔を歪めた。

「そう、世の中には万が一ということがあるから困る──三十年前に死んだはずの〈魔王コシユマル〉と〈天聖騎士エヴアンジル〉が生き残っていたりするからな」








第一章　姉兄妹きようだいと友人とそれぞれの顚てん末まつ









　ジュヴレーヌ王国王女であるリュリシア・ルショット・シャンベルは困こん惑わくしていた。

　今日は彼女とその周囲の人物にとって、なにより晴れがましい日だったはずだ。

　ジュヴレーヌ王国新国王の即そく位い式しき当日。この日のため、彼女と周囲の騎士たちはこの数ヶ月、それこそ寝しん食しよくを削けずって準備に追われてきた。華はなやかな式典でリュリシアは正式にこの国の女王として即位する手はずだった。

　そんな自分がどうして現在こんな場所にいるのだろう──内心でぼやきつつ、リュリシアは周囲を見み渡わたした。

　リュリシアがいるのは広大な地下空間だ。それこそ一般的な家が数すう軒けん建ち並ぶくらいの広さがある。天てん井じようや壁かべは未知の素材で覆おおわれている。王都の地下にこんな場所があったとは、リュリシアでも聞いたことはなかった。誰がこんな場所を造ったかは知らないが、かなり高度な建築技術で造られたことは間ま違ちがいない。

　リュリシアたちをここに連れてきた張本人、モニカの言葉によれば、この場所は先史文明によって築かれたらしいが──いや、今はそんなことよりももっと気になることがある。

「……モニカ卿、どういうことですの？」

「どういう、とは？」

「あなたの──いえ、あなたがた姉妹きようだいにとっての『敵』が、わたくしのお父様だとは、どういうことだと尋ねていますわ！」

　自然、リュリシアの語気が荒あらくなった。当然だろう。わけのわからないうちにこんな場所に連れてこられて、その上国王が敵だと言われては、いかに温おん厚こうなリュリシアでも怒いかりを禁じ得ない。

「言葉通りの意味だ」

　と答えるモニカ──冷たい美び貌ぼうをもつ彼女は口元を歪め、冷れい笑しようをこぼした。

「ジュヴレーヌ国王、シャルム四世が我たしたちの『敵』であることは確かだ。少なくとも、我たしたちの父母を殺した一件になんらかの形で関かかわっていたことは間違いない──もっとも、それに気づいたのは我たしも最近のことだがな」

「姉さん、確かなのですか？」

　尋たずねたのはソフィーである。ソフィーもリュリシアと一いつ緒しよにこの地下空間に連れてこられたのだ。妹の言葉に、モニカは肩かたをすくめてみせた。

「別段お前等に信じてもらおうとは思って、ない。ただ、我たし自身は確信している。それだけだ」

「ですが……」

「まぁ待て、ソフィー。悠ゆう長ちように会話をしているヒマがあるのか？　先にやらねばならぬことがあるのではないか」

　モニカが視線で促うながす先には、床ゆかの上でぐったりとしている女性の姿があった。

　彼女の名はミュスカ。ソフィーやリュリシアにとっての恩師である、元騎き士し学園教師だ。王宮を脱だつ出しゆつするときにミュスカはエフィと戦い、深手を負ったのだった。

　ミュスカの下の床の上にはどす黒い血液が広がっており、明らかに重傷だった。ミュスカの傍かたわらにはリュリシアの従者であるアンジュがひざまずき、傷の手当てをしているところだった。

「アンジュ、ミュスカ卿の様子はどうですの？」

「……失血のせいか、失神しています。とりあえず応急手当てをしています」

　アンジュはリュリシアの従者であり、その役目がら、いざというときに備えて常に医薬品などの救急セットを持ち歩いていた。今もそれを使ってミュスカの治ち療りように当たっていた。

「残念ですが、わたしの知識と技術では、その場しのぎ程度の治療しかできません。迅じん速そくに専門医に診みせなくては、この先どうなるか……」

　アンジュが暗い表情で首を振った。もっともである。ミュスカの出血は、傍はたから見ても明らかにひどい。早く病院に連れていかなくては、最悪の事態もありえるだろう。

「わかりましたわ。すぐに王立病院に運びなさい。わたくしの名前を出せばすぐに受け入れてもらえるはずですわ」

「さすが王女殿でん下か、ご英断ですな」

　と、言ったのはモニカである。モニカはリュリシアに向かって皮肉っぽく肩をすくめた。

「ついさっき王宮を追われ、這ほう々ほうの体ていでここまで逃げてきたのに、わざわざ捕つかまるために病院に戻もどるとは、いやはや常人にはできない決断だ」

「姉さん、失礼ですよ！」

「別に我たしは間違ったことを言ったつもりは、ない」

　だがリュリシアは、モニカの皮肉にひるむことなく、毅き然ぜんとした態度で答えた。

「状況がそうであっても、ミュスカ卿きようの命には代えられませんわ。ミュスカ卿は、わたくしたちのために傷ついてしまったのですもの。わたくしたちは彼女の治療のため、最大限の努力をする義務がありますわ」

「……そうか」

　そんなリュリシアを見て、モニカはつまらなそうに首を振ふった。

「アンジュ。ミュスカ卿を運び出すことはできますの？」

「激しく動かしては出血がひどくなりそうです。静かに運び出す手段が必要ですね」

「私も手伝いましょう」

　と、ソフィーがアンジュに近づいていく。ソフィー自身も、医術の専門的知識はない。もちろん応急手当て程度はアンジュと同様にできるが、ミュスカの傷はその程度の付け焼やき刃ばではどうしようもないだろう。

　メルがいてくれれば──内心でソフィーはそう思った。ソフィーの妹の一人、メルは子供ながらもプロの医者である。現在は王立病院にいるはずだ。メルのところに連れていけばミュスカの傷もすぐ手当てをしてもらえるだろう。

「待て、ソフィー」

　と、呼び止めたのはモニカである。モニカは片手の杖つえをもちあげ、広間の奥を指した。

「なんですか、姉さん？」

「その女を奥へ連れてこい」

　カッツンカッツン、音を響ひびかせ、モニカは杖で体を支えながら歩き出した。

「どういうことですか？」

「ノコノコ表の病院に顔を出せば、すぐ騎士どもに捕まるぞ。わざわざこの我たしが助けてやった労力を無む駄だにする気か？　その女の治療はここでやるんだ」

「ですが、ここにはメルもいませんし、私たちだけでは……」

「バカめ。だからお前は愚ぐ妹まいなのだ」

　モニカはジロリと、冷たい眼まな差ざしでソフィーを睨にらんだ。

「我たしが治療してやると言っている。さっさとその女を連れてこい」

「姉さんが？」

　面食らった様子のソフィーを、早くしろ、とせかすモニカ。ソフィーの傍らにリュリシアがよってきた。

「あんなことを言っていますけれど、彼女に頼たのんで大だい丈じよう夫ぶですの？」

「それは……」

　思わず口ごもるソフィー。モニカは姉妹の中でも頭脳派の姉ではあるが、彼女に医い療りよう知識がどの程度あるかまでは、ソフィーも知らなかった。

「ヴィオ、シラー。お前らもあの女を運ぶのを手伝ってこい」

「えぇ～、めんどくさいぃ」

　ソフィーの妹、ヴィオは唇くちびるを尖とがらせてブーブー文句をいっているが、無口な妹であるシラーの方は無言でうなずくと、姉に命令されるまま、倒たおれたミュスカの体に手をかけてひょいっと持ち上げた。

「そんなに不安そうな顔をするな」

　ソフィーたちの内心を知ってか知らずか、モニカが告げる。壁かべ際ぎわに移動したモニカはそこに手に持っていた杖を立てかけつつ、床の上に置いてあった箱を開いた。

「医者はメルの専売特許とでも思ったか？」

　モニカは箱の中からとりだしたマスクをつけると、手を消毒してから手て袋ぶくろをつけた。

「我たしはこう見えても、三つの国の医師免めん許きよを持っている」

「そうでしたの……わかりましたわ。ミュスカ卿のこと、お願いいたしますわ」

「王女殿下には借りがあるからな。それを返すだけだ。他意はない」

　シラーが運んだミュスカの体をテーブルの上に横たえた。モニカはヴィオの助けを借りて片足を引きずりながらそちらへ移動する。

「さすがに無む菌きん室なんてシャレたものまでは用意できんからな、感染症しようになるかは運次し第だいだが、最大限の配はい慮りよはしよう」

　言いながら、モニカはミュスカの傍らに立つと、腹部の傷の様子を調べはじめた。その手の動きにはほとんど迷いがない。

「モニカ姉さんが医師免許を持っていたとは意外です」

　姉の背中を見ながらソフィーがつぶやいた。

「免許を取るにはかなりの時間と手間がかかるはずですが、よくそんな余よ裕ゆうがありましたね。姉さんは何年も前からかなり多た忙ぼうだったはずですが」

「たいしたことでは、ない」

　モニカが淡たん々たんと答える。

「医師免許など、一億も積めば簡単に買えるからな、安い買い物だった」

「…………え？」

「ちょっ!?　ソフィー卿、本当に大丈夫ですの!?」

　リュリシアが慌あわててソフィーにくってかかるが、ソフィー自身、姉の告白にあっけに取られているところだった。

「そう騒さわぐな。知識も技術も本職に負けないレベルだと自負している」

「大丈夫、なのですわね？」

「もしダメだったら、責任をとって我たしの妹が切腹しよう」

「え!?　ソフィーが切腹するの!?　それは楽しみさぁ～」

「するのはお前だ、ヴィオ」

「にゃぬぅ!?」

　目を見開いて驚おどろくヴィオ。

「なんであたしがそんなことしなきゃいけないのさぁ！」

「安心しろ。それくらい自信があるということだ。お前が切腹する可能性は数パーセント未満だ。お前はなにも心配する必要は、ない」

「そ、そっか。そうだよねぇ。モニ姉ねぇにまかせておけば心配なんていらないよねぇ」

　けらけら笑って納なつ得とくするヴィオ──この妹はいつか詐さ欺ぎに引っかかるな、とソフィーは内心で思った。

「ここは姉さんにまかせておけば大丈夫ですから、落ち着いてください」

「その言葉、信じますわよ」

　リュリシアもまだ多少は不安な様子だが、一応納得してくれた。アンジュもリュリシアと同意見なのか、押し黙だまっている。

　若じやつ干かん不安なのはソフィーも同じだが──モニカもヴィオに切腹をさせたいわけではないはずだから、自信があるという言葉は本当だろう。ならばそれを信用するしかない。

「……ふむ」

　と、ミュスカの手当てをしているモニカが声を漏もらす。

「この傷、深手に見えるが、剣けんが隙すき間まに刺ささったおかげで内臓は傷ついて、ない」

「なら、大丈夫なのですね？」

「これなら死ぬほどの傷ではないな。処置も、さほど時間はかからん」

　朗報だった。ソフィーにリュリシア、アンジュはそろって胸をなで下ろした。

「この女、よほど運がいいらしいな──いや、あるいは、これを刺した奴やつがわざと軽傷になる位置を狙ねらったのか？　だとしたらかなりの技量だな……」

　モニカはミュスカの手当てを続けつつ、口を開いた。

「先ほどの話の続きだが──ジュヴレーヌ国王が怪あやしいことは事実だ」

「怪しいとは、聞き捨てなりませんわね。お父様はこの国の王として、その人生を捧ささげてきたのですわよ。それを侮ぶ辱じよくするならば、あなたであっても赦ゆるせませんわよ！」

　口こう角かく泡あわを飛ばすリュリシア。彼女の怒いかりはもっともである。だがモニカの態度は変わらなかった。

「そうだな。ジュヴレーヌ王国はシャルム四世の治世下で、戦後三十年かけて大陸一の大国にまで発展した。それは事実だ──が、復興の立役者は、この国で実権を握にぎっていたペルデだ。そしてペルデの正体が魔ま族ぞくだったのは周知の事実──国王は、ペルデの正体を知りながら黙もく殺さつした結果、ペルデの反乱を赦したのだ」

「……やむを得なかったのですわ。我が国の発展のためには」

　リュリシアが答える──彼女も今は理解していた。魔族は人類よりもすぐれた面が多い種族だ。魔族を受け入れることができれば、人類はさらに発展することができるだろう。だからこそ、彼女は魔族との共存の道を模も索さくしているのだ。

「ペルデは、西部に住む魔族との戦争を引き起こそうとしていた──そしてリュリシア殿下はつい最近、西部との全面戦争を経験した。これは偶ぐう然ぜんか？」

「今回の戦争の原因は、帝てい國こくが攻せめてきたからですわ──あなたはなにがおっしゃりたいの？」

「我たしの論点は一つ。ジュヴレーヌ国王は、娘むすめである王女殿下にも気づかれない形で様々な陰いん謀ぼうを画策していた、ということだ」

「無論わたくしとて、お父様の全すべてを知っているとうぬぼれてはいませんわ。ですが、あなたなどに悪あし様ざまに言われねばならないいわれもありませんわ！」

「……そこに出すい納とう帳がある」

　モニカがあごをしゃくる。壁際にうずたかく冊子が積まれていた。それこそ、数十ではきかない、百以上にも及およぶ帳ちよう簿ぼだった。

「それがどうしましたの？」

「ジュヴレーヌ王国の特別会計予算に関する帳簿だ」

「なんですって!?」

　リュリシアにアンジュ、ソフィーが帳簿の中身を確かく認にんする。無数の表と大量の数字と文字でびっしりと埋うめ尽つくされた帳簿は、パッと見ただけでは何が書かれているかわからない──が。

「間ま違ちがいなく、国家予算の内訳ですね。見覚えがあります」

　ソフィーが断言する。この数ヶ月毎日目を通した書類の一部だから、間違いないはずである。リュリシアとアンジュも、ソフィーほど確信を持っているわけではないが、ページをめくるうちに認めないわけにはいかない、という面おも持もちとなった。

「国家予算と決算の情報は広く国民にも開示されていますが……ここにある帳簿は、より詳しよう細さいな積算内訳まで含ふくまれています」

　アンジュが厳しい表情でモニカを見た。

「これらは一部の上級騎き士し以外は閲えつ覧らんできないはずです。なぜあなたが所有しているのですか！」

「細かいことは気にするな」

　悪びれもせず、モニカは答えた。

「問題は、我たしが赤線を入れた部分だ。巧こう妙みように隠かくされてはいるが、明らかに不ふ明めい瞭りような予算の流れがある」

「そんなバカなこと、ありえませんわ！」

　反発するリュリシアの横で、ソフィーはすごい速さで帳簿をめくっていた。モニカの言葉通り、ページのあちらこちらに赤い線で印がつけてある。だが──

「──これだけではなんとも判断できませんよ、姉さん」

「かなり巧妙に隠されてあった。それこそ、我たしくらい金かね勘かん定じように精通した人間が一ひと月つきも調べ上げねばわからないくらいにな」

　モニカは話しながらも、手はよどみなく動き続け、ミュスカの治ち療りようを続けていた。

「そして昨年の春の時期から、露ろ骨こつに予算の動きがおかしくなっている」

「昨年の、春ですって？　確かその時期は……」

「魔ま獣じゆう事件のあった時期ですね」

　アンジュの言葉で一同は思い出した。ジュヴレーヌ王国東部の森林地帯に生息していた大量の魔獣が、一いつ斉せいにジュヴレーヌ王国全域へ広がり、大混乱となった事件だ。

「その元げん凶きようは、あなたでしたわね」

「否定はせんが、ペルデの奴も我たしの計画に賛同した──そしてその直後、ペルデは大量の隠し予算を動かし始めた」

　ソフィーはモニカが言う時期の帳簿に目を走らせた。

「そちらの帳簿を見る限り、混乱した国内の治安維い持じのため、騎士団が増強され、再編制が繰くり返し行われている。だが人事簿で人の動きを追う限り、実際には再編制が行われていないにもかかわらず、予算を計上している箇か所しよが何ヶ所もある。装備の増強という名目でいくつかの軍ぐん需じゆ産業に代金を支し払はらっているが、支払い先の会社は架か空くうの存在だ」

　スラスラ説明するモニカだが、実際の帳簿を見てもそれが事実だとはすぐにはわからなかった──そもそも帳簿の数が多すぎて、専門家でも全てに目を通すのは大仕事だろう。

「よくそんなことまでわかりましたね」

「なに──その架空会社を作ってやったのは我たしだからな」

「えっ!?」

「ペルデとの裏取引の一つだ。奴が何のために隠し予算を計上していたのかまでは謎なぞだったから、気になって予算の流れを追ってみた」

「……つまり、結局はあなたが元凶ですのね？」

「今はそんなことより、ペルデがその予算を何に使っていたのかということだ。王女殿でん下かでも把は握あくできていなかった巨きよ額がくの金の流れ──興味があるだろう？」

（ごまかしましたわね）

（ごまかしましたね）

（ごまかしました）

　リュリシア、アンジュ、ソフィーの三人は内心で思った──が、今さら責めてもどうしようもないことなので、三人ともあえてつっこまなかった。

「あーぁ……ねぇ、難しい話まだ続くの、モニ姉ぇ」

　あくびをしながらヴィオが口を開く。今まで静かだったヴィオの目は、半分閉じていかにも眠ねむそうだった。

「まだ続くなら、あたしは寝ねてるさぁ～」

　と、言うが速いか、ヴィオはその場に横たわるやいなや寝息を立て始めた。ソフィーは呆あきれてため息をこぼす。

「ヴィオは相変わらずですね……」

「あなたとはだいぶ性格が違うようですわね、ソフィー卿きよう」

「この子もやる気を出せば活かつ躍やくするのですが……」

「よしっ。話しているうちに処置は終わったぞ」

　と、モニカがミュスカの治療の手を止めた。台の上に横たわったミュスカはピクリとも動かない。血で汚よごれた彼女のシャツはモニカの手で脱ぬがされており、今は成熟した彼女の上半身が露あらわとなっていた。

「もう終わったのですか!?」

「あぁ、この女なら問題ない。少なくとも傷が原因で死ぬことはない。しばらくすれば意識も戻もどるだろう。それよりもだ──シラー」

　モニカが合図をすると、シラーは壁かべにある扉とびらを開き、奥の部屋からなにかを抱かかえて戻ってきた。それは魔導モニターだった。

「我たしの予想が正しければ、ジュヴレーヌ国王はすぐに行動に出るはずだ。それを見れば、お前たちも納なつ得とくするだろう」

　ソフィーたちの前に置かれたモニターのスイッチをシラーが入れる。暗い画面に鮮せん明めいな映像が写しだされ、国王の声が響ひびき渡わたった。




　ジュヴレーヌ王国王都の中心部。ベルナルデ・ピィ王宮──その大広間の壇だん上じようにはジュヴレーヌ国王が立っていた。新国王の即そく位い式しき当日、即位式を急きゆう遽きよ取りやめて行われた緊きん急きゆうの声明発表には、大陸中の注目が集まっていた。

　国王は今回の会見で、シャルを筆頭にソフィーたち姉し妹まいの顔と名前を公開し、その正体が〈魔王コシユマル〉の血を引く実の子供たちだと暴ばく露ろした。

『わたしはジュヴレーヌ王国国王として、いえ、バーガント大陸に住む一人の人間として、宣言します。このバーガント大陸に終しゆう焉えんを撒まき散らそうとした真の敵、終末をもたらそうとした姉妹たちと断固戦い、根絶し、このバーガント大陸に真の平和と安あん寧ねいを取り戻すことを、ここに誓ちかいます!!』

　演説の最後を国王はそう締しめくくり、国王は広間の内部をゆっくりと睥へい睨げいした。広間には無数の騎士たちが整列しているが、国王の突とつ然ぜんの演説内容に、誰だれもが驚おどろきを隠せない様子だった。ムリもない。〈魔王コシユマル〉の魔手が自分たちの身近にまで伸のびていた事実に、誰も気づいていなかったのだから。

　そして国王はすでに手を打っていた。この演説に先さき駆がけ、腹心の騎士たちを動かし、ソフィーたち姉妹を捕ほ縛ばくするよう命令していたのである。

　全ては目もく論ろ見み通りに進んでいる──内心で国王は笑えみを浮うかべていた。だが、そこで予想外の事実が起こった。

「その男の言葉に耳を傾かたむけるな。そやつの言葉は全て幻げん想そう。我らを惑まどわすための戯ざれ言ごと」

　突然広間内に響く女性の声──新たな動どう揺ようが広間内に広がっていく。騎士たちは声の主が誰なのかを探し、やがて、天てん井じよう付近を指さしはじめた。

　ふわりと宙に浮かぶ人ひと影かげが、ゆっくりと音もなく広間の中央に着地した。なぜか、騎士たちはその人影から離はなれ、遠巻きに包囲するような配置で固まっていた。本来なら、不ふ審しん人物は発見次し第だい捕縛すべきだった。だが、その人物から放たれる異様な気配が騎士たちの戦意をくじき、容易には近づけない不気味な圧力を形成していた。

　その人物は女性だった。人形と見まごうほどに際きわだった美び貌ぼう。驚くほどに均整のとれた肉体を包む艶あでやかなドレスは、肩かたから胸むな元もとにかけてが大だい胆たんに露ろ出しゆつしていた。腰こしに届くほどの長ちよう髪はつが、さらさらと静かに揺ゆれている。

　誰もが認めるほどの絶世の美女である。だが唯ゆい一いつ違い和わ感があるとすれば──その長い髪かみの間から、湾わん曲きよくした二本の角が生えているという事実である。

「我は〈魔王コシユマル〉──三十年前、魔族と呼ばれる種族を率いて人類と戦った存在」

　美女──〈魔王コシユマル〉が、自らそう名乗った。誰かが、悲鳴じみた声を張り上げた。

「なんでこんなところに!?」「本物か？」「どうやってここまで!?」「すぐに放送を停止しろ！　放送事故だ！」「本物でも偽にせ者ものでもなんでもいい！　すぐに捕縛しろ！」

　広間に集合していた騎士たちは、一斉に動いた。いや、動こうとした。だが。

「ジャマをするな」

　静かな〈魔王コシユマル〉の言葉──同時に騎士たちが一斉にその場に倒たおれ、昏こん倒とうしていった。広間内を〈魔王コシユマル〉が放つ異様な圧力が吞のみ込み、並の騎士では意識を保っていられなくなってしまったのだ。

　広間の中で立っているのは、国王と〈魔王コシユマル〉、二人だけとなってしまった。

「久しいな、シャルム・デュラン・リュ・シャンベル。我のことを覚えているか？」

「貴様は……何者だ」

「つまらない冗じよう談だんを言う男だ。よもや忘れたわけではあるまい──三年前、自分が殺した者の顔を」

〈魔王コシユマル〉は、艶えん然ぜんと笑みを浮かべた。

「さぁ、決着をつけようか──三十年にも及ぶこの戦争の決着を」

「決着か……面おも白しろいことを言う」

　突然現れた〈魔王コシユマル〉を前にしても、国王はさほど驚いた様子ではなかった。むしろ感情の欠落した顔で、絶世の美女と対たい峙じしている。

「決着などとうについておる──この戦争の勝者は魔族だ」

　歪ゆがんだ笑みを浮かべる国王。〈魔王コシユマル〉は首を振ふった。

「確かにな、実質的な勝者は魔族だ──人類はその半数が死に絶え、バーガント大陸西方諸国が魔族の支配下に収まった。その結果を見れば魔族の勝利は疑いようがない……が、そのかわり貴様は、貴様たちは人類と魔族の間に決して相あい容いれない憎にくしみの種を植え付けた。二つの種族の共存を決して認めようとしない貴様が、今さらどの口で平和などと戯れ言を言うのだ！」

「よくしゃべるな、〈魔王コシユマル〉……ずいぶん饒じよう舌ぜつになったものだ。まぁいい。貴様が本物の〈魔王コシユマル〉だろうと偽者の〈魔王コシユマル〉だろうと、どちらでもいい──ワシの目の前で再度〈魔王コシユマル〉が死ねば、それは好都合というものだ」

　国王が壇上から床ゆかに降り立った。〈魔王コシユマル〉は、ほぅ、と息を漏もらす。

「よもや、貴様自らが我の相手をする気か？」

「〈魔王コシユマル〉を倒すことができるもの──それは昔から、英えい雄ゆうと呼ばれていた」

「自分が英雄だとでも？」

「結果はすぐにわかる」

〈魔王コシユマル〉と国王、二人の視線が見えない圧力を発して広間内を重苦しい空気が充じゆう満まんしていく。

　と──次の瞬しゆん間かん、広間の壁が爆ばく発はつした。爆発によって生まれた穴をくぐって数人の人影が広間へと侵しん入にゆうしてきた。

「ルウウウウウウアアアアアアアアア!!」

　先頭で雄お叫たけびを上げたのは長身で鍛きたえ上げられた肉体を持つ少女、ルケである。

　ルケに続いて侵入してきたのはその姉、シャルとリースの二人である。シャルは子供の様な外見ながら、威い圧あつ感を感じさせるほど堂々とした態度で腕うでを組み、国王を睨にらんでいる。リースは背中にぐったりとした妹、メルを背負っていた。

「ふふんっ、ようやく見つけたぞ、我が輩はいの『敵』よ」

「あら……これはこれは、面白い状じよう況きようになっていますね。聖なるワタクシもこれは予想外です」

「おい、姉者、どういうことだ、オフクロ殿どのがいるじゃねーか!?」

　と、シャルたちの視線は室内にいる〈魔王コシユマル〉へと向けられる。〈魔王コシユマル〉はそんな娘むすめたちを一いち瞥べつした。

「シャルドネたちか……なぜここに来た。お前たちには他にやるべきことがあるはずだ」

「それはどういう意味でしょうか、聖なる母よ」

「惑わされるでない、リース、ルー」

　腕を組み、傲ごう然ぜんとした態度で言い放つシャル。

「母は死んだのだ──その死体は我が輩たち自身が確認した。死人は生き返らぬ。故ゆえに、こんな場所に母がいるはずがない！」

「それは、確かにそうですが……」

「つまり、あれはオフクロ殿の偽者ってことでいーのかよ？」

「その通りである！」

「悲しいな、シャルドネ。我のことを、忘れたか」

〈魔王コシユマル〉は、少し芝しば居いがかった動きで自分の胸を押さえた。

「我の顔、我の体、我の声──全てはお前の記き憶おくと同じハズだ。だというのに、お前は我を否定するか」

「汝なんじが何者なのか──そんなこと、今の我が輩たちにとっては些さ細さいな問題に過ぎん！　取るに足らぬ雑事も同然よ！　今はそこにいる男を始末することこそが先決よ！」

　シャルが広間の中央に立つ国王を指さした。

「お前たちを厳重に拘こう束そくするよう騎き士しには指示を出したのだがな」

「へっ！　あの程度のザコが何億人たばになろうが、アタシを捕つかまえることなんてできねーんだよ！」

　ゴキゴキと指を鳴らすルケ。

「難しいことはともかく、こいつをぶっ飛ばせばいいいんだな？　ならアタシに任せな!!」

　言うが速い、ルケは床を蹴けって国王めがけて正面から殴なぐりかかった。それこそ目にもとまらぬ速さでの攻こう撃げきだ。

　だが──国王は枯かれた腕を持ち上げ、ルケの拳こぶしを正面から受け止めた。瞬間、バァァンン、弾はじける様な轟ごう音おんが室内に響く。

「お？　なんだ、やるじゃねぇか、このジジイ！」

　あっさり攻撃を受け止められたルケは、だが面白い、と戦意を高こう揚ようさせ、獰どう猛もうな笑みを浮かべた。

「だったらアタシも本気を出してやらぁ！　《要塞鎧冑フオルトレス》」

　ルケの体を漆しつ黒こくの鎧よろいが覆おおい隠かくした。ルケの《滅神咒具エスカトロイ》である。鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよをほこる《要塞鎧冑フオルトレス》を装備した状態のルケは、物理攻撃に対してほぼ無敵状態となる。

「ルウウウウウアアアアアアアアアアアア!!」

　雄叫びと共に再度突とつ撃げきするルケ。その勢いは弾だん丸がんのようであり、《滅神咒具エスカトロイ》を装備した状態のルケは、もはや全身が凶きよう器きと言ってもいい。その拳はもはや、一いつ般ぱん人が相手ならばかすめただけで即そく死しするほどの威い力りよくが込こめられていた。

　だが国王は身じろぎもせず、ルケの攻撃を正面から見つめていた。

「……受け止めろ《凱旋門兜ドウリオンフ》」

　ドォォォォンッ、激げき突とつした二人から轟音が響ひびき、衝しよう撃げき波はが突とつ風ぷうとなって室内に吹ふき荒あれる──

「どういう、ことだよ」

　と、おもわず呟つぶやいたのはルケである。その顔は困こん惑わくしていた。リースやシャルも、その様子を見て驚いていた。

「その頭は……」

「シュンの《滅神咒具エスカトロイ》か！」

　国王の頭を覆うのは、黄金色の兜かぶとだった。そしてその兜には誰もが見覚えがあった。シュンの《滅神咒具エスカトロイ》。絶対勝利の力を秘ひめた《凱旋門兜ドウリオンフ》だったからだ。国王が《凱旋門兜ドウリオンフ》を装備した瞬間、国王の目の前に光の壁かべが発生し、その壁がルケの拳を受け止めたのだった。

「……手て遅おくれだったか」

　と、つぶやいたのは〈魔王コシユマル〉だった。その美貌を苦々しく歪める〈魔王コシユマル〉。

「すでにやつはシュンをその手にかけた後だったようだ」

「なんですって!?」

「そんなこと、ありえねぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　ルケの絶ぜつ叫きようが広間に響き、空気がビリビリと震ふるえた。

「シュンの奴やつがこんな奴にやられた？　そんなこと、あるはずがねえぇ！　ありえねぇ！」

「落ち着け、ルー、心を乱すな！」

「残念だが、手遅れだ」

　動どう揺ようしたルケの反応が遅おくれたスキを、国王は見み逃のがさなかった。一瞬でルケの懐ふところに潜もぐり込むと、ルケの顔面を鷲わしづかみにした。

「その力も、ワシのものだ」

「ぐぅっ！」

　ルケの体から、国王へと〈魔ス元ク素レ〉が大量に流れ込んでいく。その様子を見て、珍めずらしくシャルが慌あわてた様子で叫さけんだ。

「すぐに逃にげろ、ルー！」

「ルウウウウウウウッ!!」

　ルケは、満身の力を込めて国王の腕を振り払はらい、なんとか脱だつ出しゆつした。だが次の瞬間、間合いを離したルケが装備していた《要塞鎧冑フオルトレス》が消失した。全身に汗あせを浮うかべたルケは消しよう耗もうした様子で荒あらく呼吸を繰くり返している。

「なんなんだよ、チクショウ、急に力が抜ぬけて……」

「礼を言うぞ、終末の姉し妹まいたちよ──鎧と兜は手に入れた。これでワシを傷つけることができる者は、この地上に存在しない！」

　次の瞬間、国王の体を漆黒の鎧が覆い隠した。それは今までルケが装備していたはずの《要塞鎧冑フオルトレス》であった。《凱旋門兜ドウリオンフ》と《要塞鎧冑フオルトレス》、二種類の《滅神咒具エスカトロイ》を装備したことで、国王の全身が完全防備の状態となってしまった。

「これは、聖なるワタクシも驚おどろきですね……人間でも、《滅神咒具エスカトロイ》を使えるのですか？　いえ、そもそも、ルーの《滅神咒具エスカトロイ》の所有権をどうやって奪うばったのでしょう」

「ともあれ、これは厄やつ介かいであるな──ルー！　すぐに退け！」

「バカ言えよ、シャル姉ねえ！　あたしの《滅神咒具エスカトロイ》をとられて、それでオメオメ逃げられるわけねぇだろ！」

　ルケは自分の武具が奪われた状況にもひるむことなく、再度気き迫はくの声を上げながら国王へと躍おどりかかった。だが──

「《滅神咒具エスカトロイ》を回収したおヌシには、もう興味ない」

　国王が鎧で包まれた腕をルケに向かって突つき出した。瞬間、ルケの生身の肉体がはじき飛ばされ、勢いよく壁に激突する。

「あいかわらず、ムチャをするモノだ、ルー」

　否いな、激突はしなかった。ルケの肉体が壁にぶつかる直前、素す早ばやく回り込んだ〈魔王コシユマル〉が両手でしっかりとルケの肉体を受け止めたのだった。だが、それでもルケのダメージは深刻だった。背中を〈魔王コシユマル〉に支えられたルケは、ゴフッと口から血を吐はき出し、ぐったりと前のめりにうずくまった。

「ルー!?」

「や、やばいデス……リースの姉上。あたしを早くルーの姉上のところまで連れて行くデス！」

　と、リースに負ぶわれたままのメルが緊きん迫ぱくした声を漏らす。リースがいわれるままメルをルケの目の前まで連れて行くと、メルはうずくまったルケに近づいた。

「ルーの姉上、大だい丈じよう夫ぶデスか！」

「か、かすり傷だ、こんなもん」

「意識はあるデスね……呼吸が速いし脈みやく拍はくも……」

　メルが軽くルケの体に触ふれると、ルケの体が苦痛で震えた。

「肋ろつ骨こつが折れてるデス……この状態は血気胸？　腎じん挫ざ傷しよう、いや、これは破は裂れつの可能性も……一刻も早く病院へ搬はん送そうしないと、命が危ないデス！」

「いらねぇよ、そんなもん……こんなもん、ツバつけとけば治る」

　青ざめた顔のルケはそう言って自力で立ち上がるが、その表情は晴れない。少し体を動かすだけでも全身に激痛が走るはずなのに、すさまじい気力だった。

「無茶デス！　この状態でもう戦えるはずがないデス！」

「うるせぇよ。あたしはまだ、この程度で負けるわけにゃ……」

「ルー。汝の意志はわかった。だからもう休め」

　いつのまに近づいたのか、ルケの足あし下もとでシャルがそう告げた。シャルがルケの体に軽く触ふれると、ルケはウッとうめき、その場に座り込んだ。メルが慌てて姉の体を支える。ルケはすでに失神していた。

「メル。ルーを頼たのむぞ。リース。汝は二人を連れて逃げろ。これ以上ここにとどまるほうが危険なようであるからな」

「えぇ、わかりました──シャル姉はいかがするのですか？」

「我が輩にはまだやるべきことが残っているからな」

「無茶デス！　シャル姉だって軽傷じゃないデスよ！」

　メルの言葉通り、シャルの服も一部が破け、血で汚よごれていた。ここに来る前に騎士に包囲された時、負傷したのだ。

「リース、早くいくがよい」

「えぇ、わかりました」

「逃がすわけにはいかんな──その《滅神咒具エスカトロイ》も回収させてもらう」

　鎧姿の国王が呟き、次の瞬しゆん間かん、リースの眼前に迫せまった。目にもとまらぬ高速移動。明らかに人間に可能な動きではなかった。

　リースはとっさに真横に飛びながら、手をルケとメル、二人の妹に向かって伸のばした。そして次の瞬間、リースたちの周囲の空間が歪ゆがみ、その歪みに吞のみ込まれるようにして三人の姿が消えた。リースの《滅神咒具エスカトロイ》の能力、空間移動である。

「洒落しやら臭くさい！」

　国王は、だが鎧に包まれた腕うでをリースの消えた空間の歪みに叩たたきつけた。バリンッ、と何かが割れる様な音。国王はそのまま空間の中へ、腕を突き入れていく。

「この程度で逃がすモノか、ファムアテルの姉妹たちめ！」

「素手で空間を砕くだく──我が輩はいの言えた義理ではないが、汝は本当に人間か!?」

　シャルがつぶやきつつ、その体は宙を舞まっていた。空間に腕を突き立てる国王を空中から強きよう襲しゆう。シャルの短い足が国王の腕を思いっきり蹴けり飛ばした。国王の腕が弾はじかれ、空間の歪みから腕が抜けた。

「人間であるはずがなかろう、シャル」

〈魔王コシユマル〉が、静かに告げる。

「並の人間に《滅神咒具エスカトロイ》は使えん。ましてや、他人の《滅神咒具エスカトロイ》を奪うなど、できるはずがない。そんなことをやってのける者が、人間であるはずがない」

「なるほど……そうか、こやつがバルドスということか」

　バルドス、という単語に国王は兜の奥で目を見開いた。

「小こ娘むすめ、なぜその名を知っている……その名は、滅めつ亡ぼうした神々しか知らぬはずだ」

「汝なんじに答える必要を感じぬな」

「まぁよい──自分も逃げなかったのは失敗だったな、シャルドネ。妹たちを逃がすために残ったのだろうが、逃げた連中は後で捕つかまえればいい。まずはおヌシの《滅神咒具エスカトロイ》から回収させてもらうとするか」

「汝の相手など、我が輩一人で充じゆう分ぶんである！」

　シャルが傲ごう然ぜんと言い放つ。その傍かたわらに、〈魔王コシユマル〉も進み出た。

「いや、お前ではムリだ、シャル──ルーを見ていただろう。《滅神咒具エスカトロイ》は強力だが、《滅神咒具エスカトロイ》を使うお前たちにとってこの男は天敵だ。ここでお前の《滅神咒具エスカトロイ》まで奪われれば、逆に奴を強化することになってしまう」

「黙だまるがいい、ニセ母め。それに心配はいらん。要は、奪われる前に倒たおせばいいだけのことである！」

　言うが速い、シャルが床ゆかを蹴って国王へと突き進む。鎧よろい姿の国王がそれを迎むかえ撃うつ。二人が激突する瞬間、だがシャルが満身の力で脚あしを踏ふみ込み、急反転、真後ろへ跳とんだ。そのままシャルの体が見えない空気を足場にして空中を連続して跳ちよう躍やく、一瞬のうちに国王の背後へと回り込んだ。

「〈天位無鵬剣グラン・トロス〉か」

「もらった！」

　シャルの細ほそ腕うでが手刀となって国王に襲おそいかかった──シャルはすでに理解していた。国王が使うルケの《滅神咒具エスカトロイ》、《要塞鎧冑フオルトレス》は鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよをほこる鎧だ。さらにシュンの《凱旋門兜ドウリオンフ》まで併あわせ持っている。国王が二つの《滅神咒具エスカトロイ》を使いこなすならば、それはシャルでも勝ち目がないほどの強敵となる。

　つけいる隙すきがあるとすれば、国王が二つの《滅神咒具エスカトロイ》を使っているということ──すなわち、二つの《滅神咒具エスカトロイ》の境目、首筋にわずかに隙間があるはずだ。鉄壁の《要塞鎧冑フオルトレス》にある唯ゆい一いつのほころび。その弱点めがけ、シャルは腕を突き刺さした。いや、突き刺そうとした。だが──

「二人がかりは卑ひ怯きようだね」

「ぬぅ、斜ななめ上方二十四度か」

　新たな声──それはシャルの頭上から発せられた。シャルが歯がみしながら宙を蹴り、慌あわてて方向転てん換かん。国王の背後から離はなれようとする。が、頭上から降り注いだ斬ざん撃げきがシャルの腕をわずかに傷つけた。シャルの細腕から鮮せん血けつが溢あふれる。

「遅れて申し訳ありません、国王陛下」

「エフィ卿きようか。ちょうどいい時に来てくれたな」

　騎き士し剣けんを構え、国王を護まもるように前に立つのはジュヴレーヌ王国騎き士したちのトップ、エフィだった。飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きの美女であり、今も口元には余よ裕ゆうの笑えみが浮かんでいる。だが、明らかに異様な広間の状じよう況きようを見ても微び笑しようを浮かべているのは、不気味だった。

「加勢が来たか。だが騎士の一人程度、我が輩の敵ではない──『凍てつく時空タイム・フリーズ』！」

「よせ、シャル！」

〈魔王コシユマル〉が制止するが、それより速くシャルが《滅神咒具エスカトロイ》を発動させた。時空を操あやつる権能を持った《滅神咒具エスカトロイ》、《凍時鐘計ヴエルドツエ》である。その能力でシャルは周囲の時の流れを強制停止させ、自分だけが一方的に動くことができるのである。

　あらゆるものが静止し、静せい寂じやくに包まれた世界の中をシャルは一人だけで動き、国王へと急接近する。このまま一方的に国王を攻こう撃げきし、一気に決着をつけるつもりだ。が──

「待っていたぞ──おヌシがこの力を使う瞬間をな!!」

　突とつ然ぜん鎧に包まれた国王の体が動き出し、シャルに向かってその掌てのひらを向けた。

「まさか、凍てついた時空の中を汝も動けるのか!?」

「油断したな、シャルドネ！」

　シャルの胸むな元もとから懐かい中ちゆう時計が飛び出した。それこそが《凍時鐘計ヴエルドツエ》である。《凍時鐘計ヴエルドツエ》がシャルの元を離れ、そのまま吸い込まれるように国王の手の中へと収まった。だが。

「させんっ!!」

　飛び出した勢いのまま、シャルが国王の伸ばした右みぎ腕うでに飛びついた。そのままシャルの小こ柄がらな体が、国王の右腕にからみつく。飛びつきからの肘ひじ関かん節せつ技わざだ。鎧がどんなに頑がん強きようでも、身動きを取るためには関節部分に隙間を作らなければならない。そこをついたシャルの攻撃だ。

「このまま腕をへし折って──」

「甘いなっ！」

　国王は右腕ごとシャルを床に叩きつけた。シャルの小さな体が床ゆか板いたを砕いて半ばまで埋うまる。ゴフッと、シャルの口から血が噴ふき出た。

「だが、《凍時鐘計ヴエルドツエ》は取り戻もどした！」

　シャルは国王の右腕がつかんでいた《凍時鐘計ヴエルドツエ》を奪うばい取ると、そのままスルリと体を滑すべらせ、国王と距きよ離りを離した。同時に凍こおり付いていた時間が動き出し、静止していた〈魔王コシユマル〉とエフィの体が動き出す。

「シャル、よせ。ここで《滅神咒具エスカトロイ》を使えば、奴やつに奪われるぞ！」

「そのようであるな──身をもって体験したばかりである！」

　口元の血を手の甲こうでぬぐうシャル。片手には取り戻したばかりの《凍時鐘計ヴエルドツエ》を握にぎっている。

「時空を操る権能はやはり便利だな──なんとしてもここで回収しておきたい。エフィ卿。シャルドネを逃にがすな」

「仰おおせのままに、陛下」

　にこやかにうなずき、エフィの体が霞かすむように消えた──次の瞬間、シャルたちの頭上にエフィが現れる。それも、同時に五人。五人のエフィは空中から一いつ斉せいに襲いかかってきた。

「〈残像オンブル〉か!?」

「それだけでは芸がないよね」

　エフィの〈残像オンブル〉が一斉に剣を振ふるい、それぞれの剣先から衝しよう撃げき波はが解き放たれる。衝撃波は広間内に広がり、重いガレキの塊かたまりさえも粉々に引き裂さいていく。

「我を、忘れてもらっては困るな」

　と、前に出たのは〈魔王コシユマル〉である。彼女は素す手でで目前の衝撃波を受け止め、それをエフィめがけて撥はね返した。

「おぉ!?　さすがやるね！」

　少し驚おどろきながらも、余裕を崩くずさずにエフィは衝撃波を剣で受け流す。流された衝撃波が広間の壁かべに激げき突とつ。さらに広間の崩ほう落らくが広がっていく。

「シャル、お前も逃げろ」

〈魔王コシユマル〉が告げる。シャルは肩かたで荒あらく呼吸を繰くり返していた。

「すでに理解しただろう。奴らに《滅神咒具エスカトロイ》は効かん。むしろ《滅神咒具エスカトロイ》が弱点となってしまう」

「で、あるな──だが、舐なめるなよ、ニセ母！」

　血で汚れた顔に、凄せい惨さんな笑みを浮うかべるシャル。

「宿敵を前に一いつ矢し報むくいることもなく逃げ帰ったとあっては、妹弟たちに顔向けできん！」

　シャルが、右手を上に掲かかげた。シャルの頭上に巨きよ大だいな渦うずが生み出される。ゴキッ、ベキッ、何かの砕けるような音と共に、渦は周囲の空間を粉ふん砕さいしながら徐じよ々じよに巨大化していく。

「『崩壊タイム・する時空デモリツシヤー』──周囲の時空ごと相手を消し飛ばす禁じ手である！　あらゆる物質は時空の圧力にすりつぶされ、消しよう滅めつする！」

　巨大化した時空の渦は、もはや広間の大部分を吞み込むほどの大きさとなっていた。渦に触ふれた広間の壁や天てん井じようは、たちまちのうちに塵ちりとなって渦の中へ吞み込まれていく。

　広間内には突とつ風ぷうが吹き荒あれ、常人なら立っていることさえ困難な状態だった。だがシャル、〈魔王コシユマル〉、国王、エフィの四人は、そんな状態でも平然と立ち、頭上で渦巻く時空を眺ながめていた。

「陛下。ここは危険です、お下がりください」

「ワシがいなくては、《凍時鐘計ヴエルドツエ》は回収できまい。シャルドネは、ワシ自らが相手をする必要がある」

「よせ、シャル。お前では、いや、《滅神咒具エスカトロイ》ではバルドスを倒すことはできん！」

「我が輩は姉弟妹きようだいの長ちよう姉し──なれば我が輩が姉弟妹の魁さきがけとならんでなんとする!!」




　その日──ジュヴレーヌ王国王都の象しよう徴ちよう、ベルナルデ・ピィ王宮が崩落するという大事故があった。

　だがその事故について、王国が詳しよう細さいな説明を行うことはなかった。




　ジュヴレーヌ王国王都地下──モニカたちが潜せん伏ぷくしていた地下遺い跡せきには、現在ではソフィー、リュリシア、アンジュの三人も一いつ緒しよに暮らしていた。

「あいにくだが、お前たちをそう易やす々やすと帰すことはできん」

　と、リュリシアに告げたのはモニカである。

「我たしたちがここにいることを知られてしまったのでな。この情報を国王側に知らされては困る」

「あなたたちのことは決して他人に漏もらさない、と誓ちかいますわ」

「そんな誓せい約やくにどれだけの拘こう束そく力がある」

「無礼でしょう、リリィ様に向かって！」

　と、鼻で笑うモニカにつっかかるアンジュ。落ち着きなさい、とリュリシアは自らの従者をなだめた。

「ですがわたくしが戻らなくては、騎士たちが混乱しますわ」

「どうかな。存外、王女殿でん下かなどいなくたってこの国はなにも困らないかもしれんぞ」

「どういう意味ですの？」

「言葉通りの意味だ。まぁいい。日用品や食しよく糧りようの備び蓄ちくは充分にあるし、上下水道も通っている。王宮ほど快適ではないだろうが、しばらくはここで生活してもらうぞ」

「……わかりましたわ」

　と、リュリシアは最終的にうなずいた。

「よろしいのですか、リリィ様？　正直この人は、あまり信用が……」

「少なくとも、わたくしを今すぐ害する気はないようですわ。それより気になるのは、王宮で見たエフィ卿の態度ですわね」

　ミュスカに連れられて王宮を脱だつ出しゆつしようとしたリュリシア一行を押し止とどめたのはエフィである。ミュスカを傷つけたのも彼女だ。

　リュリシアはエフィのことを信用していた。王女として、為い政せい者しやとして未熟な自分を良くサポートしてくれた。エフィ自身も、政治能力に長たけた騎士であり、その才能にはこれまで何度も助けられてきた。

　だが、あれほど目をかけていたミュスカをあっさりと倒す躊躇ためらいのなさ、リュリシアでさえ把は握あくできていなかったエフィ自身の戦せん闘とう能力──それらの事実が、リュリシアの心にわずかな疑念を抱いだかせたのだ。

　そして決定的だったのは、国王の突とつ然ぜんの演説だ。ソフィーとその姉妹の正体を暴ばく露ろしたあの演説は、リュリシアにも衝しよう撃げきを与あたえた。

（なぜお父様がその事実を──）

　ソフィーやシュンとその姉妹についての話は、エフィやミュスカも知っている。国王にリュリシア自身が話したことはないが、エフィ経由で話は伝わったのかもしれない。

　しかし、なぜこのタイミングでその話を世界に暴露したのか──これではリュリシアがソフィーたちを裏切ったも同然ではないか。

　しかも、国王の演説は途と中ちゆうで中断され、その後の続報はなにもなかった。最後に〈魔王コシユマル〉を名乗る存在が現れたところで放送は中断されたのだ。

　さらにシラーからの報告で、その後王宮で謎なぞの爆ばく発はつが起こったこともわかった。

　あまりにも情報不足である。いったいこの国で何が起こっているのか、王女であるリュリシアにも把握できていなかった。

　本来なら今すぐにでも王宮に戻りたいところだが──リュリシア自身の心に生まれた国王やエフィに対する疑念が、このまま戻っていいものかと躊ちゆう躇ちよさせていた。

　王宮が爆発したという報告は気になったが、市民は特に混乱することなく、ごく普ふ通つうに暮らしているということだった。これは、王都にいる騎士たちが治安維い持じに努めているためだろう。それはすなわち騎士の指揮系統がしっかり機能しているということであり、騎士を統とう括かつするエフィや国王が無事だという証しよう拠こだろう。二人の安否はさほど心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだと、リュリシアは結論づけた。

　そういった事情で、リュリシア自身も謎の地下施し設せつでモニカ一行と共に潜伏生活を送ることになったのである。ただ気になるのは……

「兄さんの所在はわからないのですか？」

「我たしもそこは探さぐっているが、表だって情報は出ていない。シラーにも探らせたが、王宮内のめぼしい場所にはいなかったそうだ」

「…………（コクコク）」

　シラーが無言で何度もうなずいていた。状じよう況きようが状況なので、地下と地上を自由に行き来できるのは影かげに潜もぐる《滅神咒具エスカトロイ》を使えるシラーだけである。

「シュンもだが、シャルドネとか、他の連中の行方ゆくえも不明だ。そもそもシラーがお前たちを発見したのもほとんど偶ぐう然ぜんだったからな」

「姉さんはこれからどうするつもりですか？」

「国王とエフィとかいう女の動向を探っている。当然死んではいないだろうが、王宮周辺にももういないようだ。どこへ移動したか、その足取りを探っている」

　モニカは魔ま導どう端たん末まつを大型の機械に接続し、自力で情報を収集しているらしかった。

「クロロがいないのは手痛いな。奴の情報収集能力が欲ほしい場面だというのに」

　クロロやアリアは即そく位い式しきに出席するためにこの国へ来ていたが、消息不明になっている。国王の演説からすると、国王一派に身み柄がらを拘束された可能性が高いが、やはり居場所はわからない。状況からして、行方不明のシュンも一緒に拘束されたのだろうか？　だが、気になることもある。なぜか国王の演説にはシュンの名前が出てこなかった。どういうことだろう。ソフィーはいろいろと思し索さくを巡めぐらせるが、情報が少なすぎてなにもわからないままだった。

「ま、そんな難しいことで悩なやんでたってしょーがない、なるようになるさぁ」

　と、床ゆかに敷しいたマットの上でゴロゴロ転がりながらヴィオが言う。ソフィーはジトリと、妹を睨にらんだ。

「まるで他ひ人と事ごとですね」

「だって他人事だしぃ～」

　床の上に大の字になっているヴィオの姿は完全にスキだらけだった。

「そもそも王宮にはシャル姉ねぇとリース姉ぇとルー姉ぇがいたんでしょ？　あの三人がそろってるのに勝てる相手なんているわけないじゃん。案外三人でもう敵とか皆みな殺ごろしにしちゃってるかもしれないしぃ、心配いらないさぁ」

　ヴィオの言うとおり、姉妹の中でもトップクラスに強くて危険な三人については心配いらないかもしれない──だがソフィーにとっては、なによりシュンのことが心配だった。待ち合わせの場所に結局現れなかったシュンが今どうしているのか、全くわからない。どうにも胸むな騒さわぎがする……

「ん～、お腹なか減ったねぇ。シラー、ご飯持ってきてぇ～」

「…………（コクリ）」

　寝ね転ころがったままのヴィオの命令で、シラーが奥の扉とびらを開けて姿を消した。

「そういえば、食事はどうしているのですか？」

「ん～、適当にシラーが用意してくれるよ。お前も食べたきゃ食べればいいさぁ。どうせたくさんあるし」

　シラーが奥から戻もどってくる──その両手には大量の缶かん詰づめが抱かかえられていた。

「缶詰ですか……もしかして、ずっとそんな食事を続けているのですか？」

「食事など、必ひつ須す栄養素の補給さえできればなんでもいい」

　と、モニカ。この姉は食事にはこだわらない性格なのだ。

「シラー、開けてぇ～」

「…………」

　なにからなにまで妹にやらせるヴィオ。シラーは文句も言わずに姉に言われるまま、世話を焼いている。もっとも、シラーは自分からはほとんどしゃべらないので文句の言いようもないが。

　と、ヴィオにフタの開いた缶詰を渡わたした後、シラーはいくつかの缶詰を持ってリュリシアに近づいていった。

「あら、どうなさいましたの？」

「…………」

「わたくしにくれますの？」

「…………（コクコク）」

「お気き遣づかい、ありがとうございますわ」

　と、リュリシアに缶詰を渡すシラー。怠なまけ者の姉と違ちがってしっかり気遣いができている。

「リリィ様……おいたわしい。このように粗そ末まつな食事をしなくてはいけないなんて、わたしがふがいないばかりに申し訳ありません！」

「文句を言うならムリをして食う必要は、ない」

　と、わざわざ大きな声で嘆なげくアンジュに、不ふ愉ゆ快かいそうな視線を向けるモニカ。確かに王女の食事が缶詰だけというのは、かなりわびしい。

「そんなことを言うものではありませんわ、アンジュ。たまにはこういった食事も真新しくて悪くありませんわ」

　と、鷹おう揚ように手を振ふるリュリシア。

「ですが、美食家であるリリィ様にこのように質素な食事……」

「確かに、わたくしは立場上、高級な食材を使った料理を口にすることは多いですわね。ですがそれで口が奢おごってしまっては、庶しよ民みんの皆みなさんの気持ちはわからないと常々思っていましたの。もう少し庶民の方々が食べる様な食事を口にする機会も増やさないと、と考えていたところですわ」

　と、語るリュリシア。その心がけは立派だとソフィーも思った。ただ……

「うわぁ～。ちょ～上から目線だよ。お前何様だよ、って感じで正直ないわぁ～」

　ソフィーが思っていたことをヴィオが代弁してくれた。キッと、アンジュがヴィオを睨む。ヴィオはそんな視線などどこ吹ふく風で寝ねながら缶詰を食べている。

「そうですわね。わたくしは生まれながらにこの国の王女──そのためか、つい自然と庶民の皆様を見下ろすこともあるようですわ。改めないといけませんわね」

　ほぅ、と嘆たん息そくするリュリシア。

「けれどわたくしだって、以前から自分の食生活には気をつけていましたのよ。騎き士し学園にいる間は、他の生徒のみなさんと同じ食事をしていましたし、一いつ般ぱんの方々の食事の味はわかっているつもりですわ」

「ちなみにですが」

　と、そこでソフィーが口を挟はさんだ。

「騎士学園の食事は一般的な市民の食事と比べても、かなりレベルが上ですよ」

「……そう、ですの、アンジュ？」

「は、いえ、そんなことは……」

「騎士学園は貴族の子弟が多く集まりますから自然とレベルが上がります。あれを庶民の食事だというのは少しムリがあります」

「……アンジュ。戻ったら騎士学園の食品関係の予算をあらためますわよ」

「かしこまりました」

　なんだかんだいってもリュリシアはお姫ひめ様さま育ちで、まだまだ世相には疎うといようだ。だからこそ、そのあたりをソフィーやアンジュがサポートしていかなくてはいけないわけだ。

　ともあれ、リュリシアも食事をとり始めた。状況がわからない以上、いつでも動けるよう、食事はとっておく方がいいだろう。ソフィーも同様に缶詰での食事をすませる。

　冷たい缶詰の食事は正直味気ない、もしくは変に味が濃こいものだろう、そんな先入観がソフィーにはあった。だが実際口にしてみると……

「意外ですね。けっこう美お味いしいです」

　ソフィーが食べているのは何かのスープだが、魚ぎよ介かいがしっかりと煮に込こまれており、その出だ汁しがスープにとけ込んでとても美味しい。具になっている魚介もゴロゴロと大おお粒つぶのものが入っているので、食べ応ごたえがある。正直、下手なレストランより美味しい。

「それなりに美味しいですわね。けれど、せめて温めたほうが美味しいのではなくて？」

　と、リュリシアが不満をこぼす。

「あ～、それダメさぁ」

　ヴィオが寝ながら答える。というか、シラーが寝ているヴィオの口に缶詰の中身を運んで食べさせていた。ヴィオは正直もっと動いた方がいいと思う、絶対太る、とソフィーは思った。まぁブタになって困るのは本人なので、口には出さなかったが。

「前温めよーとしたらさ、缶詰が爆発してたいへんなことになったのさぁ」

「……缶詰が爆発って、それはまさか、直じか火びで缶かんを温めたのではないでしょうね？」

「他にどーしろっていうのさ？」

「いえ、普通に湯ゆ煎せんにすればいいでしょう。直火だとしても、ちゃんとフタを開けてから温めれば爆発はしないでしょう」

　ソフィーが言うと、ヴィオが心底不思議そうな表情を浮うかべた。

「缶詰なんて簡単に食べれるのがい～のに、なんでそんなメンド～なことしなきゃいけないのさぁ」

「……とりあえず、あなたと料理の相あい性しようが最悪だということは理解しました」

「ですが、確かにこれは思っていたよりも美味しいですね」

　と、アンジュも食べながら呟つぶやいている。缶詰の食事は予想外に好評なようである。

「あら？　そちらの缶には見覚えがありますわね」

　と、リュリシアが缶詰の一つを手に取る。

「キャビアの缶詰ですわよね。こんなものまでありますのね」

　リュリシアの持つ缶詰の表面には確かにキャビアと書かれてあった。正直、ソフィーも初めて見る缶詰だった。

「これも食べてよろしいの？」

「好きにすればいいさぁ～」

　アンジュが缶のふたを開ける。小さく艶つやのある黒い粒つぶが缶の中にたっぷりとつまっていた。リュリシアが無造作にスプーンでその粒を掬すくって口にする。

「……塩分もほどよく、美味しいキャビアですわね。王宮にあるキャビア専用の真しん珠じゆ貝がい製スプーンを使えばもっと美味しく食べることができますけれど」

　と、リュリシアも満足する味わいらしい。正直キャビアなどソフィーもほとんど食べたことがないので、どんな味なのか少し興味があった。

「この缶は、王宮で使用されているものと同じ品ですね」

「そうですわね、味も同じですわ」

　アンジュの言葉にうなずくリュリシア。

「正直、かなり高価な品のハズですが、こんなものまでよく用意しましたね」

　その言葉に、なぜか寝そべったままのヴィオの体がビクリと震ふるえた。

「……ん、まぁね～。モニ姉ぇからたくさんお金もらったしぃ」

「ヴィオ、顔色が悪いですよ」

「そ、そうかな？　気のせいさぁ」

　と、ヴィオが行ぎよう儀ぎ悪く寝たまま口笛を吹き始めた。なんだか、露ろ骨こつに態度がおかしいとソフィーは感じた。というか、十年以上ヴィオと一いつ緒しよに暮らした経験をふまえると、何か隠かくし事をしているのは間違いないようだった。

「ヴィオ。なにを隠しているのですか？」

「隠してなんてないさぁ、ね、シラー!?」

　シラーを見ると、なぜか不思議そうに首をかしげているが、ヴィオがシラーのヒザを叩たたくとコクコクうなずきだした。正直怪あやしい。けど、シラーを問い詰つめても答えないだろう。

「この缶詰は、王都内だとごく一部の店でしか取り扱あつかっていない品のはずです」

「そこで買ったのさぁ」

「それに値段も、これ一つで新米騎士の初任給が消えますが……」

「え!?　そんな高いの!?」

「値段も知らなかったのですか？」

「いや、それはそのぉ……」

　次し第だいにしどろもどろとなっていくヴィオ。なぜか顔色が青ざめ、顔中に汗あせが浮かび上がっていた。いったいなにを隠しているのか……

「聞き捨てならんな、ヴィオ」

　と、今まで離はなれた場所で調べ物をしていたモニカがいつのまにかやってきていた。モニカは寝そべった姿勢のヴィオの上に馬乗りになった。クエッ、とヴィオの口から潰つぶされた鳥のような声が漏もれる。

「お前に渡した予算では、そこまで高価な品を買えなかったはずだぞ」

「た、たまたま安売りしてて……」

「下手な言い訳はやめろ、なにを隠している!?」

　もみゅっ

「ふにゅぁん！　ちょっ、そこっ、モニ姉ぇ、らめぇぇぇぇぇ!!」

「さっさと吐はけ。貴様、いったい何を隠している」

　と、馬乗りになったモニカが、ヴィオの大きくふくらんだ乳ち房ぶさを揉み拉しだく。モニカの細長い指が、柔やわらかな胸むな元もとに沈しずみ込む。

　もみっ、むにっ、もにっ

「んっ、[image: あだくてん]っ、らめ、らめだってば、モニ姉ぇ、ふぁんっ！　あんっ、らめぇっ、そこ、弱いからさわらないでぇっ！」

　ヴィオが羞しゆう恥ちで顔を赤く染めながら、マットの上で激しく身もだえをする。その姿は傍はたから見ると、ひどく官能的だった。

「こ、これは……すごいですわ、わたくし、こんなの初めて見ますわ……」

「リ、リリィ様。見てはいけません。目に毒です」

「アンジュ、そういうあなたもしっかり見ているのではなくて」

「そ、そんなことはありません……」

　と、主従コンビがなにやら互たがいに顔を赤らめながらモニカたちのことをちらちらと見ていた。逆にソフィーとシラーは、モニカとヴィオのやりとりは昔から何度も見ているので、今さら特に反応したりはしない。
















　もみゅっ、くいっ、ぺろっ

「ん？　こんなところに固いものがあるな。ヴィオ。いったい何を隠しているんだ」

「ひぅんっ！　らめっ、らめなのぉぉぉ、ああああ、んんっ、そこ、しょこ触さわっちゃらめぇぇんっ！」

「なんだ、腰こしが浮いてきたぞ。まさかこっちにもなにか隠しているのか？」

「らめぇぇぇぇ、そこに指入れないでぇんっ、あたし、おかしくなっちゃぅんっ！」

「ここか？　ここだな」

「ひぃぃぃぃぃぃんっ、らっ、らめぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　嬌きよう声せいを上げて体をガクガク震わせるヴィオ。リュリシアとアンジュは赤い顔で気まずそうに視線をそらせた。ソフィーとシラーはいつものことだと、平然としていた。

　モニカがヴィオの服の下に潜もぐらせていた腕うでを引き抜ぬく。

「ヴィオ、こいつはなんだ」

　モニカの両手には、折りたたまれた紙し幣へいが握にぎられていた。シワだらけになっているが、かなりの枚数の高額紙幣があった。

「なぜお前がこんな大金を隠し持っている？」

「あ、あたしのお小こ遣づかい……」

「我たしを舐なめているのか？　これは我たしの金だ！」

「ち、違ちがうよ、あたしのお金さぁ」

「どうやら、まだ素す直なおになっていないようだな」

　もみゅん

「ひぃぅんっ、や、やめてよモニ姉ぇ……うっ、くぅんっ、あっ、はぁんっ、うっ、うっ、ひぃっ、ひぃっ、ひぅんっ！　らめぇん、わかった、言う、言うからやめてぇぇぇ!!」

　と、大おお騒さわぎした末、とうとうヴィオが白状した。

　この地下に潜せん伏ぷくした時、必要な食料や日用品の買い出しのためにヴィオとシラーは地上に買い出しに行ったらしい。その費用はモニカからもらい、できるだけ目立たずに買ってくるよう命令されたそうだ。

　そこでヴィオが悪わる知ぢ恵えを働かせた。

　シラーの能力ならどんな場所にでも潜せん入にゆう可能である。それを悪用して、必要なものを全部侵しん入にゆうした倉庫から盗ぬすみ出し、モニカからもらったお金はこっそり自分のお小遣いとして着服したらしい。

「こいつはまったく、くだらないことにばかり悪知恵が回るな」

「まったくですね。というより、《滅神咒具エスカトロイ》の力をよりによってコソ泥どろなどに使うなんて、私は恥はずかしいです」

　モニカとソフィーに説教されるヴィオは、床ゆかに正座で座らされていた。

「いいじゃんいいじゃん、使える力は使わないと損じゃん！」

「……反省の余地なしですか」

　共犯のシラーは、床に土下座して頭を下げていた。ごめんなさいと素直に謝っていた。

「シラーもいいかげん、ヴィオの言いなりにならずに自分で行動するようにしなさい」

「…………」

「そもそも、簡単に侵入できるところに荷物を置いている奴やつらが悪いのさ！　あたしはそいつらに防犯の問題があるって教えてやっただけで、これは授業料さぁ！」

　逆ギレするヴィオ。これは本当にヒドイ、とソフィーはあきれ果てた。

「ともあれ、ヴィオ──我たしをだまそうとした罪は重い、オシオキだ」

　冷たい眼まな差ざしで睨にらむモニカを前に、ヴィオはビクリと体を震わせた。

　そして──ヴィオは正座した体勢で身動きがとれない様、手足を縄なわで縛しばられた。首には『わたしはドロボウです、ごめんなさい』と書かれた板をつけられている。その状態でごつごつした石いし畳だたみの上に正座させられたヴィオは、涙なみだ目めになっていた。

「え～ん、足が痛ぃ～、冷たい～、痺しびれたよぉ～、シラー助けてぇ～」

　自じ業ごう自得である。

「妹がお見苦しいところをお見せしています」

　他人に見られてばつが悪いので、とりあえずリュリシアたちに頭を下げるソフィーだった。リュリシアは、困ったものですわね、と腰に手を当てた。

「程度はどうあれ、窃せつ盗とうは立派な犯罪ですわよ。盗まれた人がどれだけの損害を被こうむったと思っていますの」

「謝罪のしようもありません……今さらですが、ヴィオが盗み出した相手には利子も付けて代金をお支し払はらいします」

「それあたしのお小遣いだよ～」

「お前は本当に反省しているのか？」

「えぇ～ん、ごめんなさ～い」

「それで、いったいどこから盗み出したのですか？」

「…………」

　シラーがなぜか、すっとリュリシアを指さした。

「わたくしがどうかしましたの？」

「…………」

「もしかして……王宮の倉庫から盗み出したということですか？」

「…………（コクコク）」

　うなずくシラー。リュリシアがアンジュを見た。

「アンジュ。倉庫の在庫はどうなっていますの？」

「いえ、倉庫に泥どろ棒ぼうが入ったという報告はまったく聞いていませんが……」

「本当に王宮の倉庫だったのですか？」

「…………（コクコク）」

　シラーがウソをついているとも思えない。どういうことだと、リュリシアたちが首をひねった。

「考えられるとすれば」

　モニカが理知的な眉まゆをひそめて考える。

「倉庫の在庫管理がずさんで盗まれたことに気づいていない。あるいは、気づいてはいるが調べられるとまずい事情があったので隠いん蔽ぺいした、のどちらかだろうな」

「調べられるとまずい事情？」

「王宮にドロボウが入ったなどとわかればそれこそ大おお事ごとだからな。警備関係の人間はなんとしても隠蔽したいだろう」

　どちらにしろ王宮内部に問題がありそうだな、とモニカが締しめくくった。

「アンジュ。王宮に戻もどったらすぐに事実関係を調べなさい」

「はい、確実に」

　と、いうわけで、その後はなんとなくお互いに気まずくなったので、ドロボウの件はそれ以上話題に上らなくなった。

　ちなみにオシオキで丸一日正座させられたヴィオは、足が完全に痺れてしばらくまともに身動きがとれなくなっていた。







　バーガント大陸西部──数ヶ月前、バーガント世界大戦の主戦場となったその地は、大陸北部の大国、ベドリュス大帝てい國こくの支配地域となっていた。

　しかしシャルとリュリシアが合意したことで休戦が成立した。さらに今回の戦いにおいて帝國が獲かく得とくした領土の大半は元々の国家に返還するという条件で講和が成される予定だった。

　ジュヴレーヌ王国でリュリシアが新女王として即そく位いすると同時に大戦の講和条約が締てい結けつされる予定だったが、ジュヴレーヌ王国国王、シャルム四世の突とつ然ぜんの暴ばく露ろによって即位式は中止となり、同時に講和会議も無期限延期となった。

　これら一連の動きに対し、帝國軍の対応は早かった。

「ふぉっふぉっふぉ──こいつはワッシも予測していないことが起こったわい。まさかあの嬢じようちゃんたちの正体が暴露されるとはな」

　そう呟つぶやくのは白い顎あご髭ひげを蓄たくわえた禿とく頭とうの老人──最後の八大英えい雄ゆう、オルタ・ヴィエン・ノヴァだった。

　帝國軍の指揮官であるシャルが捕ほ虜りよとしてジュヴレーヌ王国に抑よく留りゆうされているため、オルタが現在帝國軍の魔ま族ぞくに指示を出しているのだ。

「いかがしますか、オルタ卿きよう」

「いかがもなにも、今の帝國は嬢ちゃんのものじゃ。ワッシらも、〈魔王コシユマル〉の血をひくあの嬢ちゃんの魅み力りよくに惹ひかれ、今まで従ってきたのじゃ。その嬢ちゃんが危ないとなれば、これはワッシらが動かねばなるまいて」

「では、東部諸国への再侵しん攻こうを？」

「そのための準備は進めてきた」

　顎髭をなでながら、オルタは窓の外を見た。

　オルタが現在いるのはラランド共和国の国境付近に設置された砦とりでだ。窓の外は雪に覆おおわれている。だがまもなく春が訪おとずれる。そして東部諸国はここよりも温暖な気候なので、すでに雪は溶とけているだろう。再侵攻をするにはうってつけの季節だった。

　そして砦の外には、雪原を埋うめ尽つくさんばかりの帝國軍の兵士が集結していた。

　オルタとて、講和条約が結ばれるならば、これ以上の戦せん闘とう行こう為いをするつもりはなかった。だが八大英雄と呼ばれ、また魔族としても長い時間を生きてきたオルタは、その経験と勘かんから、そう簡単に講和は成立しないのではないかと疑っていた。

「このタイミングでジュヴレーヌ王がこんなことを暴露するとは、連中、嬢ちゃんを生きては返さぬつもりじゃな。ならば当然、講和も成立はせん……ワッシらも舐められたものじゃ！」

　オルタの顔が怒いかりに染まる。

「全軍動くぞ！　東部への再侵攻じゃ!!」

「よろしいのですね？」

「連中は、ワッシらを甘く見ておる──昨年の決戦では、ワッシら帝國軍の主力はほとんど戦っておらん。なのに連中は総力を挙げてこちらに攻せめ込んだ結果、主力が大きく損そん耗もうした。この差は大きいぞ」

　オルタは、配下の魔族たちをつれて砦を出るべく動き出した。

「連中がその気ならば、ワッシにも考えがある──人間どもを皆みな殺ごろしにしろ！」




　帝國軍再度動く──この知らせはすぐさま東方諸国へと伝わり、人々を震しん撼かんさせた。




『──続いてのニュースです。先日再侵攻を開始したベドリュス大帝國軍ですが、先ほどエシュヌ教国領を占せん拠きよ。その勢いはとどまることを知りません──たった今、続報が入りました。帝國軍は大陸中央部を超こえ、モレサンド合衆国への侵攻を開始した模様です』

「去年戦争があったばかりだってのに、いったいどうなっているんだよ、こいつは。もう決着がついたんじゃないのかよ」

「知らねぇよ。帝國の──魔族なんて連中の考えることなんて、わかるわけねぇだろ」

「やっぱ魔族なんて信用できねぇ。連中を皆殺しにしなきゃ、この戦争は終わらねぇんだ！」

「それはそうと、王女様の即位式は結局どうなったんだよ？」

「こんな状じよう況きようだからな、そんなことをやっているヒマはないだろう。シャルム国王はだいぶ年をとったとはいえ、まだまだご健勝だ。この戦いに一区切り着くまではこのまま行くつもりだろう」

「いや、ウワサじゃ、王宮がこの前ぶっ壊こわれただろ？」

「王宮からデカイ音が聞こえただけで、城じよう壁へきの中がどうなってるかは誰だれも確かく認にんしてないだろ？」

「ウワサじゃ事故で王宮が崩くずれて、それに巻き込まれて王女殿でん下かが死んだらしい」

「いや、瀕ひん死しで、現在進行形で生死の境をさまよってるらしいぜ」

「どっちにしろ、王女殿下の身になにかあったせいで即位式も取りやめになったらしいぜ」

　ジュヴレーヌ王国王都のとある酒場──そこに集まった人々が酒を片手に口々に最近の世界情勢について語り合っていた。一いつ般ぱん市民に対して開示されている情報は少ない。だからこそ、市民たちは足りない情報を想像で補い、口々にウワサを広めていくのだった。

「それよりも気になるのは、例の終末姉し妹まいの話だろ」

「あぁ、大陸中の国をこっそり陰かげから支配していたっていうあの姉妹か」

「本当にあんな連中がいたのか？」

「詳くわしくは知らねぇけど、前〈魔王コシユマル〉の娘むすめだって処しよ刑けいされたモニカとかいう奴の姉妹なんだろ？」

「モレサンドのアリア副大統領までいたよな。ショックだよ。俺ファンだったのに」

「どっちにしろ事実だとしたらとんでもない話だ」

「なぁ……ひょっとしたらよ、俺たちの周りに、気づかないうちに他の魔族が紛まぎれてるんじゃないか？」

「バカ、余計なことをいうな──そういうデマを流した奴やつがこの前騎き士し様に逮たい捕ほされたんだぞ」

「けど、火のないところに煙けむりは立たないっていうし……」

「そもそもその終末姉妹は結局どうなったんだよ？　国王様もあれ以来なにもしゃべってくれないし」

「帝國が攻めてきたんだからそれこそそれどころじゃないだろ」

「いや、〈魔王コシユマル〉の娘なら、帝國に対して人ひと質じちにできるわけだろ？　それならそう簡単に処刑はできねぇよ」

　と、そのとき、不意に酒場の内部が暗くなった。どうしたんだと、客たちが口々に騒さわぐ。

「魔導灯が消えたぞ」「どういうことだ」「いてっ、誰か俺の足を踏ふんだぞ！」「この店も古いからぶっ壊れたか」「そろそろ店じまいか」「勝手に潰つぶすな」

　と、店主が棚たなから蠟燭ブージーを取り出し、燐寸アリユメツトで火をつけた。淡あわい光が暗い店内を照らす。

「魔導モニタの放送も止まったし、外の町も真っ暗だ──こいつは、〈魔ス元ク素レ〉の供給が止まったな」

「間ま違ちがいない、〈魔ス元ク素レ〉計が完全に止まってる」

「ま、少し待てば動き出すだろ」

「はやく動いてくれねぇと、冷フ温リ庫ゴの中の野菜が腐くさっちまう」

「しっかし、急にどうした？　地じ震しんでも嵐あらしでもねぇのに〈魔ス元ク素レ〉が止まるなんて、初めてじゃねぇか？」

「大昔はよく止まったって話は聞くが、ここ十年はこんなことなかったもんな」

　突然灯あかりを失った王都は完全な夜よ闇やみに包まれていた。だが市民たちの混乱はさほど大きくなく、しばらく待てば復旧するだろうと誰もが楽観視していた。

　だが、いつまでたっても〈魔ス元ク素レ〉の供給は再開しなかった。

　この時点ではまだ誰も気づいていなかった──自分たちの国が、現在どうなっているかということに。




　ジュヴレーヌ王国南部沿岸地帯──そこはバーガント大陸最さい南なん端たんの地である。

　その地には古い砦が存在していた。マゴン要よう塞さいと呼ばれるその砦は、ジュヴレーヌ王国南部の海域を監かん視しするための要塞である。

　だがバーガント大陸諸国では海軍が発達しなかったため、マゴン要塞が実戦で役に立った記録はなかった。現在では最果ての地にある砦ということで、騎士たちからは左さ遷せんの地と認識されている場所だ。

　だがその砦を突然、ジュヴレーヌ王国の最重要人物が訪れた。国王、シャルム四世とエフィである。二人は配下の騎士数十人を引き連れ、極ごく秘ひ裏りにこの砦へと入ったのだった。

「帝國の動きはどうなっておる？」

「陛下の演説後、すぐさま再侵攻を開始しました。迅じん速そくな動きです。現在の魔族の指揮官も、なかなか優ゆう秀しゆうなようですな」

　答えるエフィ。国王はうなずきながら砦の中を見み渡わたした。そこでは無数の職員が忙いそがしそうに駆かけ回っている姿が確認できた。

　一般的に、ジュヴレーヌ王国南部は王都周辺と比ひ較かくして、さほど発展していない地域である。最南端のマゴン要塞周辺には大規模な港こう湾わん施し設せつがないということもあって、普ふ段だんはほとんど人も寄りつかない。だが要塞内部で働く職員の数は、そのウワサに反してかなりの数に上っていた。

　昨年度から極秘裏のうちにこの要塞には人員が集められていた。それは、とあるものを研究、開発するためのものである。この事実は、国政に関かかわる上級騎士であっても、ごく一部の者以外は知らない極秘事じ項こうだった。

「それで、開発は終わったのか」

「先週、最終機構の調整が完かん了りよういたしました。試射こそまだですが、全すべて設計通りに完成させています」

「ならばよい……ペルデも、とんでもない置きみやげをしてくれたものだ。こんなものをひそかに建造していたとはな」

「リュリシア王女殿下に気づかれないよう、開発を継けい続ぞくさせるのには苦労しました」

　悪びれもせず告げるエフィ。国王は、よい、と呟いた。

「あやつは少し生き真ま面じ目めすぎる──こんなものの存在を知れば、すぐさま建造を取りやめたことだろう。だが、国王には清せい濁だく併あわせ吞のむ度量も肝かん要ようだ」

「それでは──本当にお使いになるつもりですか？」

「無論だ。準備は、できているのであろう？」

「昨日より、ジュヴレーヌ王国全土の〈魔ス元ク素レ〉供給を中断し、〈魔ス元ク素レ〉精製工場からのパイプラインをこの要塞に直結させています。〈魔ス元ク素レ〉の充じゆう塡てんは充じゆう分ぶん。後は陛下のご指示があれば……」

「直ちに発射準備に入れ！」

「了りよう解かいしました──アルトス起動！」

　その合図によって、要塞内に集まっていた技師たちが一いつ斉せいに動き出した。

「起動用〈魔ス元ク素レ〉注入開始！」

「炉ろ心しん内正常可動」

「〈反魔導素エル・スクレ〉反射鏡、設置完了！」

「超ちよう大型重〈魔弾テイリユル〉を撃発位置に固定！」

「偽装外壁カムフラージユを解除！　砲ほう身しんを発射位置へ！」




　マゴン要塞は百年以上前に建造された古い要塞である。そのため、現在では時じ代だい後おくれとなった巨きよ大だいで分厚い城壁と堀ほりによって、その施設全域が囲まれていた。

　その要塞内で振しん動どうがあった。地震かと思えるほどの大きな振動。だがその振動の中心はあくまで要塞内部である、振動は要塞周辺の極限られた地域にしか伝わっていなかった。要塞の中心部分の地面がひらいた。否いな、一見すると地面に見えたそれは、表面を地面とソックリに作った、金属製の巨大なシャッターである。

　要塞の中心部に巨大な穴が開いた。どれほどの深さがあるかわからないその穴から、重々しい音と共に巨大な物体がせり出してきた。離はなれた場所から見れば、要塞に突とつ然ぜん巨大な尖せん塔とうが生えてきたように見えただろう。一見すると塔のように見えるそれは、金属製の巨大な筒つつだった。それは、砲身である。

　要塞にそびえる砲身は、続いてゆっくりと傾かたむき始め、やがて上空のある一点を狙ねらう位置で静止した。




「アルトス砲身固定完了！」

「〈魔ス元ク素レ〉充塡率九十七％！」

「共鳴システム起動！」

「全動どう力りよく炉ろ、臨界へ到とう達たつ！」

「目標点入力！　砲身角度修正！」

「〈竜鬼哭アンフエル〉システム、最終安全装置解除！」

「発射まで秒読みを開始！」

「陛下、まもなく発射です」

「うむ、位置は正確なのか？」

「敵主力の位置はモレサンド合衆国内の斥せつ候こう部隊から報告がありました。誤差はほぼありません」

「うむ、ならば撃うて！」

「アルトス発射！」

　その瞬しゆん間かん、轟ごう音おんと共に要塞から光の奔ほん流りゆうが空めがけて放たれた。




　同時刻──ベドリュス大帝てい國こく、主力部隊はモレサンド合衆国の領土を侵しん攻こうしていた。

「オルタ卿きよう、このペースで進めば今週中に合衆国首都も陥かん落らくできます！」

「それでは遅おそい！　主力を集中させて三日以内に陥落させい！」

「ですが、これ以上主力を集中させますと、万が一の時に一いち網もう打だ尽じんにされる可能性が……」

「かまうものか！　人間に再度教えてやれ、我ら魔族の実力というものを……」

「オルタ卿！　すさまじい〈魔ス元ク素レ〉の圧力が迫せまっています。上空からこちらに！」

「なんじゃと!?　すぐに確認──」

　それが八大英えい雄ゆう、オルタの最さい期ごの言葉だった。

　次の瞬間、ベドリュス大帝國侵攻部隊主力は光の奔流に吞み込まれ、消しよう滅めつした。







「着ちやく弾だんを確認しました！　アルトスは正常に稼か働どう。目標は完全に消滅しました」

「成功です、陛下」

「うむ、よくぞ完成させたものだ」

　超ちよう長ちよう距きよ離り戦略熱波照射砲──ジュヴレーヌ王国が極秘裏のうちに建造を進めていた兵器である。

　これまでのあらゆる兵器を上回る長距離から目標を一方的に焼き払はらうことが可能な戦略兵器だ。その威い力りよくは都市一つを瞬しゆん時じに焼き払うほどとされており、実際に帝てい國こく軍の主力はなすすべなく消滅した。

「昨年極秘裏に我が国が入手した、ある材料をベースに戦略兵器へと転用させました」

　と、マゴン要塞内でエフィが、傍かたわらの国王に説明をする。

「材料の再調達は極きわめて困難であるため、量産が不可能という欠点があります。ですがこの欠点は利点にもなります。すなわち、他国がこの兵器と同じものを建造することは、極めて困難です」

「つまり、我がジュヴレーヌは、自国から動くことなく、大陸のあらゆる場所を一方的に砲ほう撃げき可能ということか」

「そのとおりです。バーガント史上、最大級のこの兵器ですが、便べん宜ぎ上じよう、アルトスと名付けました。我がジュヴレーヌ王国の建国王、アルトス一世の名をいただきました」

「いや、その名は気にいらんな。新しい時代を切り開く兵器の名に、古い時代の名をつけるのはふさわしくあるまい」

「さようですか。では陛下の名を賜たまわりまして、シャルム砲と名付けてはいかがでしょう」

「いや。これは、バーガント砲と名付ける。このバーガント大陸にはこれから新しい時代が訪れる。バーガント砲が良かろう」

「えぇ、素す晴ばらしい名だと思います。さすがは陛下」

「世辞はいい──さて、この素晴らしい、歴史的な瞬間に諸君も立ち会ってもらったわけだが、感想はいかがかな？」

　国王が振ふり返る。要塞内の一室、エフィと国王がいる部屋には、四よん脚きやくのイスが用意されていた。そのイスには四人の少女が座っている。その少女たちは鎖くさりによってイスに拘こう束そくされ、身動きがとれない状態となっていた。

　拘束されているのは、シャル、アリア、ティン、クロロの姉妹四人である。クロロが体を震ふるわせて逃にげようとしているが、頑がん丈じような鎖はびくともしなかった。

「やい、さっさと放しやがれ、なのです！　あたくし様にこんなことをして、タダではすまさねーのです！」

　イスの上でじたばたしながら必死に叫さけぶクロロ。隣となりの席に座るティンは無表情に、落ち着き払った態度で座っている。アリアはこんな状じよう況きようでも顔に微び笑しようを浮うかべている。シャルは、この状況でも不敵だった。

「ずいぶん立派な花火であるな。我が輩はいが大陸を征せい服ふくした暁あかつきには、祝しゆく砲ほう代わりにちょうどいいのである」

「こんな物ぶつ騒そうなもん作って、今度はお前が大陸を征服する気なのですか!?」

「征服か……そうだな、それもいいかもしれん。我がジュヴレーヌの名で大陸中を染め上げる──できるものならば、面おも白しろいかもしれん」

「いったい、お前の目的は何なのですか!?」

「人間は、一人では何もできない。だが二人集まれば戦争ができる。三人集まれば寝ね返がえりができる──争いこそが人間の本質だ」

「そんなのお前の勝手な理り屈くつなのです!?」

「世界は有限だ。あらゆるものには限りがある。故ゆえに人は争い、限られた資源を互たがいに奪うばい合う。これが世界の法則だ」

　国王が朗々とした声で語る。

「人よりも富が欲ほしい。人よりも名めい誉よが欲しい。人よりも地位が欲しい──欲望を原動力に人は争いあう。だからこそ、人はこれまで発展してきたのだ。三十年前、北方侵しん略りやく戦争で一時は大きな損害を受けながらも、我がジュヴレーヌは戦前以上の規模にまで発展した。争いを経験することで、人は進化を繰くり返してきた。ワシは、人が新たな高みへと到達するその瞬間をこの目で見たいのかもしれん」

　国王は、酷ひどくまじめな口調で告げた。

「ワシの目的は、人の進化だ」







「こいつは──ジュヴレーヌ国王め、とんでもないことをしでかしてくれたぞ」

　ジュヴレーヌ王国王都地下──モニカが珍めずらしく大きな声を出したので、全員がそちらヘと集まる。

「どうしたのですか、姉さん」

「こいつを見てみろ」

　モニカが操作をすると、目の前の魔導モニタに映像が写し出された。画面一いつ杯ぱいが黒く染まっている──いや、よく見れば、それは、画面一杯に黒こく煙えんが広がっているだけだった。

　映像の角度が変わった──どこかの平野部らしき屋外の映像。地面が大きくえぐれ、周囲を炎ほのおがかこみ、激しく燃え上がっていた。周辺地域を黒煙が包み込んでいる様子が確かく認にんできた。

「なんの映像ですか？」

「モレサンド合衆国からの映像だ──ここに再侵攻をかけた帝國軍の主力が、全ぜん滅めつしたという話だ」

「全滅？　いったいなにがあったのですか？」

「それを調べているところだが……ふむ？　どんなに強力な魔族でもこの破壊力はありえないな。《滅神咒具エスカトロイ》……いや、この威力は……」

「なんてことなの！　アルトスが完成してしまったの!?」

　大きな声が広間に響ひびく──全員が振り返ると、血の気のひいた顔をしたミュスカが立っていた。負傷して失神したミュスカはモニカの治ち療りよう後、ずっと意識を失ったままだったのである。

「ミュスカ卿、体はもう大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

「それよりもこっちの話よ」

　体に包帯を巻いたミュスカは、予想外に力強い足取りで魔導モニタに近づき、映像に顔を近づけた。

「なんてことなの……わたしはどれだけ気を失っていたのかしら？」

「ほんの二日ほどですが……」

「失態だわ……わたしは、アルトスの存在を知ったから……なのに、その情報を伝える前に失神してしまうなんて……」

「この女を助けたかいがあったようだな」

　と、モニカが唇くちびるをつり上げた。

「どうやらこの惨さん状じようについて、詳くわしい説明を聞けそうだ」

「そうね、手て遅おくれかも知れないけれど、わたしの知っている限りの情報は出すわ……けど、ごめんなさい。その前にお水をもらえる？　ノドが……」

　用意された水とともに、ミュスカは自前の胃薬を飲んだ。胃い炎えん持ちの彼女は薬が手放せないのだ。それで落ち着いたミュスカが語りはじめる。

「王国の南部、大陸最さい南なん端たんの岬みさきに古い砦とりでがあるわ。名前はマゴン要よう塞さい。あまり重要な施し設せつではないけれど、現在でも現役で使われている砦ね。この砦に去年から急に人が集められたらしいわ。集められたのは魔ま導どう工学の技師たち。それも極ごく秘ひ裏りに、ペルデ卿の命令でね」

「なるほど、時期は、魔ま獣じゆう事件の直後か」

「えぇ、そのようね。わたしも知ったのは最近だけど……ペルデ卿はそこでアルトスと呼ばれる兵器を技師たちに造らせたのよ。その兵器は、国境を越こえ、遠く離はなれた国の施設を大規模に攻こう撃げきすることができるとされていたわ」

「ふん、戦略兵器か……なるほどな、話が見えたぞ」

　モニカがうなずきながら端たん末まつを操作し、画面を切り替かえた。

「魔獣事件では、王都を超大型魔獣、『獰ド羅ラ嚙ゴ竜ン』が襲おそったはずだったな」

「えぇ、あれは兄さんが撃退したはずですが」

「超大型魔獣は、三十年前の北方侵略戦争でも暴れて、誰だれも倒たおすことができなかった危険な魔獣だ。それをシュンが倒した結果、ペルデの奴やつはドラゴンの屍し体たいを回収した。奴はその屍体をマゴン要塞とやらにまで運び、技師を呼び寄せ、兵器に転用させたわけだ」

「そんなことが、可能なのですか？」

「実際帝國軍の主力を壊かい滅めつさせているわけだから、可能なのだろう。ドラゴンの熱線は山脈すらも消し飛ばすほどの威力を持っていた。それを自由に発射できるとなれば、その価値は計りしれんな」

「ですが、ジュヴレーヌからモレサンド合衆国までどれだけ距離があると思っているのですか。ドラゴンの熱線でもそこまでは届かないはずです」

「動力源になる〈魔ス元ク素レ〉を大量に用意できれば、理論的には射程を好きなだけ伸のばせる──先日から王都周辺地域の〈魔ス元ク素レ〉供給が停止しているな。おそらく全すべての〈魔ス元ク素レ〉をこの要塞に送り込んでいるのだろう」

「書類に書いてあったことが本当なら、この兵器はバーガント大陸全土を射程に収めているらしいわ」

　と、ミュスカ。彼女は真しん剣けんな面おも持もちで一同の顔を見まわした。

「わたしは、つい先日、エフィ卿きようの部屋で偶ぐう然ぜんこのアルトスに関する書類を見つけたの。まぁ、盗ぬすみ見たわけだけど……エフィ卿の書類には、この兵器を抑よく止し力りよくにするとあったわ」

「抑止力？」

「ジュヴレーヌの言うことを聞かなければこの兵器で攻撃する。だから言うことを聞けということだ。現在のバーガント大陸の技術では、この兵器による攻撃を防ぐ手段はない。大陸中の国は、自国の国民を人ひと質じちに取られたも同然だ」

「そんな……信じられませんわ。お父様が、そんなことをするなんて」

「信じられなくても、事実は事実だ」

　冷れい酷こくな口調で続けるモニカ。

「ジュヴレーヌ国王とエフィという女がなにを考えているかはわからんが、少なくとも連中は王女殿でん下かに知られないように大量破壊兵器を作った。これは事実だ」

　青ざめた顔で口元を押さえるリュリシア。リリィ様、とアンジュが気き遣づかうようにリュリシアに寄り添そう。

「アンジュ……あなたはこの話を、知っていましたの？」

「いいえ、初耳です。わたし自身、驚おどろいています」

「ソフィー卿も？」

「もちろん初耳です──辺境のマゴン要塞とは、考えましたね。騎き士しの間では左さ遷せんの地ということで見向きもされない場所です。私も注意を払はらっていませんでした……いえ、エフィ卿が関かかわっていたのなら、気づかれぬよう、あえてマゴン要塞周辺の仕事を私たちに回さなかったのでしょうね、おそらく」

「お父様、どうしてこんなことを……」

　そうつぶやくリュリシアは、父親に裏切られたショックでかなり動どう揺ようした様子だった。

「さしあたって、国王連中がこの後どんな行動に出るかが問題だな──秘密兵器も、一度使ってしまえばその存在を隠かくし通すことはできん。ましてや、今回はモレサンド合衆国の領土を砲ほう撃げきしたわけだからな。世界中が原因を調査している。ジュヴレーヌがそこでどんな態度に出るか、見物だな」

「……そうですわ、少し通話させていただきますわよ」

　と、リュリシアが魔導端末を取り出した──が、すぐさま首をかしげた。

「圏けん外がい……」

「当然だ。お前がその端末を勝手に使えば、この場所が国王側に筒つつ抜ぬけとなる。予防策を張るのは当然だろう」

　モニカが胸の下で腕うでを組んだ。

「エルに──シャンミュニ皇国のエルミタージュ皇こう帝ていと会話させていただけませんこと」

「ふん？　よかろう。我たしの目の前で会話をするなら許可しよう。この場所を教えるようなことはしゃべるなよ」

「そんなことはしませんわ」

「こっちの端末を使え。これならこちらの居場所はわからん」

　と、モニカが別の魔導端末をリュリシアに渡わたした。リュリシアは親友の番号を端末にうちこんだ。呼び出し音が少し響いた後、相手は飛びつくような勢いで出た。

『ティンか!?』

「いいえ、わたくしですわよ、エル」

『その声、リリィか……今さらどの面つら下げて余を呼び出したのじゃ!?』

　端末の向こうから聞こえるエルの声からは、隠しようのない怒いかりがあふれていた。

『余のティンをいったいどうするつもりじゃ！　返答によっては、そなたが相手でもゆるさんぞ！　余は、同盟を破は棄きしてジュヴレーヌとの戦争も辞さない構えじゃ！』

「どういうことですの、エル。ティン卿が、どうしましたの？」

「この前の国王の演説を聴きいた限りでは、ティンのやつは国王側に捕ほ縛ばくされたのだろう」

「ティンがですか？　信じられませんね」

　と、モニカとソフィーがリュリシアの後ろで会話する。

「あの子を捕とらえられるほどの実力者が、今のジュヴレーヌにいるとは思えませんが」

「確かにティンの実力は我たしも認めるところだが、弱点はある。そうだな、仮に我たしが国王側の立場だったら、ティンと親しいエルミタージュ皇帝あたりを人質にしてティンを捕つかまえるな。ヴァントのクーデターのときもその戦法が有効だった」

「エル、ティン卿のことは、わたくしも知りませんでしたの。謝罪しますわ。わたくしは今、事情があって、ジュヴレーヌの政権から離れていますの。今ジュヴレーヌを動かしているのは、お父様ですわ」

『じゃろうな。ジュヴレーヌからの声明に、国王の署名はあるが、そなたの名はどこにもないからの……失態じゃな、リリィ。父親の暴走も制せい御ぎよできんのか』

　親友の言葉はとげとげしく、リュリシアにとっては耳の痛いものだった。

『余にわざわざ連れん絡らくしてきたのは、こちらの状じよう況きようを知りたいといったところかの？』

「えぇ、話が早くて助かりますわ」

『そんな悠ゆう長ちようなことを言ってられんぞ。ジュヴレーヌが一方的に帝てい國こく軍を攻撃したのじゃぞ。それも、史上類を見ない長ちよう距きよ離り砲ほう撃げきじゃ。バーガント砲などと、そなたの父親はご大層な名前をつけたようじゃな』

　バーガント砲──それがあの兵器の正式名なのか、とリュリシアは知った。

『領土を砲撃されたモレサンドはカンカンじゃ。アリア副大統領もティンと同様、ジュヴレーヌに捕縛されたようじゃからな。このままじゃと、モレサンドがジュヴレーヌと開戦しかねない流れじゃ』

「そんな……なんとかなりませんの？」

『もはや余の裁量だけではどうにもできんぞ。帝國軍主力が壊滅した後、そなたの父親が東部諸国一帯に通達を出してきおった──王国の無条件降こう伏ふく、その内容に同意するよう、要求してきおった』

　端末の向こうからなにか紙をめくるような音が聞こえる。

『ベドリュス大帝國は直ちに軍部と現政権を解体して全面降伏、降伏後、帝國の支配地域はジュヴレーヌ王国が直接統治する。この条件が受け入れられない場合はバーガント砲によるさらなる攻撃が続く──要点をまとめるとこんなところじゃな』

「そんな……ムチャクチャですわ」

『帝國軍が主力を失ったのは事実じゃが、連中とて全滅したわけではない。こんな無茶苦茶な要求、受け入れられるはずがないじゃろう。当然降伏などせずに帝國は戦争を続ける。戦争がこの先泥どろ沼ぬま化かする未来しか見えん！』

　エルの口調が怒りのためか、段々と荒あらくなっていく。

『ジュヴレーヌはいい。領土は大陸の南なん端たんじゃからな。帝國がそこに到とう達たつするまで時間がかかる。その間、ジュヴレーヌはバーガント砲とやらで一方的に攻撃できる。じゃが、帝國との最前線に当たる他の東部諸国は大あわてじゃ！　じゃというのに、そなたの父親は、この降伏案に賛同しない国は帝國の支し援えん国家と見なすと脅おどしをかけてきたのじゃぞ！』

　リュリシアは息を吞のんだ。事態は、リュリシアが思っていた以上に切せつ迫ぱくしていた。

「これは、想像以上の展開になっていますね」

「むしろ遅おそすぎるくらいだ。国王も、さっさと本ほん性しようを出してくれていれば、我たしも仇かたきが誰かで無む駄だ足あしを踏ふむこともなかったのだがな」

「エル、お願いですわ。お父様のことは、わたくしがこの身に代えてでも、止めてみせますわ。だから早まったことはしないよう、東部諸国に伝えていただけませんこと？」

『リリィ。そなたは余の友人じゃ。だからそなたのことは今でも信しん頼らいしておる……じゃが、ことはもはや余やそなた個人の力では収まらんぞ。ここだけの話じゃが──余のところに合衆国や連れん邦ぽうからの大使がさっき来たばかりじゃ。対帝國同盟を解体して、対ジュヴレーヌ同盟を結成しようと余に持ちかけてきおった。このままでは冗じよう談だん抜ぬきで、大陸中の国がジュヴレーヌに攻せめ込むことになるぞ！』

「そんな……」

『余も、そんなことはしとうない。そなたは友人じゃからな。じゃが、余も皇帝として、時には苦く渋じゆうの決断をせねばならんことがある……数日程度なら、余の力で諸国をなだめることもできる。じゃがその間にジュヴレーヌの体制が変化せねば、余はジュヴレーヌとの国境を侵おかさねばならなくなるじゃろう』

　エルとの通話が切断された。リュリシアは、いっそう青ざめた表情でその場に立ちつくしていた。

「どうやら、雌し伏ふくの時は終わったようだな」

「えぇ、これ以上隠れていては、手て遅おくれになります──そのマゴン要よう塞さいにあるというバーガント砲を破は壊かいしましょう。あれはさらなる争いの火種にしかなりません」

「えぇ、わたくしも覚かく悟ごを決めましたわ。お父様を止めないと。それこそ、どんな手段を使ってでも……ソフィー卿。わたくしに力を貸してもらえますかしら？」

「無論です」

　リュリシアとソフィーの視線が重なり、互たがいにうなずきあった。

「さしあたっての目的は同じようだ──ならば我たしも協力しよう」

　モニカが告げる。ヴィオとシラーはその後ろに座り込んでいるが、この二人は放ほうっておいてもモニカについてくるだろう。

「マゴン要塞への道なら案内できるわ」

　と、ミュスカ。

「王都から行くとなると、車が必要よ」

「王都内数ヶ所に他人名義で買った車を隠してある。それを使えば問題なかろう」

「準備がいいわね」

「当然だ。我たしは常にあらゆる事態を想定して準備を進めているからな──ちなみに、お前のその腹の傷をふさいでやったのも我たしだ。少しは感謝しろ」

「そうだったの、ありがとう……あなた、ソフィー卿たちのお姉さんよね？　やっぱり優ゆう秀しゆうなのね」

「我たしに言わせれば、我たしたち以外の人間がたいしたことないだけだ」

　──そして地上へと移動することになった一行だが、その途と中ちゆう。

「待て、ソフィー」

　ソフィーはモニカに呼び止められた。振ふりかえると、ヴィオとシラーを従え、杖つえをつきながら歩く姉の姿があった。

「なんでしょうか？」

「今のうちに確認しておく必要がある──お前は、我たしの味方か、ソフィー」

「どういう意味でしょう？」

「察しの悪いヴィオと違ちがってお前は優秀だ。我たしの言わんとすることはわかるだろう」

「あれ？　モニ姉ねぇ、あたしのこと今バカにした？」

「バカにはしてない。バカだと思ってるだけだ」

「ひどっ!?　あたしだってこれでも……」

「シラー。ヴィオを黙だまらせておけ」

「…………」

　無言でシラーがヴィオの口元を背後から押さえた。むぐー、っとくぐもった悲鳴を上げるヴィオ。必死に暴れるが、腕わん力りよくではシラーの方が上なので逃にげられない。というか、だんだんヴィオの顔が赤くなってきた……あれ、口と鼻をシラーが押さえているせいで呼吸ができていないような……ま、いいか。

「お前ならわかっているだろう──正直なところ、ジュヴレーヌが世界を征せい服ふくしようと、そのせいで世界中と戦争になろうと、我たしにはどうでもいいことだ。だが、国王が全すべての黒幕だと判明した以上、奴やつの陰いん謀ぼうを砕くだいてやるのは悪くない。だから王女殿でん下かと協力することもやぶさかではない」

　モニカが冷たい眼まな差ざしでソフィーの顔をのぞき込む。その眼めは、ソフィーの真意を見み透すかすかのような輝かがやきを放っていた。

「王女殿下は、父親の陰謀を阻そ止しする気だ──だが我たしは違う。我たしは国王を、殺す。それが本来の我たしの目的だからな」

　国王が本当にソフィーたち両親の仇だというならば、モニカの行動は当然だった。

「王女にはそこまでの覚悟はあるまい。国王を殺せば、我たしたちは王女の父の仇となる。そうなれば王女との協力関係は決けつ裂れつだ──ソフィー。お前はどちらにつく？　我たしに味方するか、それとも王女につくか？」

「それは……」

「土ど壇たん場ばでもめるのはゴメンだからな、今のうちにはっきりさせておこう。お前は、どちらにつくのだ？」

　ソフィーは、わずかに逡しゆん巡じゆんした。ソフィーにとって重大な選せん択たくだ。どちらを選ぼうと、後味の悪い結果になるだろう。

　だがこの数日、その問題をソフィー自身、考えていなかったわけではない。そしてソフィーなりに考え結論づけていた。

　ソフィーは、自分の考えを口にする。

「私は……」








第二章　親友と上司とメイド









「うっ……こ、ここは……」

　シュンがゆっくりとまぶたを開けると、まぶしいくらいの光が眼に入ってきて反射的に眼を細めた。全身が酷ひどくけだるい。手足を持ち上げることすらおっくうだ。口の中はカラカラに乾かわいている。胃の中は空っぽで猛もう烈れつな空腹感がこみ上げてきた。

　シュンは床ゆかに手をつき、ゆっくりと体を起こした。ブルリ、と体が震ふるえる。全身が重く、冷え切っていた。周囲を見回すと、そこはどこかの屋内だった。かなり大きな部屋だが、部屋一いつ杯ぱいに金属製の棚たなが設置され、棚には大小様々な大きさの箱がぎっちりと詰つめ込まれていた。パッと見たところ、なにかの倉庫のような場所らしかった。

　棚と棚の間は人一人が通れるくらいの隙すき間ましかない。その隙間で毛布にくるまってシュンは今まで眠ねむっていたらしかった。

「なんで、こんなところにいるの……」

　寝ね起おきのせいか、頭がはっきりしない。そのせいかなにも思い出せない。

　立ち上がろうとしたが、手足に力が入らず、ドテッとその場に倒たおれてしまった──ひどくお腹なかがすいて、体が全然動かない……

「なにか……食べるもの……」

　空腹もヒドイがのども渇かわいた。舌がひからびてしまいそうで、声もかすれている。シュンは床をはうようにして移動する、が、少し動いただけで息が切れてしまった。完全に体力が尽つきてしまっている。食事をしたい、せめて水を飲みたい。飢うえと渇きが限界に近い。

　シュンが苦く悶もんの声を漏もらしてうなっていると──バタッ、扉とびらの開く音が聞こえた。同時に、誰だれかが室内に入ってきた。気配からすると一人。その人物はだんだんとシュンのいる場所に近づいてくる。いったい誰が……

「……おい、シュン、大だい丈じよう夫ぶか!?　しっかりしろ！」

　と、その人物はシュンの名前を呼びながら抱だき起こしてくれた。その声には聞き覚えがある。

「ブイ？　なんでここに……もしかしてここは天国で、ブイはそのお迎むかえ？」

「んなわけあるか、お前、王宮の庭で死にかけてたんだぞ！　とりあえずここに運び込んだんだけど、意識が戻もどらねぇから心配したぜ。医者に診みせるわけにもいかねーしよ。けどよかったぜ、意識が戻って、本当に」

　ケホッと、咳せき込むシュンの背中をブイがなでる。

「おい、ホントに大丈夫かよ？」

「水と、なにか食べ物……」

「なんだ、腹減ってるのか？　よし、任せておけ」

　と、ブイは近くの棚に並べられた箱を引っ張り出し、中身を取り出して床に並べた。

「野戦食がたっぷりある。こっちには飲料水もあるから、好きなだけ食え」

　ブイが差し出してくれたのは、なにかの乾かん燥そうした穀物を棒状に固めたものだった。空腹に突つき動かされてかじってみる。ザクッと、軽い食感。穀物の間に乾燥させた果くだ物ものが入っていて、食感のアクセントになっている。嚙かんでいると甘みが口の中に広がっていくが、細かい味なんて関係なかった。飢えにまかせ、むさぼるように食べるシュン。

「うっ、ゲホッ」

「慌あわてて食うからだ。ゆっくり水を飲め。落ち着いて食えよ、こっちには缶かん詰づめもあるぞ。俺も何度も食ったけど、かなり美う味まいぜ。ジュヴレーヌの飯は、外国と比べてもだいぶ美味いぞ」

　水を飲んでのどを潤うるおし、他の食料もがっつくように食べていくシュン。ブイはそんなシュンを満足そうに見つめながら、これまでの事情を語ってくれた。

「いや、びっくりしたぜ。王宮の中庭を歩いていたら、物もの陰かげでお前さんを偶ぐう然ぜん見つけたんだ。お前、地面の上にゲロ吐はいて、その上で気絶してたんだぞ。なにがあったんだよ」

　シュンはそこで、バルコニー上で国王と会い、毒入りのお茶を飲んだことを思い出した。

「ボクってさ、子供の頃ころは山奥で暮らしてたんだ。それこそ、山を二、三個こえないと他人がいないっていうくらいの田舎いなかにね」

「それはもう、田舎というより陸りくの孤こ島とうだな……で、それがどうした？」

「そんな場所だから当然山の中で遊ぶしかなかったわけだけど、子供だったからお腹が減ると、山の中で見つけたキレイな木の実とかキノコとか、なんでも食べちゃうんだよね……で、中には動物は食べても平気だけど人間には毒の奴とかあってさ、そういうのも食べちゃったことが何度もあるんだ」

「おいおい、大丈夫かよ」

「全然大丈夫じゃなかったけど、家族に腕うでのいいお医者さんがいたからだいたいすぐに治ったよ──そうこうしているうちに、ボクって毒に対する免めん疫えき？　抵てい抗こう力みたいのが強くなったらしいんだ。あと、食べたものに毒があるってわかったら、反射的に吐き出すクセもついたんだよね──たぶん、そうやってすぐに吐き出したから、ボクはまだ生きてるんだと思う」

「よくわからねぇけど……ま、お前さんが無事なら良かったよ、うん、オレはそれだけで充じゆう分ぶんだ」

「そういえば、なんでブイが王宮にいたの？　それにここはどこ？」

「あぁ、戦争が終わって帰ってきてさ、オレこれでも戦争でそこそこ活かつ躍やくしたってことで、王宮周辺の警備に配属されたんだ」

「へぇ、すごいじゃない」

「まぁな」

　得意げに胸を張るブイ──だが、騎き士し学園を予定より早く卒業したヒヨッコ騎士のブイが簡単に活躍できるほど戦場は甘くない。ブイ自身はほとんど何もしていないが、ブイの周囲の仲間、特にブイの上司が特に優ゆう秀しゆうな騎士だったおかげで、部隊単位で評価された結果、ブイも新米騎士から少しだけ出世することができたのだった。

「そんでここは騎士の装備品とかの保管庫だ。オレ、ここの管理を任されてるんだ。普ふ段だんはオレ以外こないから、お前さんを隠かくすのにちょうど良かったって寸法さ」

　と、そこでブイが表情を引き締しめた。

「で、シュン。なにがあったんだよ。上の方から、お前さんを捕つかまえろって国中の騎士に命令が出たんだぜ」

「そうなんだ……でも、ブイに捕まるなら、悪くない結末かな」

「バカ、冗じよう談だんでもそんなこと言うなよ！　オレがお前さんを売り飛ばすわけねぇだろ！　偶然最初に見つけたのがオレで、お前ついてるぜ。搬はん出しゆつの荷物に紛まぎれてお前さんをここに運び出した直後、王宮で謎なぞの爆ばく発はつとかがあったって、上の連中はてんやわんやになってるんだぜ」

「爆発？　なんで？」

「オレも原因は知らねぇ。オレの上司は、なんかこの国で大きな問題が進行しているとか難しい顔してたけどな……で、この後お前さん、どうすんだよ」

「そうだね……」

　シュンは食事をしたことでようやく体に力が戻ってくるのを感じていた。そして思考する余よ裕ゆうも生まれてくる。

「……《凱旋門兜ドウリオンフ》」

　小声でその名を口にしてみるが──なんの反応もない。国王に《凱旋門兜ドウリオンフ》を奪うばわれたのは間ま違ちがいない事実のようだ。国王はあの時、シュンを本気で殺すつもりだった。なぜこの国で一番偉えらい人がシュンを殺すのか、理由がわからない……

「そういや、オレ等の同期のソフィー卿きようっていたじゃん？」

「うん？」

「ソフィー卿ってさ、〈魔王コシユマル〉の子供だったらしいぜ、知ってたか？」

「ぶっ!?」

　知ってるもなにも、それはシュンたちにとって、最大の秘密だ!?

「な、なんでそんなこと知ってるの？」

「いや、国王陛下がそう演説したからな、おかげで世界中が大混乱らしいぜ。ソフィー卿だけじゃなくて、剣けん聖せいのティン卿とか、合衆国のアリア副大統領とか、そのあたりのがみんなみんな〈魔王コシユマル〉の子供だったらしいぜ。いやぁ、ビックリしたけど、〈魔王コシユマル〉の子供ってみんな美人ばっかだよな」

　なぜ国王がそんなことを知っているのか……いや、理由はどうでもいい。その事実を知られて、しかもブイまで知っているとなると……もはやこのバーガントに、シュンたちの居場所はないのかもしれない。

「……リュリシア王女殿でん下かって、今どうしてる？」

「あぁ、それなんだけどさ、即そく位い式しきが急に中止になって以来、人前に出てこないんだよな。騎士団への命令は全部国王陛下とエフィ卿から出てる。ウワサじゃ、王宮の崩ほう落らくに巻き込まれたって言われてるけど、オレの立場じゃくわしいことはわかんね」

　ブイのおかげで現在の状じよう況きようがだいぶ見えてきた。

「ねぇ、ブイ」

「なんだよ、変な顔をして」

「あのさ……そのソフィー卿がボクの妹だって言ったら、ブイどうする？」

「ん？　なんの話だよ？　冗談にしちゃつまらねぇな」

「ボク割と本気だし、正気だよ」

「いや、でも待てよ……ソフィー卿が妹なら、他にだって……」

「うん、〈魔王コシユマル〉の子供っていうのは、全員ボクの姉か妹」

「え？　いや、でも……お前って、〈天聖騎士エヴアンジル〉の子供じゃなかったっけ……」

「だから、〈魔王コシユマル〉はボクのお母さん。〈天聖騎士エヴアンジル〉はお父さん」

　ブイが、アングリと口を開け、わかりやすく驚おどろきを表現していた。

「やっぱり驚いた？」

「そりゃ驚くっていうか、正直信じられねぇ……」

「う～ん……じゃ、証しよう拠こ」

　シュンは、持っていた魔導端たん末まつを立ち上げた。以前ソフィーたちと一いつ緒しよにとった集合写真のデータが入っているので、ブイに見せてあげる。

「どう？　これなら信じた？」

「…………おい、シュン」

　ブイが、ひどくマジメな顔になってシュンに顔を近づけてくる。怒おこっている？　まぁ当然といえば当然の反応だけど……

「どうして……どうしてもっと早く教えてくれなかったんだよぉぉぉぉ!!」

　と、歯がみするブイ。なんだか、シュンが思っていた反応と少し違った。

「ソフィー卿がお前の妹だってわかってりゃ、オレもっと仲良くなれたんじゃね？　剣けん聖せいとかアリアとか、超ちよう有名人じゃん！　お前に頼たのめばサインとかもらえたわけだろ？　くっそ、もっと早く知りたかったぁぁぁぁぁ」

「怒ってないの？」

「悔くやしいけど、怒るわけねぇだろ。そんなこと他人に簡単に教えられねぇよ。そういやお前さん、前に、なんか家族関係が複雑とか言ってたけど、こういう事情だったのかよ、そりゃ話せねぇよな」

　ブイは腕を組んで首をひねった。

「あれ？　でもお前さんがソフィー卿の兄弟だとは、国王陛下も言ってなかったぜ。言ってたらさすがのオレも気づいたはずだし」

「そうなの？」

　国王がシュンの命を狙ねらってきた以上、てっきりそのあたりのことも知られていると思ったが、なぜか公表されていないようだ。

「ともあれ、そんな事情じゃ、ここにいるのはマズイな。あまり人が来ない倉庫だけど、さすがにずっとここにいたらそのうちバレるだろうしな……よぉ、シュン。いっそオレの田舎にでも行くか？」

　と、ブイが提案してくる。

「王都から遠く離はなれた田舎だけど、あそこに隠れればそう簡単に見つからねぇだろ。兄貴とかに事情を説明すれば、匿かくまってくれるはずだ」

「ブイ……なんでそこまでしてボクを助けてくれるの？」

「オレたちは親友だろ？　親友を助ける理由なんて、一つしかねぇよ」

「理由って？」

「親友だからだよ、決まってるだろ」

　少し照れたように鼻をこするブイ。シュンは、ブイと親友になれて本当によかったと心から思った。

「ありがとうブイ……けど、ボクにはやらないといけないことがあるから、今は逃にげるわけにはいかないんだ」

「やらなきゃいけないこと？」

「ソフィーやリュリシアさんと合流しないと」

「さっきも言ったけど、リュリシア王女殿下は行方ゆくえ不明だぜ。ソフィー卿も、今国中の騎士が血ち眼まなこで探しているぜ」

「なら尚なお更さらだよ。ソフィーがまだ捕まっていないなら、たぶんリュリシアさんと一緒にいるよ。ティンとかアリア姉さんがどうなったかは知らない？」

「くわしくは知らねぇけど、国王陛下の命令で逮たい捕ほしたって、ウワサは流れてるな。国際裁判にかけて処しよ刑けいするってウワサだけど……」

「なら捕まっているみんなを助けないと──ブイ、助けてくれてありがとう。この恩は一生忘れないよ」

　シュンは棚たなに手をつきながら立ち上がった。まだ少しだけ脚あしはふらつくが、食しよく糧りようを補給したおかげか、なんとか自力で動くことができるまでに回復していた。

「今言ったとおり、ボクは姉し妹まい──ボクの家族を助けるために行動する。これ以上ボクに関かかわったら、ブイの立場がマズくなると思うから、ボクはもう行くよ。あと、言うのが遅おそくなったけど、騎き士しに叙じよ任にんされておめでとう」

「オレたちの代は全員騎士になれたんだぜ。自じ慢まんにもならねぇ。おまけにお前さんはもう上級騎士じゃないか」

「ん～、こんな状況だからボク、たぶん騎士クビになってるよ。それにブイ、王都に配属されたならそれ出世コースじゃない。ボクの分もがんばって出世してね」

　アイサツをして出て行こうとするシュン。が、その肩かたをブイがつかんだ。

「待てって……行くアテはあるのかよ？」

「……ないけど、ブイにこれ以上迷めい惑わくは……」

「バーカ、乗りかかった船って奴やつだ。それにアテがないなら、ますますオレの助けが必要なんじゃねーか？」

「ブイにはアテがあるの？」

「ない、こともないかな」

　思わせぶりなことを言うブイ。

「いや、まぁはっきり言ってオレなんて新米のヒヨッコ騎士だけどさ、オレの今の上司、レニエ卿っていうんだけど、この人に頼めばなんか力になってくれるかも」

　レニエ──聞いたことのない名前だ。たぶん、シュンの知らない騎士だ。

「どんな人なの？」

「あぁ、オレなんかと違ってすっげー頭がよくて、美人で、ちょー強くて、おまけに美人で、しかも部下思いで優やさしくて、さらに美人で、この前もオレにメシ奢おごってくれたし悩なやみにも相談乗ってくれるし、しかも美人なんだぜ！」

「……もしかしてブイ、その人のことが好きなの？」

「あれっ？　わかっちゃった？　いやぁ、不思議だな、なんでわかったんだ？」

　それだけ不自然なくらい美人って連呼していれば、いくら察しの悪いシュンでも気づくというものだ。

「とにかく、その人ならオレなんかより頭もいいし、王国内の事情も詳くわしいから、相談すればきっといい考えを教えてくれるぜ！」

「えっと……忘れてるかもしれないけど、ボク、他の騎士に見つかったら捕まるんだけど？」

「オレが事情を説明すれば大だい丈じよう夫ぶだって、自分で言うのも何だけど、オレけっこうかわいがられているから」

「そうなの？　じゃ、もしかしてその上司さんといい関係なの？」

　シュンの何気ない疑問に、だがブイは見み栄えを張って答えた。

「いい関係もなにも、なんていうの？　深い関係ってやつ？」

「へぇ。上司ってことは、年上の人だよね？　ブイって年下が好きじゃなかったっけ？」

「あぁ、確かに学園時代のオレは何もわかっていなかった……オレ、実はけっこう年上受けするタイプだったんだ。だから学園にいたよーなガキっぽい女どもじゃ、オレの魅み力りよくに気づかなかったのさ……今ならシュン、お前に負けないくらい女にもてるぜ、オレは」

　と、すごい自信で語るブイ。シュンはそんな親友を前にして、素す直なおに感心した。

「へぇ……ってことは、その上司さんと両りよう想おもいってこと？」

「両想いっつーかなんつーか、なんてーの？　もうベタ惚ぼれ？　みたいな感じ？　結けつ婚こんを前提としたおつきあいをしているみたいな？」

「よかったじゃない、ブイ。おめでとう。心から祝福するよ」

「おう、ありがとうよ──まぁそんな感じの人だから、オレが頼めばたいがいのことはなんとかしてくれるって寸法よ！　優しい人だし、お前さんが困ってるって事情を説明すれば絶対助けてくれるって」

　シュン自身にアテがないのは事実なので、親友がそれほど信しん頼らいしている人になら頼たよってみてもいいかな、とシュンも考えた。

　ただシュンは忘れていた──自分の親友が、とんでもないお調子者な性格だったことを。







「──で、なんでボク出合い頭がしらに拘こう束そくされているの？」

「すまん」

　倉庫でブイと会話して、しばらく後のことである。

　とりあえずシュンはブイの案内でその上司と会うことにした。ブイが用意してくれたフード付きの上着を頭からかぶって隠かくれていた倉庫から出た。ブイの案内で移動したが、ブイの職場ということで、ブイは道をよく知っていた。他人とほとんどすれ違うことなく移動できたので、シュンの存在を怪あやしまれることもなかった。

　そしてブイの上司だというレニエのいる部屋に案内された。所長室、と扉とびらに書かれた部屋だった。個室をわざわざ用意されているということは、レニエはかなり偉えらい立場なのだろう。

　室内にいたレニエは、なるほど、ブイの説明通り、かなりの美人だった。身長はシュンと同じか、少し高いくらい。すらりと細身のスタイルに男物の騎士の制服を着ている。男装の麗れい人じんという感じでかっこいいと思った。

　レニエは最初、ブイが連れてきたシュンの存在に怪け訝げんな表情を浮うかべた。だが、フードの奥のシュンの顔を確かく認にんした後の行動は速かった。

　レニエは室内に設置されていた机をいきなり蹴けり飛ばしたのである。木製の重そうな机がバンッと跳はね上がり、シュンめがけて飛んできた。シュンが慌あわてて回かい避ひした時には、目の前にレニエはいなかった。ハッとしてクビを動かすと、レニエが壁かべと天てん井じようを足場に一いつ瞬しゆんのうちに移動し、シュンの背後に降り立つのがギリギリ見えた。

　そして次の瞬間、背後のレニエの手でシュンの体は床ゆかに倒たおされ、その背中にレニエは足をのせた。クエッと、肺の中の空気が押し出される。

「本当に、あなたにはいつも驚おどろかされますね、ブイ卿きよう。もちろん悪い意味でですが」

　シュンの背中に立つレニエが部下に声をかける。ブイは、ははっ、と笑う。

「シュナブラン卿ですね？　初めまして。ぼくの名はレニエ・フィーネ・キュリス。上級騎士です。あなたとは前々からお会いしたいと思っていました。残念ですよ、こんな形で会うことになろうとは。あなたには、国王陛下直じき々じきに捕ほ縛ばく命令が出ています」

　背中からレニエの声が聞こえる。シュンは床に倒れたまま起き上がろうとした──が、なぜか起き上がれない。レニエは長身だがやせているのでそれほど重くはないはずだ。そもそも騎士の力なら、人間が数人くらい背中にのっていてもはねのけることができる。なのに、背中にレニエ一人がのっているだけで、シュンはほとんど身動きできなかった。というか、体に力が入らない。いったいどういう仕組みなのだろう？

「レニエ卿、やめてください、そいつ、オレの親友なんすよ！」

　と、ブイが慌ててレニエに声をかけてきた。が──次の瞬間、なぜかブイもシュンの横の床に倒され、レニエに背中を踏ふまれ、ブイも身動きがとれなくなっていた。

「ブイ卿。どうやらシュナブラン卿を逮捕してここに連れてきた訳ではないようですね……事情を聞かせてもらいましょうか」

「いや、話せば長くなるんすけど、いろいろとあって……」

「手短に説明しなさい」

　そこで思わずシュンは叫さけんだ。

「ブイは関係ないんです！　ボクがここに連れてきてくれって頼たのんだんです！」

「おい、シュン、なに言ってるんだ。オレが連れてきたんじゃねぇか」

「違ちがうんです、ボクがブイを脅おどしてここに案内させて……いたたたたた！」

　背中のレニエが脚に力を入れると、なぜか全身に激痛が走った。どういう仕組みかはわからないが、シュンたちの動きは完全にレニエに束そく縛ばくされていた……けど、こんな美人に踏まれて身動きとれない状じよう況きよう、人によっては興奮する場面かもしれない。いや、シュン自身はそんな特とく殊しゆな趣しゆ味みは持ちあわせていないけど。

「あなたたち──とにかく事情を説明してもらいましょうか、一いつ切さい合切を包つつみ隠さず」

　穏おだやかだが、有う無むを言わさぬ口調である。年上の美女にそう詰つめ寄られると、シュンは隠し事ができない。それは主に子供の頃ころからモニカとかシャルとか一部の姉にそうしつけられた影えい響きようである。

　そんなわけで、シュンはレニエにこれまでの状況──王宮で倒れていたところをブイに助けられ、ブイのすすめでレニエに会いに来たという状況を全部説明した。

「なるほど、そういうことですか。事情は理解しました。とりあえず……」

　ギュムッ

「いたたたたたたたたたたた!!」

　レニエはなぜか、ブイの体を踏む脚に力を入れた。床の上でブイが苦痛にのたうつが、背中を押さえられ、どこにも逃げようがない。

「ブイ卿。なにか申し開くことは？」

「そんなものないっす！」

　痛みで歯を食いしばりながら、それでもブイはきっぱりと言いはなった。

「シュンはオレの親友で、オレは親友を信頼してます！　捕縛命令だってなにかの間違いです！　だからオレは、自分の行動が間違っていたなんて思いません！」

「ブイ……」

　シュンは、思わず目頭が熱くなった。この状況でそんな台詞せりふを言ってくれるなんて、ブイこそシュンの真の親友だ。男の中の男だ。

「そんなことはどうでもいいです」

「いたたたたたたたたたたたたた！」

　レニエが脚あしにさらに力を込こめる。ブイの顔が苦く悶もんに歪ゆがんだ。

「ぼくが、あなたにベタ惚れで結婚を前提とした深い関係であなたをかわいがってあげている上司のレニエです──なにか申し開くことは？」

「いや、それは言葉のアヤっていうやつで、その……でもだいたい真実イダダダダダダダダダダダダダ、ギブギブギブギブギブごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい調子乗りました痛い人間の関節はそっちに曲がらなグギャァァァァァァァァァァァ！」

　ブイが、人間のものとは思えないレベルの悲鳴を上げた後、床の上でぐったりとして動かなくなった。

「ブイ卿の世よ迷まい言は置いておいて、これがボクらの正しい上下関係ですので勘かん違ちがいしないでください」

　シュンは、ガクガクうなずいた。目の前に白目を剝むいて失神している友人がいるのだ。うなずく以外にシュンに選せん択たく肢しはない。

「けっこう。では失礼」

　失神したブイはとりあえず放置し、レニエがシュンの背中に体重をかけてきた。自分もブイと同じ目にあうのか──そう覚かく悟ごしたが、少し違った。

　レニエはシュンの背中に座り込むと、さわさわ、とシュンの服の中に手を入れてきた。

「な、なにをするんです、ふっ、くふっ、く、くすぐったい！」

「言っておきますが、下手に抵てい抗こうをしてもムダですよ。武器を隠し持っていないかどうか、身体検査をさせてもらいます」

「く、くすぐったいです、やめてぇ！」

　思わずシュンの口から悲鳴が漏もれる。抵抗できないまま全身をくまなくレニエの指がはい回っていくのは、言葉にできない感覚だった。なんだか、新しい趣味に目覚めてしまいそう……けど、何となく違い和わ感があった。レニエの左手は繊せん細さいにシュンの体を探さぐっていくが、右手はなんだか冷たくて固く、無骨な触しよつ感かんだ。この人は左利きなのかな、などと場違いなことを考えるシュン。

「……武器はないようですが、端たん末まつは没ぼつ収しゆうさせてもらいます」

　と、シュンの魔ま導どう端末をとられてしまった。うぅ、とうめくシュン。

「あの、その端末、すごく大切なものなんです。ボクの大切な人からもらった……絶対に使わないから、返してもらえません？」

「あいにく、初対面のあなたをそこまで信用はできません」

　冷たい返事だった。レニエの立場を考えれば仕方ないかもしれないが、残念だ。

　レニエはそこで立ち上がった。ようやくシュンの体が解放され、立ち上がることができた。ちなみにブイはまだ失神している。

「いいんですか、ボクを自由にして」

「逃にげたければどうぞ。あなたが扉にたどり着く前にぼくが拘束しますから。反はん撃げきするなら、それこそ返り討ちですね」

　ニコリともせずにレニエが告げ、腰こしに差した騎き士し剣けんを叩たたく。実際レニエの腕うではかなりのものだ。先ほどは、多少の油断があったとはいえ、これまで様々な激戦をくぐり抜ぬけてきたシュンをなすすべなく床に拘束したほどの実力者である。ただ、この人の戦い方は誰だれかと似ている気が……

「あなたの事情は聞きました。あなたの捕縛命令は確かに届いていますが、あなたの罪状がなんであるかの説明がありませんでした。正直、なぜこんな命令が出されたのか、ぼくには疑問です。ですが、ボクはジュヴレーヌの騎士。命令がある以上、それには従わねばなりません──ぼくの言いたいことは、わかりますね？」

「はい……ボクを逮たい捕ほするってことですね」

「ぼくを頼たよってきた人を拘束するのは心苦しいのですがね」

「いえ、騎士ならそうですよね。ボクも、ムチャを言ってすいません」

　素す直なおにうなずくシュン。もともとブイの提案がムチャだったのだ。ただシュンも、このまま大人しくレニエに捕つかまるわけにはいかない。

「あの……せめて、ボクの姉妹きようだいがどこにいるか教えてもらえませんか？」

「姉妹とは？」

「ソフィー卿です」

「……と、いうことは、あなたも〈魔王コシユマル〉の子供？」

「不ふ肖しようの息子むすこです」

　さすがのレニエも驚いた様子だった。

「そうですか。なるほど、それが捕縛命令の理由ですね……興味本位で聞くのですが、あなたたちは何が目的でこの国の騎士になったのですか？」

「世界を平和にしたかったからです。具体的には、人間と魔族が共存できる世界を作りたかったからです」

「それはつまり、あなたがたが世界を支配しようとしていた、と解かい釈しやくすればいいのですか？」

「そんなつもりはありません」

「ですがあなたとその姉妹は、人間と魔族、双そう方ほうの陣じん営えいに属して、戦争をムダに激化させたのではありませんか」

「違います、ちょっとした行き違いで戦争になってしまったけれど、ボクらは最小限の被ひ害がいで戦争を終わらせたかったんです。リュリシア王女殿でん下かも、ボクらに賛同してくれていました！」

「そうですか……そんな世界が作れたら、それはきっと素す晴ばらしいことなのでしょうね。心からそう思いますよ」

　レニエが感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやいた。

「あなたの質問への答えですが──ソフィー卿の居場所はわかりません。彼女への捕縛命令も出ているので、おそらく王国騎士団も彼女の所在をつかんでいません。ただ、同どう僚りようの話では、他のあなたの姉妹たち──剣けん聖せいティン卿、モレサンドのアリア副大統領、ヴィジョンのクロロ、帝てい國こくのシャルドネ卿、この四人は捕縛されたそうです。現在の居場所まではボクも知りませんが」

　やはり何人かは拘こう束そくされていたか、とうめくシュン。

「これは事実かどうかはわかりませんが──あの即そく位い式しきが予定されていたあの日以降、リュリシア王女殿下が行方ゆくえ不明だそうです。表おもて沙ざ汰たにはなっていませんが、人前に全く姿を見せず、かわりに国王陛下が現在のジュヴレーヌを動かしています」

　ソフィーがまだ捕まっていないというのは朗報だった。そしてリュリシアがいないということは、たぶんだが、二人が一いつ緒しよに行動している証しよう拠こだろう。国王はシュンたちの敵だが、リュリシアはまだ味方でいてくれているのだ！

　さて、レニエのおかげで貴重な情報を入手できた。シュンのとるべき選択肢は二つ。

　一つはこのまま捕まる。シュンが捕まった場合、すでに捕まっているというシャルたちと合流できる可能性がある。合流してどうすればいいかはわからないが、シャルやクロロならきっと事態を打開する策を考えてくれるだろう。

　もう一つは、ここでレニエの手をなんとか逃のがれて、行方不明のソフィーたちを探して合流。その後シャルたちを助けに行く選択肢。こちらは、ソフィーの居場所がわからないというのが問題だ。

　ただ、こういった事態に備えた隠かくれ家は前々から用意してあるので、そこに隠れている可能性は高い。それに、シュンが無事でいることをソフィーたちに知らせることさえできれば、向こうから連れん絡らくがあるはずだ。いったいどちらの選択肢がいいのか。

　シュンがそんなことを考えていると──バタバタ──部屋の外から荒あら々あらしい足音。複数の人間がこちらへやってくる気配も感じる。

「もう来ましたか、存外に早い」

　レニエがそう呟く──レニエが他の騎士に連絡をして、シュンを捕まえるためにきたのだろう。マズイ、悩なやんでいるうちに逃げ場がなくなった!?

　いや、相手を出で迎むかえるためだろう、レニエが部屋の入り口へと移動した。レニエの注意が一いつ瞬しゆんシュンから離はなれる。シュンが武器を持っていないからと、レニエも多少油断しているのだろう。ちなみにブイはまだ失神している。

　シュンは瞬時に判断すると、全力で駆けだした。目標は背後にあった窓だ。扉とびら以外で、唯ゆい一いつの出入り口。扉の前にいるレニエとは正反対の方向。シュンは全力で体当たりをして、窓を突つき破って外へ逃げ出すつもりだった。ガラスでケガをするかもしれないが、この際その程度のことは気にしていられない。

　覚悟を決め、体を丸め、全力で窓へと体当たりするシュン──ドガンッ、世界が、反転する。予想外に強い衝しよう撃げきがシュンの全身を揺ゆらし、激痛と共にシュンの体は床ゆかを転がった。

「危ないところでした」

　女性の声が響ひびく──だが、聞き覚えのない声だった。続いて、ギュムッ、固い靴くつ底ぞこが、シュンの体を踏ふみつけた。またレニエ？

「窓から逃とう亡ぼうしようとするなんて……万が一に備え、窓から侵しん入にゆうして正解でした」

　声の主──シュンを踏みつける相手は、見たこともない女性だった。ふわふわした金きん髪ぱつには白い飾かざりがついており、白と黒、二色の対比がまぶしい服装──俗ぞくに言う侍じ女じよ服に身を包んだ美女だった。伏ふし目がちで、眼がほとんど閉じているように見えるくらい細い。ストッキングに包まれたすらりと長い脚がシュンの体を踏んで拘束している──今日は女の人によく踏まれる日だな、と場違いな感想を抱いだくシュン。

　この侍女姿の女性が窓の外に待ちかまえていて、逃げようとしたシュンを逆に室内へと蹴けり飛ばしたらしいと、状じよう況きようを把は握あくする。だが、なぜ侍女がこんなところに？

「あなたは……なぜこんなところに？」

　レニエが驚おどろいた表情で侍女に向き直る。部屋の入り口からはドカドカと、屈くつ強きような体格の男性騎士が何人か入ってきた。侍女はレニエを見て、わずかに会え釈しやくをする。

「失態ですね、レニエ卿きよう。容疑者を逃がすところでしたよ。あなたほどの騎士が珍めずらしいミスをしましたね……いえ、まさか、わざと容疑者を見み逃のがそうと？」

「なんのことか、ぼくにはわかりませんね」

「まぁよろしいでしょう。さて──」

　侍女が、シュンを踏んだまま顔をのぞき込んでくる。伏し目がちな美女──どことなく危険な魅み力りよくを感じる大人の女性だった。侍女服に気をとられてとまどったが、その顔にはどこかで見覚えがあった。いったいどこで……

「まだ生きていますね、シュナブラン卿。よろしい。護送させていただきます」

「あ……思い出した」

　シュンは、思わずつぶやいた。

「ボクに毒入りのお茶を飲ませたメイドさんだ」

「さて、なんのことでしょう」

　平然ととぼける侍女。だが間ま違ちがいがない。あのとき──国王とバルコニーにいたとき、シュンたちが飲むお茶を用意した侍女、その人に間違いなかった。

「殺し損そこねたボクを殺しに来たんですか？」

「あなたはなにか勘かん違ちがいをなさっています。移動しながら説明しましょう」

　と、侍女が合図をすると、扉から入ってきた騎士たちがシュンのワキをつかんでムリヤリ立たせてきた──屈強な騎士が十人近くいる。《滅神咒具エスカトロイ》のない今のシュンでは、とても逃げられそうにない。大人しくするしかなかった。

「侍女殿どの」

　と、部屋から出て行こうとする侍女を、レニエが呼び止めた。

「シュナブラン卿はなぜ追われているのですか？　それくらいは教えてもらえませんか？」

「これは、国王陛下直じき々じきの特務です。あなたは知らなくともよいことです」

「それは失敬──ところで、侍女殿。もしよろしければ、今度一緒に食事でもいかがでしょう？」

「あいにく、忙いそがしい身ですのでゆっくり外食をするヒマがありません」

　接近してくるレニエに対し、侍女は静かに拒きよ絶ぜつする。侍女はレニエを警けい戒かいしている様子だった。

「いえいえ、せっかくの機会なので、あなたとお近づきになりたいのですよ、お美しいお嬢じようさん」

「レニエ卿……たいそうな女好き、というウワサ通りの人物ですね」

「誤解ですよ。ぼくは美しいものが好きなだけです、特にあなたのような人が……彼を捕まえたぼくの功績を評価していただけるならば、一度くらいおつきあいいただけませんか。決してあなたを退たい屈くつはさせないとお約束しますよ」

「…………」

「そのような顔をしないでください。あなたの笑え顔がお、きっとステキだと思いますよ。あっ、でも、あまり笑わないでくれた方がいいかな？　その笑顔、他の人に見られたらきっと、ぼくのライバルが増えてしまうでしょうから」

　と、ポーズをつけながら歯の浮うくようなセリフを並べるレニエ。なんなの、この人、とシュンは首をかしげた。

　しかしレニエは男装してはいるが、かなりの美人、美形だ。普ふ通つうなら聞いているだけで赤面するようなセリフも、レニエのような人がスラスラとしゃべると、どうせお世辞だとわかっていても、だんだんと気分がよくなってくる。実際侍女も、最初は硬かたい表情だったが、今はわずかながら表情をゆるませている。

「国王陛下直属の侍女殿と、できればもう少し親しくなりたいのですよ」

「それが本音ですか」

「おや、出世欲の強い騎き士しはお嫌きらいですか？　これからの時代、女性ももっと上の地位に就つくべきだとぼくは思っています。そのあたりについても、あなたとは夜通し語り合いたいな」

「……わかりました。いずれ機会があればまたお会いしましょう」

「では、ぼくの連れん絡らく先さきです。どうぞ」

　レニエが名めい刺しを差し出すと、侍女は無言でそれを受け取り、白いエプロンのポケットにしまった。

「ありがとうございます、それでは侍女殿──お名前を聞いてもよろしいですか」

「シノンです」

「ではシノン卿、またいずれ」

　優ゆう雅がに一礼をして侍女──シノンを見送るレニエ。シュンは、他の騎士に引っ張られるようにしてその部屋を連れ出され、連行されていった。




　シュンのいなくなった後──頭を下げていたレニエは、ふぅ、と嘆たん息そくし、姿勢を正した。

「さて──いつまで寝ねたふりをしているのですか、ブイ卿」

「あれ？　なんでわかったんすか」

　気絶していたはずのブイが、むくりと起き上がった。レニエは呆あきれた様子だった。

「聞き耳を立てるならもっとうまくやりなさい。寝ね息いきがあからさまに不自然でしたよ」

「レニエ卿にはすぐばれちゃいますね。やっぱこれも愛の力いたっ！」

　割と容よう赦しやなくレニエに踏まれ、ブイは悲鳴を上げる。

「少し予想外でしたね。あなたのお友達が連れて行かれるのを黙だまって見ているなんて。てっきり抵てい抗こうして騒そう動どうを起こすと思っていましたよ──いえ、大人しくしてくれたほうがぼくにとっては好都合ですが」

「そりゃ、オレはバカですけどね、なにも考えてないわけじゃないっすよ」

　ブイは、憮ぶ然ぜんとして答える。

「さっきの騎士たち、すっげー強そうだったっすよね。オレが多少暴れたところで、たぶん秒殺される──ならあそこでオレが何をしたって、シュンを逃にがしてやることはできない。だからオレはあえて気絶したフリしたんすよ」

「なるほど」

「けどオレはシュンの奴やつを見捨てた訳じゃない──今の連中の後をつけて、シュンをどこへ連れて行くのか調べたら、そこから逃がしてやるつもりです。今さっき暴れるよりもそのほうがシュンを助けられる確率は高いはずだから」

「で、そんなことをぼくに話して、どうするつもりですか？　部下がバカな行動をするのなら、ぼくは上司としてそれを止める責任がある」

「すんません、レニエ卿」

　ペコリ、頭を下げるブイ。

「レニエ卿に助けを求めようなんて、自分の考えが甘かったです。これ以上レニエ卿に迷めい惑わくをかけません──オレ、騎士やめます。やめさせてください」

「正気ですか？」

「本気です。騎士をやめるから、オレはもうレニエ卿の部下じゃありません──できれば、このままオレのこと、見逃してください、迷惑はかけませんから」

「あなたという人は……本当に、どこまでいっても迷惑な新米ですね」

　ふぅ、と嘆息するレニエ。

「配属されて、半年とたたずに辞職する騎士なんて前代未み聞もんですよ。ぼくの部下からそんな人物を出したら、ぼくの管理能力が問われます」

「すんません。けど、レニエ卿が優ゆう秀しゆうな騎士だってのはみんな知っているから、それくらいでレニエ卿の評価は下がりませんよね？」

「仮にあなたがここで辞職したとしても、ぼくの元部下が辞職直後になにか問題行動を起こせば、当然ぼくの責任が問われます。あなたはそこまで考えているのですか？」

「……考えてませんでした、すいません、けど、見逃してください！　オレ、あいつを助けてやらなきゃいけないんですよ」

　レニエはゆっくりと歩きながらブイの顔をのぞき込んだ。

「本気で騎士をやめる気ですか？」

「本気っす」

「騎士をやめれば、もうぼくとあなたの接点はなくなりますよ。もうお互たがい会うことはなくなる」

「覚かく悟ごのうえっす──オレ、一生レニエ卿のこと忘れません。だからレニエ卿もオレがいなくなっても悲しまないでください」

「特別なにも感じないので心配いりません」

「……でも、少しは寂さびしいっすよね？」

「ちっとも」

「……ちょっとは」

「全く」

「…………」

　ブイは、なんとなく泣きたい気分になった。だが涙なみだをぬぐって決意する。

「それでもオレは行きます！」

「解げせませんね」

　レニエが形のいいアゴに指を当てた。

「彼が、あなたにとっての親友であることはわかりました。ですが、自分の社会的な地位や未来、恋れん愛あいも、なにもかも一切合切を捨ててまで彼を助けようとする理由がわかりませんね。なぜそこまでするんですか？」

「親友だからですよ！　理由なんてそれで充じゆう分ぶんでしょう！」

　迷いなく断言するブイを見て、レニエはふむ、とうなずいた。

「なるほど、あなたも……ぼくと同じですか……」

「そういうわけで、オレ行きます」

「待ちなさい」

「ぐえっ！」

　カッコよく立ち去ろうとしたブイだったが、失敗した。レニエがブイの襟えり首くびをつかんで引き止めたせいだ。

「なにするんすか……」

「少しぼくの話を聞きなさい──先ほど来た騎士たちを、強そうだとあなたは言いましたね？」

「はい。ガタイもよかったし、かなり強い騎士ですよね？」

「いえ、それほど強くはありません」

「そうなんですか？」

「まぁそれでも、あなたが十人くらい束になってかかったところで一人も倒たおせないくらいの強さですが」

「強いじゃないっすか！」

「ですが、あの騎士たち全員が束になったとしても、シノン卿きよう一人には勝てません」

　シノン──騎士たちを従えていた謎なぞの侍じ女じよである。ブイは、エッと驚おどろいた。

「あのメイドさん、そんな強いんすか!?」

「彼女より強い騎士は、王国内に数人といないレベルです」

「というか、騎士だったんですね。てっきりメイドさんかと」

「実力に反して、その知名度は極きよく端たんに低いですからね。彼女は〈宵月ソワール〉です」

「〈宵月ソワール〉？　なんすか、それ」

「ジュヴレーヌ王国の非正規騎士です。元々は諜ちよう報ほうや非合法活動を行うために作られた、表向き存在しないことになっている騎士です。現在では、ジュヴレーヌの秘密警察のような存在です。その実力は、並の騎士では歯が立たない精せい鋭えい中の精鋭です。あのシノン卿は、国王陛下直属の〈宵月ソワール〉です」

〈宵月ソワール〉などという存在、ブイは知らないどころか名前を聞いたことすらなかった。

「秘密警察である〈宵月ソワール〉が直じき々じきに動いてわざわざ捕ほ縛ばくに来るなど、だいぶきな臭くさいですね──シュナブラン卿はかなり危ないようです」

「なら早く助けないと……オレ、やっぱいきます！」

「だから待ちなさいというに」

　グイッと、飛び出そうとしたブイの襟えりが引っ張られ、またも息が詰つまった。

「あなたごとき新米が逆立ちしたって勝てない相手ですよ。〈宵月ソワール〉は秘密警察ですから、それに公然と刃は向むかえば、口くち封ふうじに殺されかねません」

「親友見捨てるくらいなら死んだ方がマシッすよ！」

「まったく、なんとかにつける薬はありませんね……おや」

　ふと、そこでレニエは懐ふところから魔ま導どう端たん末まつをとりだした。端末を顔に押し当て、通話をはじめるレニエ。

「はい、えぇ、ぼくですが……え？　本当ですか、それは？」

　通話を続けるうちに、レニエの表情が険しくなっていった。




「……で、ボクをどうするんですか？　殺さないんですか？」

　魔導車に乗せられたシュンは、目の前のシノンという侍女に尋たずねた。車は外から見ると真っ黒で、窓ガラスまで黒かった。こんなので大だい丈じよう夫ぶかと思ったが、中に乗ってみると、ガラスは普ふ通つうに透とう明めいだった。どうやら、外から中が見えないようになっているらしい。

　細長い形をした車の後部座席はシュンが乗ったことのあるどの車よりも広く、大人五、六人が乗っても余よ裕ゆうがある広さだった。だがなぜか、そこに乗っているのはシュンとシノンの二人だけで、あとはガラスで隔へだてられた運転席に座る男しか車内にはいない。

　シノンはシュンと向かい合う席に座り、エプロンの下の長い脚あしをくんでシュンを見つめている──もしかして逃げるチャンスかな、などと思ったが、やはりそう甘くはなかった。シノンと一いつ緒しよにいた騎き士したちは他の数台の車に分かれて乗っており、その車がシュンたちの乗る車を包囲するようにして移動するのだ。武器を持たないシュンではとても逃げられそうにない。

「あなたに興味がありましたので、特別に二人きりにさせてもらいました」

　と、シノンが微び笑しようと共に告げる。彼女からはなにかの花の香かおりがただよっており、その香りが車内に充じゆう満まんしていた。

　と、シノンがエプロンのポケットに手を入れると、紙を取り出した。それは先ほど、レニエから手て渡わたされた名めい刺しだった。

「レニエ卿、ですか……食えない人ですね」

　つぶやき、シノンはビリッと、シュンの目の前で名刺を真っ二つに引き裂さいた。

「なんでそんなことをするんですか？」

「見なさい」

　と、シノンは破った名刺をシュンに差し出す。顔を近づけてみると、パチッ、なぜか紙から小さな火花が飛び散っていた。

「ただの紙に見せかけて、極ごく薄うすの発信器が仕込んであります。こんなものを渡わたすとは……わたしの居場所を探って、レニエ卿はなにをするつもりだったのでしょうね」

　眼を伏ふせたまま微笑と共に告げるシノン。なぜかその笑え顔がおが怖こわいと、シュンは思った。

　シノンは車の窓を開けると、そこから身を乗りだし、破った名刺の紙片を投げ捨てた。

「シュナブラン卿。あなたにはとても興味があります。どうやって王宮からこんな場所にまで逃げたのですか」

　シノンは窓の外を眺ながめながらそう尋ねてきた。外になにかあるのかと思って視線を向けるが、シュンの位置からでは特になにも見えない。

　シノンの視線がシュンから外れているので逃げるなら今がチャンスかもしれない。シュンはシノンと反対側の扉とびらから逃げだそうかと瞬しゆん間かん的に考えた。だが、それはできなかった。

「逃げることはできませんよ、わたしの手からはね」

　シノンの声が、どこか遠くから聞こえる──なぜだろう、急に視界が歪ゆがんできた……体から力が抜ぬけて、バタリ、座席の上に崩くずれるシュン。

　シノンがシュンを振ふりかえる。その顔にはいつのまにか、顔全体を覆おおい隠かくす黒く無骨な仮面がつけられていた。その仮面にはどこかで見覚えがある。そう、それは確か、ガスマスク……

「ようやく効いたようですね、麻ま痺ひ毒が。体は動かなくとも、意識はありますね？　わたしの声が聞こえますか」

　シュンは、ようやく気づいた。車内に充満していた花の匂におい、これは、まさか毒ガス？

「体の自由を奪うばっただけです。このガスで死ぬことはありません。まだ殺しません」

　ゆっくりと、シノンが顔のガスマスクを外した。開いているかどうかわからないほど細い眼めをした美び貌ぼうが露あらわになる。

「シュナブラン卿。実はわたし、あなたのことを恨うらんでいるんです」

「な……で……」

　なんでと言おうとしたが、口が上う手まく動かない。そんなシュンを見て、シノンは微笑を深めた。

「陸に打ち上げられた魚みたいに口をパクパクさせて、ふふっ、とてもかわいいですよ、シュナブラン卿」

　誉ほめられても、全然嬉うれしくない。というか、このシノンという侍女、なんだか雰ふん囲い気きがすごく怖い……

「王宮であなたが飲んだお茶には、大型魔ま獣じゆうを五頭は殺せる毒が入っていたんですよ。なのにそれを飲んだあなたが生き残って王宮から逃げ出した──わたしのね、プライドがとても傷つけられたのですよ、ねぇ、わかります？　陛下のわたしへの信用が低下しているのですよ、汚お名めいを着せられたのですよ、〈宵月ソワール〉であるわたしが！」

　しゃべりながら、シノンが倒れたままのシュンに近づいてきた。

「ですからね、わたしはあなたのことを、殺したいほど憎にくんでいます──が、安心してください。まだ殺しませんから」

　シノンは、シュンの傍かたわらに座ると、動けないシュンの頭を自分の膝ひざの上にのせた。膝枕まくらだ。目の前で、シノンの整った顔がシュンをのぞき込んでいる。体が麻痺したシュンは、まぶたを動かすどころか、視線をそらすこともできない。

「たとえば、ここであなたの鼻と口をふさげば」

　シノンの手がシュンの顔を覆う。たちまちシュンの体内の空気が足りなくなり、息苦しくなる。だが息を吸おうとしても、シノンの手がジャマで呼吸ができない。シノンの指の隙すき間まから入るわずかな空気を吸おうと、シュンは必死になった。

「苦しいですか？　でもね、わたしの胸はもっと苦しいのですよ──安心してください。くり返しますが、まだ殺しません」

　シノンの手がどけられ、シュンは大きく息を吐はいた──情けなかった。今のシュンは、シノンの操あやつり人形も同然だ。

「あなたを殺すことは簡単ですが、ただ殺すだけでは意味がありません。でもね、安心してください。わたしは他人が苦しむ姿を見て快感を覚えるような異常者ではありませんから、あなたを不必要に苦しめる気はありません」

　すでに苦しめられている気がする、とシュンは抗こう議ぎしたかったが、声がでない。シノンは、ふふっと笑いながらシュンの頭をなでた。

「考えようによっては、あなたのような人に出会えたことは幸運です。だってそうでしょう？　わたしの毒を飲んでも死なない人間がいるなんて──そういう人を殺すためにはどの程度の毒を飲ませればいいのか、あなたの体でこれからたっぷり実験ができるんですもの」

　ふふふ、微笑するシノン──まずい、この人ガチでまずい、シュンは、心底恐きよう怖ふを覚えた。他人のことをこんなに怖いと思ったのは、生まれて初めての経験かもしれない。

「それでは早さつ速そく始めましょうか。知っています？　毒にもいろんな種類があるんですけどね、中にはとても美お味いしい毒があるんですよ。この世のどんな美酒よりも素す晴ばらしい味わいらしいのですが、具体的な味は誰だれも知りません。飲んだ人は全員死にましたから。ただ死ぬ直前、誰もが恍こう惚こつとした表情を浮かべていくので、きっとすごく美味しいのだろうと言われています──そしてここにその現物があるのですが、あなたも味わってみたいとは思いませんか？」

　シュンは、クビを必死に横に振った。が、クビはピクリとも動かない。シノンがどこからかビンを取り出し、小さなグラスにその中身を移した。

「ちなみにこのグラス一杯で、ネズミなら十万匹びきは殺せます」

　猛もう毒どくじゃん！　シュンは心の中で悲鳴を上げた。

「あなたはどれくらいで死ぬのか実験してみましょう。まずは一いつ滴てき、舐なめてください」

　シノンがグラスの中身をスポイトで吸いとり、スポイトの先をシュンの口に持ってくる。シュンは必死に逃げようとしたが、麻痺した体ではどうしようもない。

「はい、一滴目ですよ」

　ポタリ──毒々しい色の液体が、シュンの舌先に落ちた。舌の上に広がる液体は、最初なにも感じなかった。かすかに甘いかな、と感じる程度。

　だが数秒たつと、舌全体にピリピリするような感じが広がっていく──やがて、ビクッと来た！

　それは言葉にしようがない感覚だった。シュンが今まで経験したことのない新しい感覚。ムリヤリ言葉で表現するなら、脳みその中身を素す手でで触さわられながら愛あい撫ぶされているかのような感覚。シュンの快感神経を直接刺し激げきされ、全身をすさまじい快感が駆かけめぐって、とんでもなく気持ちいい！　常識では考えられない快感に口から舌が飛び出る！　キモチいい、キもチイい、ギ[image: モだくてん]ヂ[image: イだくてん][image: イだくてん][image: イだくてん][image: イだくてん][image: イだくてん][image: イだくてん][image: イだくてん][image: イだくてん][image: イだくてん][image: イだくてん][image: イだくてん]!!

「あらかわいい」

　シノンの声も、どこか遠くで他人がしゃべっているかのような感覚だった。

「こんなに全身をビクンビクンさせて、それに素敵な笑顔。とっても満足してもらえたようですね……でもまだまだ死にそうにありませんね。では二滴目」

　ポタリ──先ほどと同じ液体が再度シュンの口に投入された。変化は劇的だ。腰こしを撥はね上げ、自由にならない体をガクガクゆさぶる、脳みそが攪拌されているようだ、全身が敏びん感かんになっていて、もはや肌はだに空気が触ふれるだけで絶好調になりそうな爽そう快かい感が脳のう髄ずいからドパドパ全身へ放出されていく。

「ふふふふふふふ、すごい、元気になりましたね。そんなに気持ちいいのですか？　体が自由にならないはずなのにこんなに動くなんて、これはわたしの予想以上ですよ。すごいすごい、こんなに元気なら、まだまだ死にそうにありませんね、次は、五滴くらい一気に行ってみましょうか」

　やめてぇっ──思考のまとまらない脳内で、シュンは必死に叫さけんだ。確かに気持ちいい、それは認める。けど、この気持ちよさはダメだ。もう、あきらかに体に悪いというか、危険というか、ヤバイレベルの快感だ。こんな状態が続いたら、本気で死ぬ！

　シュンが声にならない悲鳴を上げたそのとき、今度は体を投げ出されるような浮ふ遊ゆう感──いや、違ちがう、本当にシュンの体が座席から投げ出されて下に落ちた。ただ、溢あふれるような快感のせいでちっとも痛くない。

「なぜ急に止まったのですか!?」

　シノンが慌あわてて立ち上がり、前方に移動して運転手に声をかける。だが──

「し、死んでる!?」

　運転手の首から血が噴ふき出て、グッタリとしていた。

「いつのまに？　このわたしに気配を感じさせないなんて!?」

　シノンが表情を引き締しめて車を飛び出した──車は、細い路地の中で停車していた。前後には護衛の車がやはり同様に停車している。

「敵てき襲しゆうです！　全員警けい戒かい態勢！」

　声を張り上げ、シノンは騎き士し剣けんを取り出し、身構えた。だが──シノンの号令に、護衛役の騎士たちは誰も答えなかった。

「いったい──うっ」

　うめくシノン──周囲で停車する車の中に乗った騎士たちが、全員死んでいた。誰もが首を斬きり裂かれて死んでいる。

　シノンは〈宵月ソワール〉である。その役やく目め柄がら、人の死体は見慣れていた。だから同どう僚りようの無む惨ざんな死体を目まの当たりにしても、それだけのことで動どう揺ようはしない。

　だが、シノンのそばで、シノンに気づかれることなくこれだけの人数の騎士を殺した相手の手しゆ腕わんに戦せん慄りつをおぼえた。まして、こうやって気づいた今も、いったい誰がこれだけの離はなれ業わざをやってのけたのか、まったくわからない。周囲を警戒して探さぐるが、人の気配はない。それが逆に不気味だ。

　シノンは、ふぅ、と深呼吸をした──大だい丈じよう夫ぶ、心は落ち着いていた。シノンは警戒しつつ自分の乗っていた車に戻もどり、中を確かく認にんした。後部座席のシュンは体をまだ震ふるわせているが、無事だ。麻痺毒の効果はまだ続く。自力で逃げることはできないだろう。

　シノンは車のドアを力を入れて閉め、外からロックをした。任務で使う特別な車なので、こうやってロックをすると内側から開けることはできない。犯人捜さがしよりも、シュンを連れて行くことを優先しようとシノンは判断した。このままシュンを後部に乗せ、車で移動する。だが──

「逃げられると、思ったか」

　静かな声──はっと振り返ると、そこにはたった今確認した時にはいなかったはずの人物がいた。

　それは美女だった。誰もが認めるほどのきわだった美貌は、シノンよりも遥はるかに美しく整っていた。だが、シノンは思わず恐怖にうめいた。

　なぜなら、美女の頭には角が生えていたからだ。シノンは、その存在を知っていた──〈魔王コシユマル〉だと。

「〈魔王コシユマル〉!!」

　叫び、シノンは地面を蹴けって〈魔王コシユマル〉に向かった。

〈魔王コシユマル〉は、停車した車の屋根に腰こし掛かけていた。露ろ出しゆつの多いドレス姿で、手には武器らしい武器もない。ならば、攻こう撃げきをためらう理由はない。シノンの騎士剣がスライドして〈魔弾テイリユル〉を排はい莢きようし、全身を〈魔ス元ク素レ〉がかけめぐる。そのまま全力の先制攻撃を〈魔王コシユマル〉にお見み舞まいする。

　ザッシュ──シノンの剣が、〈魔王コシユマル〉の胸を斬きり裂さいた。鮮せん血けつが飛び散り、シノンの顔に微び笑しようが浮うかぶ。なんだ、たいした強さではない。これなら自分一人で──
















「『いんがぎゃくてん』」

〈魔王コシユマル〉の唇くちびるが歪ゆがみ、そう呟つぶやいた──次の瞬しゆん間かん、シノンの胸が斬り裂かれ、シノンはその場に崩くずれた。

　ドンッ──倒たおれたシノンの体を〈魔王コシユマル〉の細い脚あしが踏ふみつけた。〈魔王コシユマル〉は無傷だった。確かに斬り裂いたはずの胸の傷が消えていた。

「不思議か？　たいしたことではない──我とお前、互たがいが受けたダメージを交こう換かんしただけだ。故ゆえにお前は傷つき、我の受けた傷は消えた」

「そんなこと、ありえない……」

「我は〈魔王コシユマル〉ぞ。世界の因果すらも手中にある」

　クッと、シノンは胸の痛みをこらえて反はん撃げきしようとするが、それよりさきに〈魔王コシユマル〉の脚がシノンの剣を蹴り飛ばした。

「さて──」

〈魔王コシユマル〉は傍らの車に近づくと、素手で窓ガラスをたたき割り、車の扉とびらをこじ開けた──中ではいまだ痙けい攣れんを続けるシュンがいる。

　シュンの姿を確認すると、〈魔王コシユマル〉は車内に置いてあった瓶びんを手に取った。それは、シノンがシュンに舐めさせた毒である。

〈魔王コシユマル〉はシノンの頭を鷲わしづかみにして持ち上げた。その口元に瓶を近づけていく。

「ひ、ひっ、やめ……」

〈魔王コシユマル〉の意図に気づき、シノンは恐怖に目を見開いて逃にげようとした。が──

「遠えん慮りよするな」

　ガシッ──〈魔王コシユマル〉の指が、シノンの両頰ほおをつかんだ。メキメキ、恐おそろしい握あく力りよくがシノンの顔を両横から締め上げ、シノンの口がこじ開けられる。

　バシャッ──瓶の中身がシノンの口にぶちまけられた。同時に、シノンの体が地面に投げ出される。

「うぅっ、ひっ！　ひあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ!!」

　ビクビクビクビクンッ

　効果は劇的だった。

「なにこれっ、こんなのはじめて……うぅぅぅぅぅんっ、あはぁぁぁぁぁぁっぁぁぁぁぁぁっ！　らめっ、んっ、こんな、イクの、とまらにゃ、にゅひぃぃぃぃぃぃっ、ひっ、ひっっひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ、あぅんっ！　んあっあっ！」

　嬌きよう声せいを上げながら地面の上で乱れるシノン。そんな侍じ女じよの姿を、〈魔王コシユマル〉は醒さめた眼まな差ざしで見下ろしていた。

「ひあっ、ひあっ、へあっ、あっあっあっあへっあへっ」

　シノンは地面の上でのたうちながら、必死に思考していた。〈魔王コシユマル〉に口に流し込まれた大量の毒だが、その大半は吐はき出した。が、少しだけ飲んでしまった。そしてこの毒の場合、その少しが致ち命めい的だ。

　全身の皮ひ膚ふが粘ねん膜まくにでもなったようで、燃えるように熱く、そよ風が吹くだけで快感が脳髄を蕩とろかしていく。自分でも初めて感じるこの感覚は、だが明らかにマズイ、このままだと確実に死ぬ。死んでしまう、自分が、こんな場所で、それもよりによって毒殺、〈宵月ソワール〉である自分が、自分の毒で死ぬ、こんな理り不ふ尽じんがあるか！

　死んでたまるか、死にたくない、まだ自分にはやるべきことが──快感で痺しびれた脳では、もはやまともな思考をすることもできない。脳みそが頭ず蓋がい骨こつを突つき破やぶって天へ飛び立っていくような高こう揚よう感、心臓は爆ばく発はつしそうなくらいバクバク脈打っている、もう、限界だ！

　シノンは、夢中になって自分の体をまさぐった。そして、服の裏の隠かくしポケットから小こ瓶びんを取り出す。震える手でフタをあけて、その中身を一息に飲み干……

「それか」

　せなかった。なぜなら、〈魔王コシユマル〉の伸のびた腕うでがシノンから小瓶を奪うばったからだ。

「か、かえひへっ、そえっ、かえひへぇぇぇぇぇ!!」

　ろれつの回らない口調で叫ぶシノン。足下にすがりついてきたシノンを、〈魔王コシユマル〉は蹴り飛ばした。

「毒殺などと姑こ息そくな手段を弄ろうする小物は、万が一に備えて解げ毒どく剤ざいを自分で持っていると思った──お前は自分の業ごうに灼やかれて消えろ」




　シュンは快感の渦うずの中を夢見心地ごこちでただよっていた──全身が気持ちいい。もう気持ちよすぎてなにがなんだかわからないくらい気持ちいい。そんな世界をシュンは延々と漂ただよっていた。

　だが、急に口元が熱くなってきた。いったいなんだろう。けど、この感覚は、どことなく懐なつかしい……以前にも経験したことがあるけれど、どこだったろうか……

　そこでシュンの意識が覚かく醒せいする──文字通り目と鼻の先、鼻の頭がぶつかるほどの近きん距きよ離りに絶世の美女の顔があった。

「え？　んっ、むぅぅっ、んっんっんぅぅぅぅ！」

　ちゅっ、くちゅっ、ぴちゅっ、ちゅるっ、ちゅぅんっ

　口元が、熱い。美女の唇がしっかりとシュンの唇に重ねられている。あろうことか、シュンの唇を柔やわらかい舌がこじあけ、シュンののどの奥に熱い液体を流し込んでいるのだ！

「んっ、ちょっ、やめっ！」

「ちゅっ、くちゅっ、ちゅぅんっ……気づいたか、シュン」

　低い女性の声がシュンの名を呼び、女性がようやくシュンの唇を解放してくれた。

　ケホッと、軽く咳せき込むシュン。あぁ、びっくりした。眼めを覚ましたら舌を絡からませるほどの激しい口づけ──これは刺し激げきが強い。

「じゃなくて！　え!?　あなたは……母さん!?」

「久しいな、シュン」

　平然と告げるシュンの母、〈魔王コシユマル〉──目の前の美女は、どこから見てもシュンの記き憶おくする母だった。

「なん、で……だって。母さんは、死んだはずなのに……どうして？　夢？」

「夢かうつつか、そんなものはどちらでも同じことだ。とくに、我のような存在にとってはな」

　肩かたをすくめてみせる母。その仕草、口調、香かおり、全すべてがシュンの知る母のものだった。自然、涙なみだがこぼれる……自分でもよくわからない。母と会えて嬉うれしいはずなのに、なんだか、またすぐこの母がいなくなってしまいそうな、そんな不安を同時に感じてしまう。

「しかし、お前は相変わらずだな、シュン」

　母が、髪かみをかき上げて言う。

「様子を見に来てみればいきなり死にかけているのだからな、相変わらず世話が焼ける」

　そうだった──シノンに捕とらえられたシュンはなすすべなく毒を飲まされて……けど、今は普ふ通つうに体が動く。なんともなかった。むしろ、前より体が快調に感じるくらいだ。

「まぁ、デキの悪い子ほどカワイイとはよく言ったものだ。少しは成長したかと思ったが、やはり眼が離せんな」

「えっと、とりあえず、母さんが助けてくれたんだよね？　ありがとう。再会できて本当に嬉しい……けど、本物の母さんなの？　本物なら、今まで何をしていたの？」

　シュンは心に浮かんだ疑問を目の前の母にぶつけた。母は静かにシュンを見つめてくる。その眼差しも態度も、シュンの知る母のものだった。

「この母の体を忘れたか。なんなら、この母の胸に甘えてみるか、昔のように？」

　手を広げる母。たゆんっ、豊かだが形のいい母の胸が重そうに揺ゆれた。シュンは、なんだか気き恥はずかしくなって思わず後じさった。

「いや、いいよ……」

「遠慮するな」

　と、母がムリヤリシュンの頭を抱かかえてくる。ふにょり、やわらかい胸にシュンの顔が埋うずまってしまう。柔らかくどこか、甘い香りのする母の体……それはシュンの記憶にあるものと同じだ。

「……って、こんなことしてる場合じゃないよ！　そうだ、母さんが無事だったんだから、早くソフィーたちと合流しないと！」

「合流して、どうするのだ？」

「どうするもこうするも、大変なんだよ。ボクらが母さんの子供だってことがバレちゃったみたいで、みんな大おお騒さわぎ。しかもボクは国王陛下に殺されかけるし、《滅神咒具エスカトロイ》もなくなったし……あぁ！　よくよく考えたらボクらってもう絶体絶命じゃん！」

「なぁ、シュン。我はな、もしかしたら間ま違ちがっていたのかもしれん」

「なんのこと？」

　母が、ひどくマジメな顔で告げる。




「お前たちをこの世に生み出したことは、間違いだったのかもしれん」




「なん、で、そんなことを言うの……」

　信じられない、という気持ちでシュンの中は一いつ杯ぱいになった。だが、母の艶つややかな唇がスラスラと信じられない言葉を紡つむいでいく。

「では逆に尋たずねるが、お前は自分自身をどう評価する？　自分は重要な人物だ、この世界に必要不可欠な人間だとでも思っているのか？」

「それは、違うけど……」

　騎き士し学園の落ちこぼれと呼ばれた自分がたいしたことのない存在だということは、シュン自身が自覚していた。

「お前の姉と妹を思い出せ──お前たちがいたせいで、世界は混こん沌とんを深めたとは思わんか？　そんなことをさせるために我はお前たちを育てたわけではない」

「…………」

　返す言葉もなかった。確かに、ここ最近の世界の混乱は、シュンと姉し妹まいたちが主な原因だったからだ。

「でも……ボクは、自分が必要不可欠ではないかもしれないけれど、誰だれにも必要とされない人間だとも思わない！」

「ほぅ？」

「ボクは確かに母さんや姉さんたちに比べれば全然たいしたことない人間かもしれない──それでも、ボクはボクだ！　ボクのこの胸にある、みんなを愛する気持ちだけは誰にも負けない！　この気持ちがある限り、ボクたちはこの世界にいてもいいんだ！」

「シュン、強くなったな、本当に」

　母がゆっくりと、シュンの頭に手を伸ばす。

「本当に、強くなった」

「母さん……」

「強くなったな──ウヌボレが」

「え？」

「シュンのクセに生意気だぞ」

　ビンッ、母の細長い指が、シュンの額を弾はじいた。俗ぞくにいうデコピンだ。子供のイタズラのようなその行こう為いは、だが〈魔王コシユマル〉がやれば立派な攻こう撃げき手段となる。シュンは額に弾だん丸がんを受けたかのような衝しよう撃げきと共にその場でひっくりかえり、後頭部を地面に打ち付けた。

「いったぁぁぁぁぁぁ!!」

　遅おくれて痛みが脳のう髄ずいに届いた──視界が涙で歪ゆがむほど痛い。

「見ろ、シュン。お前など、指先一つで生かすも殺すも我の自由となる矮わい小しような存在なのだ──いつからお前は、そんな思い上がれるほど強くなった？」

「ボクは、思い上がったりなんてしていない」

　痛む額を押さえ、涙目でシュンは反論した。

「実際ボクは自分が全然たいしたことないって思っている──けどボクの家族、ボクの姉さんと妹と母さんと父さんたちはなにより素す晴ばらしい人たちだって、ボクは知っている。だからボクは、そんなみんなの家族の一員であることをなにより誇ほこりに思っている！」

「それこそ思い上がりだ──お前もいい加減、家族などという幻げん想そうは捨てろ」

　母の言葉は辛しん辣らつだった。

「人間も魔ま族ぞくもいつかは死ぬ。それは逃にげられない運命だ。すなわち、家族という存在もいつかは崩ほう壊かいする。そんなものにすがりついてどうする？」

「そんなこと、ない！　いつかは消えてしまうからって、だから家族が無価値だなんて、そんな理り屈くつは通らない！」

「ではシュン、我に教えてくれ、お前のいう家族の素晴らしさを。お前たちを生んだことを後こう悔かいしている今の我に、それを教えてくれ！」

「違う……違うんだよ」

　シュンの眼から涙がこぼれる。それは、デコピンが痛いから流れる涙ではない。悲しいから流れる涙だ。

「ボクのこの考えは受け売りだよ。全部母さんがボクに教えてくれたことなんだよ。なのになんで母さん自身がそれを否定するの？」

「昔は我も、わかっていなかったのだ──世界の真実と、お前たちの関係を」

「違う……あなたは母さんじゃない」

　シュンは、泣きながら目の前の母を否定した。

「ボクに愛を教えてくれたのは母さんだ！　でも今のあなたは母さんじゃない！」

「そうだ、シュン。所しよ詮せん人は移ろいゆくもの。我も昔とは変わった──これこそ、家族など所詮は幻想という証あかしではないか」

「そんなことないよ」

「残念だが、そろそろ時間だな……時間の無む駄だだったのかもしれんな、お前を助けてやったことは」

「待ってよ！」

「もう会うことはないかもしれんな、さよなら、シュン」

　そうつぶやき、〈魔王コシユマル〉は跳ちよう躍やくした。一直線に飛び上がった〈魔王コシユマル〉の体は、そのまま空高く雲を突つき抜ぬけていき、あっという間に肉眼では見えなくなってしまった。

「なんで、こんなことに……」

　シュンはなにも見えなくなった空を見上げながら思わずそうつぶやいた。

「こっちか!?　って、いたっ！　シュン！　おい、無事か！」

　と、聞き覚えのある声──路地の向こうから、先ほど別れたはずのブイが走ってくるところだった。

「うわ、こりゃなんだよ、ずいぶん臭くさい……って、血か!?」

　ブイが素すっ頓とん狂きような声を上げた。シュンの周囲にはシノンたちが使っていた車が止まっているが、それらは大量の血で汚よごれていた。ただどういうわけか、シュンが目を覚ましたとき、シノンたちシュンを捕らえた騎士の姿は消えていた。後には車と血けつ痕こんが残っているのみである──状じよう況きようからして、〈魔王コシユマル〉がなんらかの手を使ってシノンたちを消したのだろうか？　シュンにはわからなかった。

「なんでブイがここに？」

「お前さんを助けに来たに決まってるだろ！」

「けど、どうして？　ブイだって危ないでしょ」

「バッカ、親友だろ！」

　シュンはブイと親友でいて本当によかった、と安心した。

「状況はわかりませんが、無事のようですね、シュナブラン卿きよう」

　と、ブイに続いてレニエも姿を見せた。なぜこの人が、と驚おどろく。ブイはともかく、レニエがシュンを助ける理由などないはずだ。

「事情があって、あなたに助力することにしました──とりあえず移動しましょう」

「行こうぜ、シュン。表にオレの乗ってきた車が止めてあるから」

「ブイ、車なんて持ってたの？」

「まぁな、イテッ！」

　ブイの後頭部をレニエが叩たたいた。

「その車はぼくのものだし、ここまで運転したのはぼくで、あなたは隣となりに乗ってただけでしょう」

「ちょっと見み栄えはっただけっすよぉ」

　ブイはやっぱりブイだな、とシュンは少しだけ笑った。

　と、小走りで移動していると、隣のブイがシュンに小声で話しかけてきた。

「よぉ、シュン。車に乗るとき、助手席には俺が座るから、お前は後部座席に乗れよ」

「うん、なんで？」

「バッカ、お前、察しろよ──レニエ卿の隣はオレの指定席なんだぜ！」

「あぁ、そういうことか。別にいいよ、それくらい」

　そんな会話をしながら車に到とう着ちやくすると。

「待ちなさい。助手席にはシュナブラン卿が乗ってください」

「え？　なんでですか？」

「あなたといろいろ会話をしたいので。ブイ卿は後ろに」

「……わかりました！」

　ブイがこっそり泣いているのが見えたので、シュンはすごく気まずい思いをしながら助手席に乗った。ブイには後で謝っておこう。

　シュンたちが乗り込むとレニエの運転で車が発進した。銀色の流線形をした外観をしていて、かっこいい車だな、と月並みな感想をシュンはいだいた。

　そしてこの車はどうやらレニエ個人の所有物らしい。個人で車をもてるのはよほどの金持ちだけのはずなので、レニエはお金持ちらしい。さすが上級騎士だ。

　ただ、なぜか車内には花の匂においがかすかに漂ただよっていた。ウッと、シュンは顔をしかめる。シノンにやられたことを思い出したためだ。

「変な顔をして、どうしました？」

「いえ、ちょっと気分が……乗り物酔よいかも」

　と、ごまかすシュン。落ち着け。シノンと同じことをブイたちがするはずがない──見れば、車内に芳ほう香こう剤ざいが置いてあった。花の匂いはそれのせいだ。

「前に買った酔い止めがどこかにあったはずですが、どこにしまったかな」

「どれどれ」

　シュンは助手席の目の前のダッシュボードを開けた。レニエが、アッと声を上げる。ダッシュボードの中には、なぜかウサギのヌイグルミがしまってあった。

「勝手に見ないように！」

　と、レニエが慌あわててボードを閉める。よくよく車内をみると、ハンドルカバーとか、ワイドミラーとか、クッションとか、至る所にかわいらしい動物の絵がプリントされていた。

「えっと……レニエ卿って、けっこうカワイイ趣しゆ味みなんですね」

　意外だった。なんというか、女の子っぽいかわいいアクセサリが多い。男装をしてキリッとかっこいいレニエのイメージとは、だいぶ違う。

「変な誤解はしないでください」

　レニエが前を見たまま言う。

「アクセサリは、ぼくの趣味で置いてあるわけではありません。助手席に女の子を乗せたとき、喜んでくれるものを置いていったら自然とこうなったのです」

「この人マジでモテるんだよ、それも女に」

　後ろからブイがささやいてくる。

「三日に一回は誰だれかとデートしてるんだ……オレ一回もしたことないのに……」

　涙なみだ声ごえだった。レニエと両想いと言っていたのは本当に見栄だったらしい。

「あれ、でも、ご飯奢おごってもらったって言ってなかった？」

「奢ってもらったよ、俺の給料じゃ入れないくらい高いレストランで」

「それデートじゃない？」

「店に入った直後、『好きなものを食べてください、会計は後でぼくのところにくるよう手配してあります。好きなだけくつろいでいいので、ごゆっくり』って言ってさっさと本人は帰ったよ！　しかも後で聞いたらその後別の女の子とデートしてたんだとよ！」

　……これ、どう考えてもブイには高たか嶺ねの花だ。というか、レニエはれっきとした女性のはずなのに、女の子にかなりもてるタイプのようだ。

　シュンの姉のモニカも男物の服を着ているけれど、モニカはシュンの眼めから見てもかっこいい姉だ。レニエもきっとそれと同じタイプだ。そう考えると、なんとなくレニエに親近感が湧わいてきた。

「なんですか、変に笑いながら人の顔を見て」

「なんでもありません」

「まぁいいです……それで、シュナブラン卿。シノン卿たちをどうしたのですか？」

「あぁ、それがその……ボク、車に乗った後意識を失っちゃって、気がついたらあそこにいたんですよ。みんないなくなっちゃってて」

　と、答えるシュン。原因は〈魔王コシユマル〉なのだろうけれど、それを説明するとややこしくなりそうだったのでごまかすことにした。実際毒を飲んで意識を失っていたのは事実だ。

「……まぁいいでしょう。シノン卿についてはあまりいいウワサを聞かなかったので、無事で何よりです」

「いや、正直無事じゃないかも……」

「どういうことです？」

「こっちのことです……それより、レニエ卿。ボクの居場所がよくわかりましたね」

「発信器を使いましたので」

「それ、シノン卿にバレて捨てられましたよ」

　シノンは確かに発信器入りの名めい刺しを捨てていたはずだ。

「でしょうね。〈宵月ソワール〉相手なのですからバレて当然でしょう。シュナブラン卿。自分の内ポケットを見なさい」

　見たら、ポケットに入れた覚えのないレニエの名刺が入っていた。シノンが捨てたのと同じ、発信器つきのやつだ。

「いつのまに……」

「あなたの身体検査をした時に。あなたに逃にげられた時に備えて仕込んでおきました」

　準備がいいことだ。

「シノン卿に名刺を渡わたしたのは、ああやってわかりやすい形で渡せばシノン卿のようなタイプの人間はすぐにぼくの意図を見み抜ぬいてくれるからです。人間、相手の裏をかいたと思った瞬しゆん間かんが一番油断しやすいものです。シノン卿も、一個目の発信器を発見したことで、二個目を探す努力を怠おこたったのでしょう」

　確かに──レニエのほうがシノンより上手のようだった。

「さて、現在の状況を説明しますが──先ほど、ぼくの友人から二つの情報が入りました。よくない知らせと悪い知らせです。どちらから聞きたいですか？」

「じゃ、悪い知らせを……って、どっちも悪い知らせじゃないですか！」

「悪い知らせは、帝てい國こく軍が東部諸国への侵しん攻こうを再開したということです。魔ま族ぞくの軍勢が今回の一連のジュヴレーヌの動きに反発したようですね」

「たいへんだ!?」

「そしてよくない知らせというのは、その侵攻する帝國軍主力が壊かい滅めつしました」

「早すぎませんか!?　それに、なんでそれがよくない知らせなんですか」

「なぜなら、帝國を壊滅させたのは、我がジュヴレーヌ王国だからです。簡単にまとめると、新兵器として開発した巨きよ大だいな砲ほう台だいで帝國軍を攻こう撃げきしたのです」

「そんなの造ってたんですか？　知らなかったなぁ」

　シュンは呟つぶやく──もちろん極ごく秘ひ裏りに開発していた兵器だろうが、ここ数ヶ月、シュンはリュリシアの近くで働いていたのである、この国の中心であるリュリシアと一いつ緒しよにいたのにそんな兵器のウワサも聞いたことがないというのは、少し不可解だった。

「どうやら国王陛下主導で開発された秘密兵器らしいですね。ぼくも、つい先ほど知ったばかりです。そしてぼくらは今、その兵器があるというマゴン要よう塞さいへ向かっています」

「えっと……そこに行くのはいいんですけど、それとボクとの間に、どんな関係が？」

「状況は我が国にとってあまりよくありません──ジュヴレーヌは、この秘密兵器を切り札に、帝てい國こくを解体しようと動き始めました」

「えぇっ!?」

「この強きよう硬こう姿勢に同盟相手である東方諸国からも反発が高まっています。ジュヴレーヌはそれらの国との開戦も辞さない構えで、ジュヴレーヌ周辺で急速に緊きん張ちようが高まっているところです」

「それはたいへんだ……けど、そんな詳くわしい国際情勢、よくわかりますね」

「ブイ卿きようはぼくのことをただの女好きみたいに思っているのかもしれませんが、普ふ段だんから親しくしている友人が多いからこそ、こういうときに情報が手早く手にはいるのです」

「いや、オレはレニエ卿のそういうところも好きですよ。だから結けつ婚こんしてください」

「お断りします」

「くそっ、また振ふられた！」

　日常会話でプロポーズをする友人はどうかと思うシュンであった。

「そういうわけで、このままではジュヴレーヌ王国が原因の戦争が始まります。ジュヴレーヌの騎き士しとしてはもちろん国の命令に従うべきでしょうが、どう考えても今回の一連の行動が正しいとはぼくには思えません」

「ですよね」

「リュリシア王女殿でん下かが行方ゆくえ不明となって、国王陛下が表に出た途と端たんの急激な方ほう針しん変へん更こう、腑ふに落ちない部分が多すぎます。マゴン要塞に乗り込んで、そこにいるらしい国王陛下に直接お会いして、ぼくはその真意を確かめます」

「そんな、いきなり行って会えるんですか？」

「ぼくは上級騎士ですし、これでも同期の間では出世頭がしらです。ぼくの今の権限なら会えるはずです」

「なるほど。すごいんですね」

「そして、捕ほ縛ばくされたあなたの姉し妹まいはその要塞にいるようです」

「ソフィーたちがそこに!?」

「ソフィー卿は捕縛命令が解除されていないのでまだ捕つかまっていない可能性が高いです。捕まっているのは、〈魔王コシユマル〉を名乗ったシャルドネ卿と他数名──砦とりでに勤務しているぼくの友人からの情報です。そして、遠くないうちに王国は彼女たちを処しよ刑けいします」

「そんな!?」

「あなたの姉妹は世界各国の要人です。〈魔王コシユマル〉の子供だなどという理由だけでいきなり処刑するというのは性急すぎる。もし実行すれば、世界大戦の激化はまぬがれません。とはいっても、ぼくには彼女たちを解放するような権限はありません。ただし──要塞内部に誰かを連れて行って、その誰かさんが勝手に収容されている捕ほ虜りよを解放してしまったとしても、ぼくの与あずかり知らぬことです」

　つまり、レニエがシュンを要塞内へ手引きするから、後は好きにしろ、ということらしい。それはシュンにとって渡りに船、願ったりかなったりという奴やつである。

「ありがとうございます！　けど……なんでそこまでボクを助けてくれるんですか？」

「今のままの状じよう況きようはよくないと考えるからです」

「でも、一歩間ま違ちがえたらレニエ卿が逮たい捕ほされますよね？」

　レニエの目的はわかったが、危険を冒おかしてまでシュンを助ける理由になるとは思えない。

「シュナブラン卿、これ、お返しします」

　と、レニエがシュンに何かを手て渡わたしてきた──それは、シュンの魔導端たん末まつだ。レニエに没ぼつ収しゆうされたままになっていたものである。

「あ、ありがとうございます、これ大切なものなんですよ！」

「その端末、特別なものですね──王家の紋もん章しようと、リュリシア殿下の銘めいが入っています」

「はい、リュリシア殿下からもらったものです」

「よほど信しん頼らいできる相手でなくては渡さないものです。そんなものをもらって、しかもそれをとても大切にしているあなたの姿を見る限り、ぼくにはあなたがリュリシア王女殿下の信頼を裏切っているとは思えない」

「信用してもらえるかはわかりませんけど、ボクは誰かを裏切ったりはしてません！」

「〈魔王コシユマル〉の子供であることを隠かくしていたのに？」

「それは……」

「冗じよう談だんです──まぁ、ぼくがあなたの立場だったとしたら、やはり隠すでしょう。正直、人には言えない素す性じようを隠すことが罪だとは思えない。それに、誰の子供かなんて、そんな小さなことを気にする必要はありません」

　レニエが、告げる。




「誰から生まれようと、ぼくらはみんなこのバーガントという大地の子です」




　その一言を聞いた瞬間──シュンの中で何かが弾はじけた。

　それは長年追い求めていたものをとうとう見つけた、そんな感覚だった。知らず、シュンは隣となりのレニエの腕うでをつかんだ。

「あっ、シュン、なにしやがる！」

「ちょっ、運転中に何をするんで……」

「感動しました、レニエ卿！」

　きらきらと眼めを輝かがやかせ、シュンはレニエの整った顔を見上げた。

「そうなんですよ、ぼくらはみんな同じ世界を生きる人間なんです。大きな視点で見れば、人類も魔族もみんな家族なんですよ！　家族みんなが安心して生きていける世界、それを目指してボクはリュリシア殿下たちと一緒に頑がん張ばってきたんですよ」

「はぁ、何をそんなに興奮しているのかはよくわかりませんが、よかったですね」

「はい、ありがとうございます、レニエ卿！」

「別に、お礼を言われるほどのことではありません。あなたを助けたのは、あくまでついでですから」

「とかいって、レニエ卿、オレの必死のお願いに心を打たれたからシュンを助けてくれたんですよね」

「違います──と言いたいところですが、あながち的外れでもありませんね」

　と、レニエが大きくハンドルを切った。車体が揺ゆれる。窓の外の景色がどんどん後ろへ流れていく。かなり速度を出してレニエの車は疾しつ走そうしていた。

「ブイ卿が親友のシュナブラン卿を思う気持ちには、多少思うところがありましてね」

「もしかして、オレに惚ほれ直しました？」

「そもそも惚れたことのない相手に対して惚れ直すのは物理的に不可能です」

「クソッ！」

「いちいち口を挟はさまないでください、ブイ卿」

　ブイとレニエのやりとりを見ていると、存外レニエもブイのことを気に入っているのではないかという気がしてきた。少なくとも嫌きらっているわけではなさそうだった。

「ぼくにもね、親友がいるんですよ。かけがえのない大親友が──あなたたちを見ていると、久しぶりに彼女のことを思い出しました」

「そうなんですか」

「残念ながら、その親友とはもう何年も顔を合わせていません。久しぶりに再会したくなってきました」

「よほど大切な人なんですね」

「ぼくにとっての親友であり、恩人でもあります。ぼくが知る限りにおいて、ジュヴレーヌ王国最高の騎士です。彼女のためならぼくのこの命さえ惜おしくないと思える人です」

　レニエが優ゆう秀しゆうな騎士であることは間違いない。腕は立つし、なにより頭が切れる上、部下に慕したわれ、交友関係も広いと、ほとんど非の打ちようのない人だ。そんなレニエがここまで手放しで誉ほめるとは、その親友はよほどの人物だろう。

「いったい誰だれなんですか、その親友って？」

　レニエは、運転を続けながらその名を告げた。

「ミュスカ・ニャン・フロンティ卿──それがぼくの親友です」







　マゴン要塞──大陸中の注目が集まりつつあるその要塞の内部にいたジュヴレーヌ国王シャルム四世は、むぅ、とうめいた。

「近づいてきておるな」

「なにが、でしょうか陛下」

「決まっておろう──ファムアテルの姉妹たちだ」

　国王の言葉に、傍かたわらに控ひかえるエフィは、眼を見張った。

「おわかりになるのですか？」

「こいつを手に入れたおかげでな」

　国王は片手に兜かぶとを持っていた。金色に輝くそれは、シュンが使っていた《滅神咒具エスカトロイ》の《凱旋門兜ドウリオンフ》であった。

　それだけではなかった。国王の周囲には複数の武具が並んでいた。シュンの姉妹たち──捕とらえたシャル、アリア、ティン、クロロ、そしてルケ、五人の姉妹から回収した《滅神咒具エスカトロイ》もそこにそろっていた。

「感じるのだ──残りの《滅神咒具エスカトロイ》がこの地に集結しつつあることを。連中はどうやら、ワシを見み逃のがさないつもりのようだ。あちらから来てくれるとは、助かる」

　国王は顎あご髭ひげをなでながら、含ふくみ笑いをこぼした。

「全すべては陛下の采さい配はい通りに」

「エフィ卿、首しゆ尾びはどうなっている？」

「王都に残っていたシノン卿からの連れん絡らくが途と絶だえました。状況からして、死亡した可能性が高いかと」

「それは残念だな。彼女は優秀な手て駒ごまだったというのに」

「えぇ、残念なことです。陛下の偉い業ぎようがもうすぐ成される直前に亡なくなってしまうとは」

「エフィ卿──ワシがいうのも何だが、おヌシは変わっているな」

「そうでしょうか？」

「ペルデの死後、ことの真相を知ってもまだワシについてくるとはな」

「わたしはただ、当然のことをしているだけです。騎士が仕えるべき王に忠義を尽つくすのは、当然のことではありませんか」

「そうか……まぁよい。もうすぐ全ての《滅神咒具エスカトロイ》が集結する。《滅神咒具エスカトロイ》とバーガント砲ほうがあわされば、そのときこそ世界は真の変革を迎むかえるのだ」

「えぇ、どこまでもお供いたしますとも──父上」








第三章　巨きよ砲ほうと要よう塞さいと潜せん入にゆう









　大陸歴七百九十六年、二の月某ぼう日じつ──その日、ジュヴレーヌ王国国王シャルム四世の名において、内外に新たな声明が発表された。

『先日捕縛した〈魔王コシユマル〉の子供たちについて──これまで極秘裏に行ってきた数々の非合法活動、及およびバーガント大陸全土にあたえた社会的な影えい響きよう、同情の余地のない身勝手で利己的な行動などを鑑かんがみ、また国際法上の取り決めに従っても、死罪と判断するのが妥だ当とうと我々は結論づけました。故ゆえに、近日中に容疑者の処刑を執とり行うこととします』







「見えたぞ、あれがマゴン要塞だ」

　ジュヴレーヌ王国最さい南なん端たんの岬みさき──ジュヴレーヌの領海を監かん視しするために建造された堅けん固ごな要塞であり、沿岸に出現した敵船を撃げき破はするため、多数の要塞砲が配備されていた。

　時代の流れと共に忘れられていった古い要塞が今、最新の魔導工学によって生み出されたバーガント砲の誕生により、マゴン要塞は再度歴史の表おもて舞ぶ台たいに名を連ねることとなった。

　その要塞を臨む高台にいるのは、ソフィー、モニカ、ヴィオ、シラー、リュリシア、アンジュ、そしてミュスカという面々であった。王都の地下に潜せん伏ぷくしていた彼女たちは、バーガント砲の存在を察知するや、大急ぎでこの地へやってきたのである。

「あれが大砲？　まるで巨きよ大だいな塔とうではありませんか」

「前代未聞の大きさであることは間違いないが……あれなら、存外簡単に壊こわせそうだな」

「そうなの、モニ姉ねぇ？」

「あれだけの巨体だ。当然自重がすさまじいことになっているだろう。砲ほう身しんを支える部分を多少傷つけてやるだけでも、自重で勝手につぶれるはずだ」

　モニカが要塞の様子を眺ながめながら告げる、目標のバーガント砲は、なるほど、要塞の城じよう壁へきからはみ出るほどの大きさだ。モニカのいうとおり、破は壊かいするだけなら簡単かもしれない。

「だが問題は……要塞内部にシャルたちがいることだな」

「モニカ姉さん、間違いないのですか？」

「ここ数日かけて情報を探さぐったが、捕つかまったシャルとかアリアとかが王都にいる形けい跡せきはどこにもなかった。国内の収容施し設せつも片かたっ端ぱしから調べたが、それらしい人の動きはどこにもなかった──可能性があるのは、このマゴン要塞だ」

　と、モニカ。ヴィオが地面の上にしゃがみこみ、要塞に向かって顔を突つき出していた。

「ん～……いるね、シャル姉ぇとかアリアとか、あとクロとティンとかも、あそこにいる」

「なぜわかるのですか、ヴィオ。まさかカンなどとは言わないでしょうね？」

「あそこからあいつらの匂においがするのさぁ」

　と、ヴィオがかわいい鼻をひくひくさせていた。予想の斜ななめ上をいく理由に、ソフィーは二の句が継つげなかった。

「まさか、それを信じろというのですか？」

「なにさ、あたしがウソ言ってるってこと？　ソフィー、お前、最近ナマイキじゃない？　ここらでどっちが上か、白黒つけとくぅ？」

「あなたと争っているヒマなどありません」

「なにさ、逃にげる気ぃ？」

「お前らは相変わらずだな、本当に……ヴィオの能力を忘れたか。〔獣じゆう凰おうボンヌ・マール〕の《天楼閣弓ドンジヨン》。獣神の権能を宿したそれは、ヴィオの感覚を野生動物よりも鋭するどくしている」

「そーゆーことさ、ソフィー。ま、普ふ段だんは普ふ通つうの人間と変わらないけど、あたしがその気になりゃ、犬より鼻がきくのさぁ」

「そうだったのですか、それは失礼しました」

「ふふん、わかればいいのさ。あたしが本気を出せば、たとえばソフィーの匂いだって」

　すんすん、ヴィオがソフィーに近づいて鼻を動かした。

「ちょっと、何をする気ですか！」

「ん～匂うぞ……わかった。ソフィー。この匂いはなにか隠かくし事をしている匂いだぁ！」

「隠し事なんてしていません！　やめてください、人聞きの悪い」

「まだなにか匂うな……シュン兄ぃがいなくて寂さびしいよぉ、って匂いがするな」

「どういう匂いですか！　適当なことを言わないでください」

「絶対匂ってるってば──すんすん……えっ？　はやくシュン兄ぃと再会して抱だきつきたいよぉ、って匂いが……」

「いいかげんなことを言うのはやめなさい、ヴィオッ！」

「ソフィー卿きよう……兄妹きようだいでさすがにそれはないと思いますわよ」

　と、リュリシアが若じやつ干かん引いた眼めになっていた。ソフィーはヴィオに詰つめ寄った。

「あなたが適当なことを言うせいで誤解されてしまったではありませんか!?」

「適当じゃないさぁ。絶対匂いがするも～ん……えっと、シュン兄ぃ好き好き大ちゅきちゅっちゅっラブちゅっちゅっクンカクンカスーハースーハーペロペロピチャピチャ美お味いしい美味しいハァハァモニュモニュくぅ～んくぅ～んヒーハー──って匂いがする!?」

「もはやわけがわかりません！」

「ソフィー卿……」

「誤解です、リュリシア殿でん下か!?　確かに私が兄さんを好きなことは認めますが……」

「そこは認めるんですね。まぁ一いち目もく瞭りよう然ぜんでしたが」

「ですがヴィオのいうように変態的な妄もう想そうを常つね日ひ頃ごろからしているわけではありません！」

　胸を張って否定するソフィーに、リュリシアが怪け訝げんな顔をした。

「変態的な妄想──申し訳ありませんわ。わたくしには正直、彼女の語る内容がなにを指していたのか理解できなかったのですけれど……」

「それは……」

「お前の変態妄想は、お姫ひめ様さまみたいに純じゆん粋すいな人には通用しないってことだね、ソフィー」

「あなたのせいでぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　ソフィーが怒いかりで顔を赤くしながらヴィオの服を摑つかんで妹を吊つり上げた。

「うにゃぁぁぁぁ、やめっ、ちょっ、おっぱいこぼれちゃうぅぅ！」

「……お前等、いいかげんにしろ」

　怒りを押し殺した顔でモニカが妹たちを睨にらんだ。

「そんなに騒さわいで、連中に発見されたらどうする気だ」

「申し訳ありません……でも悪いのはヴィオです」

「悪いことなんてしてないも～ん、本当のこと言っただけだも～ん」

「ソフィーとケンカしたいなら終わってからにしろ、ヴィオ」

「ちぇっ……寂しいのはソフィーだけじゃないのにさぁ」

　モニカが頭痛をこらえるように頭を押さえた。

「……つい先ほど、国王が声明を発表した。シャルたちを処しよ刑けいするそうだ」

「そんな!?」

「ペルデが我たしを処刑しようとした時は、それを大々的に宣伝したな。だが逆に人が集まりすぎてつけいる隙すきが生まれてしまった──その反省を生かしてか、今度はいつどこで処刑をするのかを明かしていない。極ごく秘ひ裏りに殺すつもりだろう」

「ならばなぜお父様はそんな声明を……」

「無論、逃とう亡ぼうする我たしたちをおびき寄せるためだろう──一見無防備な要塞だが、我たしたちを迎え撃うつ準備は万ばん端たんと思ったほうがよかろう」

「それでも、行かねばなりません」

「その通りだ。だが中にシャルたちがいるなら、要塞ごとあの兵器を爆ばく破はするという手段は使えないわけだ……まぁシャルやアリアなんかの犠ぎ牲せいなど気にせず爆破するという最終手段もあるがな」

「ちょっ!?」

「爆破は最終手段にして欲しいですわね」

　リュリシアが口をはさむ。

「あの要塞にはお父様がいらっしゃるのでしょう？　まずはわたくしが直接乗り込んで、お父様にバカげたことはやめるよう、説得を試みますわ。捕とらえられたあなたがたのご姉妹の解放と、あの大量破壊兵器の即そく時じ解体をお父様に要求してみせますわ」

「説得、か」

　モニカが冷れい笑しようをこぼす。

「なにかおっしゃりたいのなら、はっきりおっしゃっていただきたいですわ」

「なに──娘むすめにちょっと諭さとされた程度であっさり考えを改めるような覚かく悟ごで国王は戦争を始めようとしているのかな、と疑問に思っただけさ」

「確かに説得は困難かもしれませんわ。けど、今のこの状じよう況きようは、わたくしの理想とあまりにも遠い……絶対お父様を止めてみせますわ！」

「王女殿下がそうしたいというなら、好きになさればいい。だが、我々も実際の行動に移らせてもらうぞ」

「なにをする気ですの？」

「王女殿下はシャルたちの解放と、兵器の破壊には賛同してくれているわけだな？」

「えぇ、その通りですわ」

「なら王女殿下は好きなように国王陛下を説得すればいい。我たしたちは独自に動いて、人ひと質じちを解放すると同時にあの兵器を破壊する──別に問題ないだろう？」

「……破壊することはかまいませんけれど、ジュヴレーヌの騎き士しを不必要に傷つけてもらっては困りますわ」

「我たしのジャマをしなければ、なにもせんさ」

　唇くちびるを吊り上げるモニカ──裏を返せば、ジャマをする相手には容よう赦しやしないということだった。リュリシアは、あえてその部分には触ふれずにうなずいた。

「話は決まったな」

　と、モニカはまとめた。

「王女殿下は要塞内にいる国王陛下のところにいく。我たしは捕まったシャルたちを解放しにいく。ヴィオ、シラー、お前らはあの大砲を破壊しろ──こんなところか」

　さて、とモニカはソフィーたちを見た。

「さしあたっての目的は今言ったとおり三つに分かれるが、お前たちはどうする気だ？」

「無論わたしは、リリィ様と共に陛下のもとへ向かいます！」

　と、アンジュが宣言する。当然の選せん択たくだろう。

「わたしも、そちらへ参加すべきね」

　と、ミュスカ。だが、リュリシアが首を振ふった。

「いいえ、ミュスカ卿。あなたには、ソフィー卿たちの方を手伝って欲しいのですけれど」

「あら、いいんですか？」

「えぇ、わたくしはあくまでお父様と対話に行くのですもの。手伝いは、アンジュ一人いれば十分ですわ──傷の完治していないミュスカ卿に頼たのむのは心苦しいのですけれど」

「傷なら大だい丈じよう夫ぶです。もうほとんど痛みません。それに、昔はこれよりもっとひどい傷で戦い続けたこともありますから」

　と、腹部の傷を軽く叩たたいてみせるミュスカ。

「と、なると──バーガント砲ほうの破壊を手伝ったほうがいいかしら？」

「あたしとシラーの二人いれば十分だよぉ」

　と、ヴィオ。

「なら、人質の解放？」

「いや、お前には砲の破壊を手伝ってもらおう。ヴィオ、シラー。一いつ緒しよに連れていってやれ」

「モニ姉ぇがそういうなら」

「…………（コクリ）」

「ソフィー。お前は我たしと一緒に来い」

「それはかまいませんが……姉さんは大丈夫なのですか、その、脚あしで」

　モニカは騎士能力を持たないため、戦せん闘とうには向かない──が、それは《滅神咒具エスカトロイ》の副作用のためであり、実際には、モニカの《滅神咒具エスカトロイ》は騎士に対して絶大な優位性を持っている。

　だが、今のモニカは常に杖つえをついて歩き、片足を引きずっている状態である。これではさすがにキツイだろう。

「問題はない。この我たしが勝算なしに行動に出ると思ったか？」

　と、モニカ。いつも冷静な姉の顔には、自信があふれていた。

「考えてもみろ。あの中でつかまっているのはシャルにアリア、ティンにクロロ、シュンだぞ。人質になっている連中を解放すれば、それだけでこちらの戦力は倍となる。つまり、人質の解放にさえ成功すれば、我たしたちの勝利はほぼ確定する」

「確かに」

　特に、シャルやティンといった姉妹はこと戦闘力という点ではずば抜ぬけている。その戦力が手に入れば、相手が誰だれであれ、負けることはないだろう。

「では実際に動くとするか──」

　モニカの号令で、それぞれが動き出す。

　分かれる直前、ソフィーはヴィオを呼び止め、一番気になっていることを確かく認にんした。

「それでヴィオ──ここに兄さんはいるのですか？」

「ん～、シュン兄ぃっぽい匂においは確かにするよ？」

　ヴィオは、なぜか疑問系で答えた。

「ただ、なんてゆ～か……シャル姉ぇとかの匂いと比べたら、シュン兄ぃの匂いだけすごく薄うすいんだよねぇ」

「どういうことですか？」

「あたしにもそれ以上はわかんないさぁ」

　かなり不安だった──だが、王都でシュンが発見できなかった以上、ソフィーとしてはここにいることを信じるしかない。

　ソフィーは一いち縷るの希き望ぼうを胸に、要よう塞さいへと向かった。




　要塞内──最上階に位置する一室に座していた国王は、配下の騎士からの報告を受け取った。

「なに、それは誠まことか？」

「はい。要塞の正面入り口に、リュリシア王女殿下がいらっしゃいました。国王陛下への面会を希望していらっしゃいます」

「一人か？」

「いえ、従者のアンジュ卿きようとお二人です」

「ふむ……どう思う、エフィ卿」

「ご本人で間ま違ちがいないでしょうな」

　エフィは、モニタ越ごしに送られてくる映像を確認していた。

「王都でミュスカ卿と共に行方ゆくえ不明になっていた殿下がこのタイミングで姿を見せるとは……いったいなにを考えていらっしゃるのでしょうね」

「陛下、いかがいたしましょう」

「娘が父に会いに来たのだ、断る理由はあるまい」

　国王は鷹おう揚ようにうなずいてみせた。

「ここへ連れてこい」

「了りよう解かいしました」

　国王はエフィを振り返った。

「それで、招かれざる客のほうはどうだ？」

「王女殿でん下かの来訪に気をとられているスキに要塞内に潜せん入にゆう──いえ、ことによっては、すでに潜入されている可能性もありますな」

「では、そちらの対処はまかせるぞ。ワシは娘と会うことにしよう」

「かしこまりました」







「もうすぐマゴン要塞です」

　王都を飛び出した後、レニエの車は軽快に走り続けた──半日近く。途と中ちゆう一度、補給所で魔ま導どう車に〈魔ス元ク素レ〉を注入した以外、ほとんど休みなしである。

「思っていたより遠かったんですね、ここって」

「当然です。王国の最さい南なん端たんは、はっきりいえば僻へき地ちですからね」

　シュンは狭せまい車内で軽く肩かたを上下させた。座っていただけなのに、全身が凝こり固かたまってひどく疲つかれた気がする。だが、ひたすら一人で車の運転をしてくれたレニエの前でそんな疲れたそぶりは見せられない。シュンだって一応それくらいの空気は読むのだ。

「ぐおぉぉぉぉぉぉぉぉぉ」

　そして後部座席に一人で乗っていたブイはいつのまにか、後ろで横になってイビキをかきながら爆ばく睡すいしていた。

「寝ねれば静かになると思って無視していたのですが、ブイ卿は寝てもうるさいですね」

　うんざりした顔のレニエ。確かに──ブイは最初、後部座席からしきりにレニエに話しかけ、必死にアピールをくり返してレニエの気を引こうとしていた。が、運転のジャマです、の一言で軽くあしらわれ続け、やがて喋しやべり疲れたブイは寝てしまったのである。

「本当に緊きん張ちよう感のない新米騎士ですよ……」

「なんかすいません、ボクの友人が、いつも迷めい惑わくをかけています」

「あなたが謝る必要はありませんよ、シュナブラン卿」

「でも、やっぱりすいません」

「ふむ……あなたは、なにを怯おびえているのですか？」

「怯え？」

　レニエはチラリとシュンの顔を見た。

「いえ、ぼくの勘かん違ちがいならすいません。ただ、あなたの顔を見ていると、どことなく寂さびしそうな、怖こわがっているような、そんな心証を受けたもので」

「そうですか？　全然そんなことありませんよ」

「となると、それがあなたの素すですか……なるほど。女性はそういう悲しみを秘ひめた男性にどこか惹ひかれるものです。あなた、けっこうモテるんじゃないですか？」

「いえ、全然」

「おやそうですか。ぼくのカンも鈍にぶったかな？」

　レニエが不思議そうな顔をしている。ブイ曰いわく、女性にモテモテのレニエがそういうのなら、信しん憑ぴよう性せいもありそうだが、そんな女の子にもてた経験などシュンにはない。

　学園にいる間は女の子とせいぜい普ふ通つうに日常会話を交かわすくらいで誰かとつきあったことはない。家族は女の子だらけだったけれど、子供の頃ころはシュンが遠えん慮りよしすぎてどこかよそよそしい空気だったし、今でこそだいぶ姉妹きようだいとも仲良くなったけれどそれは家族としてだし、やっぱり女の子にモテたことなどない──シュンはそう結論づけた。

「さて──それでは準備をしましょうか」

「準備？」

　他に車など一台も通らない道路のど真ん中でレニエは車を停車させた。

　キッ、ゴロッ、ドタッ「イテッ！」

　車の慣性によって後部座席で寝ていたブイが下に落ちた。

「あれ？　もうついたんすか？」

「まだです。あなたは寝ていなさい」

「あ、そっすか。じゃ、お言葉に甘えて」

　ブイはまた寝ね息いきを立て始めた──ある意味シュン以上の大物だった。

　レニエはシュンに車を降りるよう告げる。降りると、レニエも同様に降り立ち、車の後ろのトランクを開けた。

「ここに隠かくれてください。さすがにあなたをそのまま要塞内に連れ込むのは難しいので」

　──と、いうわけでシュンが車のトランクに隠れ、車は発進した。

　けっこう振しん動どうが大きい。助手席に座っている時はあまり気にならなかったけれど、トランクの中だとけっこう揺ゆれて体中をトランクにぶつけてしまう。痛いけれど、少しの辛しん抱ぼうだ。ガマンガマン、と耐たえるシュン。

「ぐおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ」

　そしてトランクの中にいてもブイののんきなイビキが聞こえた……親友へのいらだちが少しだけ湧わいてきた。

　シュンは手足を縮めた窮きゆう屈くつな体勢でひたすら振動に耐えた──やがて、車が減速するのがはっきりと感じられた。そして車が完全に停車する。

　到とう着ちやくしたのかな、と思っていると──タッタッタ、誰かが車へ駆かけ寄ってくる足音が聞こえた。

「こんにちは、王都第二騎き士し団だん所属、レニエ・フィーネ・キュリスです。連れん絡らくが来ていると思うのですが」

　と、レニエが誰かに告げる。その相手らしき声も聞こえた。

「えぇ、聞いています。身分証をお願いします」

「どうぞ」

　レニエがなにかを手て渡わたしたようだ。相手もそれを確認しているらしい。

「はい、本人の確認が取れました──同乗者のかたは？」

「ぼくの部下です。この機会に、ぼくの仕事を見せておこうと思いまして」

　ブイのことだろう。だが相手の声のトーンが変わった。

「申し訳ありませんが、お連れ様の入場許可は出ていません」

「なんですって？　ぼくは王都の上級騎士ですよ」

「存じ上げています。ですが、現在マゴン要塞は最警けい戒かい態勢となっており、入場は制限されています」

「どうしてもダメですか？」

「はい」

「ぼくの権限でも」

「はい」

「しかたありませんね──ブイ卿。あなたは降りなさい」

「え!?　どういうことっすか」

「言葉通りの意味です。あなたは要塞には入れません」

「そんな!?　だって、ここから一番近い町までどれだけ離はなれていると思ってるんですか！」

「わかっています。あなたはこの門の外で待機していなさい。ぼくの用事が済んだら、帰りに拾ってあげます」

「聞いてないっすよ、レニエ卿」

　ブイの文句が聞こえるが、どうしようもないらしく、ぶつぶつ言いながらブイが車から降りる気配を感じた──要塞の外でボーッと立ちつくすブイの姿が目に浮うかぶようだった。

「一応車内をあらためさせていただきます」

　まずい──シュンは、息をのんだ。もし見つかったらどうしよう、と全身を冷ひや汗あせが濡ぬらしていく。

「どうぞ」

「トランクもお願いします」

「はい」

　バタッ──トランクが開けられた──中を見た係官は、よし、とつぶやいた。

「問題ないようです。中へどうぞ」

　重々しい音がひびく──要よう塞さいの城じよう壁へきにある門が開く音だ。レニエの車は軽快な音を立てながら門をくぐり、要塞の敷しき地ち内へと入った──やがて、停車する。

「つきましたね──要塞の正面から少し離れた場所に停車させておきますか。ここから右手側に行くと建物の裏口があるようですね」

　レニエがそんな独り言を言いながら車を降りる気配──もちろん一人言に見せかけてシュンに情報を提供してくれているのだ。

　そして──そのまましばらく息を殺し、周囲に人の気配がしないことを確認し、シュンはトランクのふたを内側から開けた。

　少しだけ開けた隙すき間まから外の様子をうかがう──大だい丈じよう夫ぶ。近くに人はいない。

　シュンは自分の体がギリギリ通るだけトランクを開け、その隙間から音もなく地面へと着地。トランクを静かに閉めた後、車の下の隙間に体を入れた。周囲を見回し、誰だれもいないことを確認すると隙間からはい出て、近くにあった建物へと向かった。レニエの言うとおり、裏口らしき扉とびらがあった。そこから中へ──ガチッ、鍵かぎがかかってる。ですよね～。

　扉はごく普通の金属製の扉だ。思いっきり力を入れれば壊こわせそうだが、そんなことをすればすぐ誰かに見つかる。

　なにかないかと周囲を見回す──と、二階の窓が開いているのを見つけた。

　シュンは壁かべを蹴けって二階まで跳ちよう躍やくすると、そのまま窓からスルリと内部へ侵しん入にゆうした──これくらいの芸当、数々の修しゆ羅ら場ばをくぐって成長した今のシュンならばなんなくこなせた。

　室内にはいると、すこし酸っぱい異い臭しゆうがした──これは、大勢の汗の臭においだ。臭いが、騎士学園時代さんざんかいできた臭いなので、逆に懐なつかしさを感じた。

　入った部屋は更こう衣い室らしかった。だだっ広い部屋に無数のロッカーが並んでいる。臭いがヒドイから窓を開けていたのだろう。要塞内とはいえ不用心だが、おかげで助かった。

「なんとかうまく入れたね」

　幸い更衣室内に人はいない。シュンは一息をついた。

　先ほど入り口でトランクを開けられた時はどうしようかと思ったが、係官はシュンに気づかずそのまま閉めてしまった。

　シュンは、要塞に着く直前、レニエと車外でした会話を思い出した──




「ここに隠れてください」

　と言ってレニエはトランクを開けた。さらにトランクの底のシートをめくると、その奥には数本の剣けんがならんでいた。

「予備の騎士剣をしまっておけるよう、二重底に改造してあります」

　レニエは剣をとりだすと、無造作に道路の脇わきに放ほうり投げた。

「あなたにはここに隠れてもらいます。ぼくは要塞内の駐ちゆう車しや場じように車を止めますので、隙すきを見てトランクから出て、後は好きに行動してください。ぼくにできるのはそこまでです。それ以上の助けを期待されても、困ります」

「いえ、ありがとうございます、それで充じゆう分ぶんです！」

　要塞内にまで入れれば御おんの字だ。そこからは自力で何とかしよう。

　幸いシュンはそこまで大おお柄がらではないし、体もどちらかというと瘦やせている。少し窮屈だが、手足を縮めればトランクの隠しスペースにすっぽり隠れられた。

「あの剣はどうするんですか？」

「捨てていきます。しかたありません」

　シュンのせいで大切な剣を捨てさせてしまい、少し申し訳なかった。

「フタを閉めます──内側のスイッチを押せば内側からでも開けることができますので、うまくやってください」

「はい、わかりました！　ありがとうございます！」




　と、いうわけでシュンはトランクの二重底に隠れていたのだ。係官も、もっと注意深く見ればトランクが少し狭せまいことに気づいたかもしれない。

　しかしトランクを確認する直前、レニエはブイを連れて入ろうとしてゴネていた。結局ブイは入れなかったが、係官は目の前にいたブイの存在に気をとられたせいで、二人目のシュンが隠れていることにまで気が回らなくなっていたのである。これは、シノンが一枚目の名めい刺しに気をとられ、二枚目に気づかなかったのと同じ理り屈くつだ。

　となると、レニエはこうやってシュンを連れ込むためにわざわざなんの関係もないブイまで連れてきたのか……レニエの思し慮りよに改めて驚おどろくと同時に、ブイの役割が少し不ふ憫びんだった。まぁ、ブイのおかげでシュンは無事中に潜せん入にゆうできたわけだが。

「あ、待てよ、更衣室ってことは……」

　ロッカーに手をかけるが、鍵がかかっていた。だが、これだけたくさんのロッカーがあるのだ──片かたっ端ぱしから調べていくと、鍵のかかっていないロッカーがあった。そこを開けると、少し使い古した感じの騎士の制服が入っていた。

「この要塞の騎士団の制服だよね？　これに着き替がえれば怪あやしまれずに中を動けるよね」

　たまたま侵入できた場所が更衣室で運がよかった──シュンは、手早く制服を着替えた。着てみると、サイズが少し大きいが、贅ぜい沢たくは言っていられない。

　シュンはそのまま更衣室を出て、要塞内の通路を進んでいった。変にオドオドすると怪しまれるだろうから、逆に堂々と胸を張って進んでいく。そういうハッタリは割と得意だった。通路の途と中ちゆうで何人かの騎士とすれ違ちがったが、逆にこちらからアイサツをしてみた。すると相手も適当に会え釈しやくを返してくれる。怪しまれてはいないようで、まずは一安心だった。

　と──シュンは、通路の窓から外の様子をあらためてうかがうことができた。高く堅けん牢ろうな要塞壁に囲まれた敷地内、その中央に巨きよ大だいな塔とうのようなものがそびえている。だが塔ではなかった。円えん筒とう形のそれは、大きく傾かたむいているのだ。あれが巨大な砲ほう身しんであり、ウワサの秘密兵器であることは一目でわかった。

「すごい大きさだな。あんなので撃うたれたらひとたまりもないよね」

　ブルリ、体が震ふるえた。もしこれから先、この大砲で大陸中が砲ほう撃げきされたりしたら──バーガントはメチャクチャになってしまう。

　いっそここで破は壊かいしてしまうか──いや、ダメだ。窓から見えるだけでも、砲身の周辺は騎士が大勢いて警備は万ばん全ぜんのようだった。そもそも、《滅神咒具エスカトロイ》がない今のシュンでは、あれを破壊することはできない。

「あ、待てよ……国王も、ここにいるんだっけ」

　シュンの《滅神咒具エスカトロイ》を奪うばったのは国王だ。どうやって奪ったのかはわからないが、国王がここにいるということは、シュンの《凱旋門兜ドウリオンフ》もここにあるのではないだろうか。

「もしかして、取り返すチャンス？」

　シャルたちの救出も重要だが、《凱旋門兜ドウリオンフ》が取り戻もどせるなら早いうちに取り戻したいところだ。

　問題は、要塞内の構造がよくわからないところだ──はっきり言って内部は通路と階段が入り組んでいて、しばらく歩いただけで自分の現在位置を見失ってしまいそうだった。

　これは、砦とりでの内部に敵が攻せめ込んできた時、それを迎げい撃げきするためにあえて内部を複雑化しているのだ。古い要塞はそういう構造なのである。まさか案内板があるとも思えないし。

「クロがいてくれたら、どっちに行けばいいか教えてもらえるのになぁ……」

　改めて妹の重要性を実感するシュンであった。

「おい、そこのお前!?」

　と、不意に呼び止められた。はい、と振ふり返ると、中年の騎き士しがシュンを睨にらむように見ていた。

「お前、さっきからこの辺りをウロウロしてないか？　なにをサボッてるんだ！」

「いえ、それは……」

　まずい、ちょっと油断していたかもしれない。シュンは、少し慌あわてた。だが、露ろ骨こつにあたふたしてはかえって怪しまれる。シュンは、堂々と答えた。

「緊きん急きゆう事態です！　先ほど、砦内部に怪しい人物が侵入したと、見張りから報告がありました！」

「なんだと、そんな報告、聞いてないぞ！」

「事実です！」

　胸を張って答えるシュン──実際シュンが侵入しているわけだから事実である。レニエの手しゆ腕わんをマネして、シュンもあえて大だい胆たんな行動に出たのだ。こういえばまさか相手も、目の前のシュンがその怪しい人物だとは思うまい。

「うん？　お前、やけに若いな。新入りか!?」

「最近配属されました！　ともかく、警けい戒かいを強めるようにと言われております」

「バカな、最警戒態勢だというのに、門番はなにをしていたんだ！」

　と、そのとき──ドォォォンッ──大きな爆ばく発はつ音が外から響ひびき、要塞全体がビリビリと振しん動どうした。

「今度は何事だ！」

　と、中年騎士が近くの窓にとりつく。シュンも、窓から外を見た──要塞内の建物、その壁へき面めんに大きな穴があいていた。なにか爆発が起こったのか、その穴からもうもうと、黒こく煙えんが外に吹ふき出ている。

「バカな、爆発だと!?　クソ、賊ぞくめ、あんなところに!?」

　なんだかよくわからないけれど、これはチャンスだ、シュンはそう判断した。

「たいへんです、国王陛下をお護まもりしないと！」

「そうだな──いや、いい！　陛下にはわたしがお伝えする！　新入り、お前は二階の待機所へ行け！　休きゆう憩けいしている連中と合流して、ここの防備を固めろ！」

「わかりました！」

　シュンが敬礼をすると、慌てた様子で中年騎士はかけだした。

「……つまり、今の人の跡あとをつければ国王の居場所がわかるってことだよね」

　なんだか今日のシュンは運がいい。全すべての状じよう況きようがシュンにとって都合よく動いているように思えた。

　外で爆発が起こったということで、砦内には警報が鳴り響いていた。その音に紛まぎれるようにしながら、シュンは去っていった騎士を追いかけて進んでいった。




　シュンが砦に侵入するよりも少し前──ソフィーとモニカの二人は、すでに砦の内部へと侵入していた。

「あっさり入れましたね──シラーの能力なら当然ですが」

　要よう塞さい内への侵入は、シラーの《滅神咒具エスカトロイ》を使った。影かげの中を自由に移動できるシラーの能力により、誰だれにも見つかることなく侵入できた。

「とはいえ、そう簡単にはいかんな」

　要塞の地下へ続く通路を二人は進んでいた。杖つえをついて歩きながら、モニカが壁を軽く叩たたく。

「古い要塞だが、この辺りは改築されているな。壁の素材に〈反魔導素エル・スクレ〉が混ざっている。これに囲まれた場所は、シラーでも侵入できん」

　ソフィーたちをここまで送ったシラーは、今はヴィオたちと一いつ緒しよにバーガント砲ほうの破壊へと向かった。

「なんだ、お前たちは、どこへ行く気だ！」

　と、正面に砦の騎士が現れた。ジュヴレーヌの騎士であったソフィーはともかく、モニカの服装は明らかに騎士らしくない。怪しまれるのは当然だ。が──

「ジャマだ、眠ねむっていろ」

「うっ……あぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　と、騎士は頭を抱かかえてその場にうずくまった。その横を悠ゆう々ゆうとモニカは進んでいく。

「これが姉さんの《滅神咒具エスカトロイ》なのですか？」

「そうだ。《廃墟無錠リユインゼラブル》の力で騎士の能力を無効化すると同時に、副作用で精神が恐きよう慌こう状態になる」

　モニカのおかげで先ほどから騎士と出くわしてもなにもしないで素す通どおりができていた。モニカが先に立って、要塞の地下深くへと続く階段と通路を進んでいく。

「一応ここに来る前に、この要塞を建造した当初の設計図を入手した。要塞の地下には収容施し設せつが造られていたから、シャルたちがそこにいる可能性は高い」

「では、兄さんもそこに？」

「わからんな。だが我たしが調べた限り、シュンの捕ほ縛ばく命令が騎士たちに出されたまま撤てつ回かいされていなかった。シュンは、まだ捕つかまっていない可能性がある」

「そうですか……よかった」

「どうした、ソフィー。お前らしくないではないか」

「どういうことでしょう？」

　杖を使ってゆっくり進みながらモニカが妹に告げる。

「あれだけシュンにベッタリだったお前だ。シュンがいない状況では、すぐに探しに行く、と飛び出すものと思ったが、ここ数日は大人しくしていた。今も、シュンの居場所がわからないままなのに落ち着いている」

「私もいつまでも子供ではありません」

　ソフィーもまた、周囲を警戒しつつ、姉に答えた。

「兄さんは、もう私が護らねばならないほど弱くありません。むしろ強くなりました。たとえ危険な目に遭あおうと、自力で切り抜ぬけるだけの力を持っていると信じています──もちろん心配はしていますよ。ですが、兄さんが無事ならば、きっと私たちと同様、兄さんもこの要塞に囚とらえられたシャル姉たちを助けに来るはずです。ならばここにいれば兄さんと再会できる可能性は高いと、私は考えます」

「やはり変わったな、お前は」

「変わったのは姉さんも同じでしょう──昔の姉さんなら、こんな風に私に話しかけたりしなかったはずです」

「そうか？　ふん、我たしも年をとって、少し臆おく病びようになったのか」

「変えられたのですよ──私も、姉さんも、それだけではない、私たち姉し妹まい全員が、兄さんと出会い、兄さんの成長を目まの当たりにすることで、誰もが変わっていったのです」

「ふん」

　鼻を鳴らし、カツンカツン、杖の音を響かせながらモニカは先へ進んでいく。肯こう定ていも否定もしないということは、モニカもソフィーの言葉に思い当たる節があるのだろう。実際モニカと久しぶりに再会したソフィーは、この偏へん屈くつな姉の人当たりがよくなっていると気づいた。それはやはりシュンの影えい響きようだろう。

　ソフィーの考えが間ま違ちがっていなければ、シュンもこの要塞のどこかにいるはずだ。いったいどこに……

「待てソフィー……妙みようだな」

　急に足を止め、モニカが周囲の様子をうかがい始めた。

「どうしたのですか？」

「ふむ……予想していたよりも、警備の騎士が少ない。ここに配備された人数と要塞の広さから逆算すると──この先にシャルたちがいるのならば、当然それなりの数の騎士が配備されているはずだ。なのにその数が少なすぎる……我たしの読みがはずれたか？」

　確かに、とソフィーもうなずいた。モニカのおかげでほとんど戦せん闘とうにならないまま進んできたが、かなり進んだはずなのに出くわした騎士の数はさほど多くない。

「どうしましょう、姉さん」

「それに、ここの構造も気になるな」

　コンコン、とモニカが金属製の壁かべを叩くと硬こう質しつな音が響いた。

「姉さん。なんでしたら、私が先に降りて様子を見ましょうか」

　と、ソフィーが提案する。

「待ち伏ぶせをされていたとしても、私なら負けることはないでしょう」

「ふん、だが、罠わなの可能性もあるぞ」

「これでも足の速さには自信がありますので、罠だったらすぐに逃にげます。それに、姉さんもこうなることを想定して、私を連れてきたのではありませんか」

「いいだろう、そこまでいうのならばお前に任せる」

「えぇ、わかりました。姉さんは待機していてください」

　ソフィーは腰こしの剣けん、《聖堂光剣カセドラル》を引き抜き、駆かけだした。走りながら《聖堂光剣カセドラル》の柄つかをスライドさせる。ガシュッと、中に装そう塡てんされた〈魔弾テイリユル〉が排はい莢きようされる。

〈皇覇刻オーバー・クロツク〉で瞬しゆん間かん的に加速し、ソフィーは地下へと続く通路を一足飛びに駆け下りていった。

　通路は、思っていたよりも長かった。地下何階まであるかはわからないが、こんなに深いと壁の外は海になっているかもしれない。

「なんっ、ダッ！」

　通路の途と中ちゆうで数人の騎き士しと出くわしたがソフィーの方が遥はるかに速い。本気を出すまでもない相手だったので、とりあえずクビを峰みね打うちにして失神させ、通り過ぎていく……やがてソフィーは、要塞の最深部へと到とう着ちやくした。

　モニカの言葉通り、そこは牢ろう獄ごくとなっていた。薄うす暗ぐらく、ジメジメとした空気はいかにもそれらしい。石造りの無骨な壁と鉄格ごう子しが無数に立ち並び、周囲には饐すえたような臭においが立ちこめていた。だが──

「……姉さんの読み通り、人の気配がありませんね」

　見たところ、鉄格子の中はどこもカラだった。最近使われた形けい跡せきはない。シャルたちがここにいる可能性は低そうだった。

　それでも念のためと、ソフィーは牢ろう屋やを一通り確かく認にんしていくことにした……見張りの騎士もここには一人もいないようだった。ますます期き待たい薄うすだ。これは、早くモニカと合流して他の場所を探した方が……

　だが、歩いているうちにソフィーはかすかな物音を耳にした。さらになにかの動く気配……誰かいるようだ。

《聖堂光剣カセドラル》を構え直し、気配のする方へと油断なく進んでいくソフィー。薄暗い地下の最さい奥おう部分の牢屋に誰かいる──

「あなたは……クロロですか!?」

「ん～ん～ん～！」

　ソフィーの妹、クロロがそこにいた！　クロロは牢屋の中のイスに体を縛しばり付けられ、猿さるぐつわまでされて身動きがとれない状態になっていた。それでもクロロはイスの上で自由にならない体を必死に揺ゆらし、猿ぐつわの奥で必死になにかを叫さけんでいた。

「待っていなさい、今助けます！」

　ソフィーはクロロの捕らえられた牢屋の鉄格子に《聖堂光剣カセドラル》の刃はを叩きつけた──が、ガインッ、硬質な音とともに《聖堂光剣カセドラル》から火花が飛び散り、武器が弾はじかれてしまった。

「なんですか、この牢屋は。固すぎる」

《聖堂光剣カセドラル》は《滅神咒具エスカトロイ》。並の鋼はがねならたやすく両断できるほどの切れ味がある。その刃を弾いてしまうとは、目の前の牢屋は明らかに特別製だった。

　ソフィーは続けて《聖堂光剣カセドラル》をふるうが、何度攻こう撃げきしようと頑がん丈じようそうな格子はビクともしなかった──いや、さすがに無傷とはいかず、少しずつ傷が入っている。

《聖堂光剣カセドラル》の光撃ビームならこれくらいの牢屋は破は壊かいできるだろうが、内部にクロロがいるのでそんな乱暴な手段は使えない。手間はかかるが、このまま腕うでずくで破壊するしかないだろう。周囲に敵はいないし、時間さえかければそのうち破壊できるはずだった。

「ん～ん～！」

「わかっています、クロロ。すぐ助けますから大人しくしていなさい」

「ん～ん～ん～!!」

　牢屋の中のクロロは、必死に首を振ふりながらソフィーに向かって何事かを叫んでいる。いったいなにを言っているのかよくわからないが、ずいぶんせっぱ詰つまった様子だ。なにかをソフィーに伝えようとしている？

「いったいなに……」

　ドォッ！

　そのとき、なにか大きな音が響ひびいた。続いてごぅごぅと、大きな水音。

　ハッと気づくソフィー。これはまさか……ほどなく、ソフィーの足下に水が流れてきた。クロロが伝えようとしていたのはこのことか!?

　ゴゥゴゥと激しい水音が響き、水はあっというまにソフィーの足首を吞み込んでしまった。恐おそろしい勢いで水位が上じよう昇しようしている。モニカの読み通り、罠だったのだ！

　地下深いこの場所は、おそらく海面よりも下に潜もぐっている。外の海水を引き込めば、地下部分は自動的に水すい没ぼつしてしまうだろう。

　これがソフィー一人ならば、《滅神咒具エスカトロイ》の力で悠ゆう々ゆう逃にげることができた。だが牢屋の中のクロロはこのままではあっという間に水死してしまう。助けるにはすぐに牢屋を破壊する必要があるが、水位の上昇が予想以上に速い！　なんて巧こう妙みような罠だ、とソフィーは戦せん慄りつした。

　あせってしまい、手元が狂くるって《聖堂光剣カセドラル》が弾かれる──落ち着け。冷静さを失えばおしまいだ。

「やはりな、こんなことだと思った！」

　バシャバシャッ──通路に充じゆう満まんしつつある海水をかき分けるようにしてやってきたのは、モニカである。

「姉さん、どうしてここに！」

「ジュヴレーヌ王は、我たしの調査からこれまで逃げ続けた黒幕だぞ！　そうとう用心深い奴やつだ！　そんな奴がこの砦とりでで待ちかまえているならば、我たしたちを確実に仕留める巧妙な罠も用意してあるだろうと思った！」

　水は、すでにヒザの高さに到とう達たつしていた。モニカは不自由な片足をムリヤリ引きずりながらクロロの捕らえられた牢屋に近づいた。

「だからムリを承知で我たし自らここにきたのだ──《廃墟無錠リユインゼラブル》の前では、あらゆる錠じよう前まえは無力だ！」

　モニカが片手を思いっきり牢屋に叩たたきつけた。瞬間、バリンッ、何かの割れるような音。同時に、ソフィーがあれだけ手こずった牢屋の扉とびらがあっさりと開いた。

「ソフィー、ボサッとするな！　さっさとクロロを連れて逃げるぞ！」

「わかりました！」

　モニカに言われ、慌あわててソフィーは牢屋に飛び込んだ。身動きのとれないクロロをイスごと持ち上げる。今は時間が惜おしいし、騎士の腕わん力りよくならばそれくらいは片手で持つことができた。

　クロロを持って牢屋を飛び出し、さらに反対の手でモニカの腰に手を伸のばす。その状態でソフィーは《聖堂光剣カセドラル》の能力を使用した。

　超シユペル・〈皇覇刻オーバー・クロツク〉──ソフィーたちの体を光の粒りゆう子しが包み込み、瞬間的に加速する。

　騎士の〈皇覇刻オーバー・クロツク〉をも超こえる速度で急加速したソフィーの体は水柱を上げながら水没した通路を駆け抜け、地上へ続く通路を駆け戻もどっていく。だが──

「通路がふさがれている!?」

　来る時は何ともなかったはずの通路は、巨きよ大だいな金属製の扉によって完全封ふう鎖さされていた。確実にソフィーたちを葬ほうむるための扉だろう。

「姉さんは私にしがみついておいてください。強きよう行こう突とつ破ぱします」

　モニカの腰に回していた腕を動かし、《聖堂光剣カセドラル》を前に突つき出すように構えた──地下の牢屋はクロロがいたおかげで破壊に手間取ったが、そういった制約がなければ遠えん慮りよをする必要はない。

《聖堂光剣カセドラル》が高速で〈魔弾テイリユル〉を排莢して大量の〈魔ス元ク素レ〉を供給。《聖堂光剣カセドラル》の剣けん身しんにまばゆい輝かがやきが収束していき、それが一気に解放された。

　目も眩くらむような光の奔ほん流りゆうがソフィーたちの前方へと発射され、正面の巨大な扉を直ちよく撃げき。扉はその圧力に耐たえきれず、一瞬でねじ曲がりながら吹ふっ飛とんだ。

　地上へ戻る通路を塞ふさいでいた扉は全すべて消失し、ソフィーは悠ゆう々ゆうと逃げることができた。

「ソフィー、もういいだろう」

　と、モニカが告げる。

「あれは海水を引き込む仕し掛かけのようだからな、海面より上に出れば、水位も届くまい」

「そのようですね」

　ソフィーはその場にモニカとクロロをおろし、一息をついた。周囲の通路に人の気配はない。

「見張りが露ろ骨こつに少なかったのは、最初から水みず攻ぜめにするつもりだったのだな──ジュヴレーヌ王もまだまだ甘いな。我たしが奴の立場だったら、捨て石の見張りを大量に配備しているところだ」

　などとモニカは冷れい笑しようを浮うかべている。確かにそんなことをされたらソフィーたちも変に警けい戒かいはしなかっただろうし、騎士にジャマをされれば脱だつ出しゆつが間に合わなかった可能性もある。

「ん～ん～！」

「おっと、忘れてました」

　シュッ、ソフィーが《聖堂光剣カセドラル》をふるった。クロロをイスに拘こう束そくしていた縄なわと猿ぐつわが切断され、クロロはようやく自由の身となった。

「バッカ！　ソフィーとモニカの大おお馬ば鹿か野や郎ろう！　来るのが遅おせぇーのです！　あたくし様、もう死ぬかと思ったのです！」

「すいませんね、これでも急いだのですから、許してください」

「ふぇ～ん、許さねぇのです、えぇ～ん！」

　緊きん張ちようの糸が切れたのか、クロロがいつになく子供っぽく泣き始めた。よしよし、とクロロの柔やわらかな金きん髪ぱつをなでてあげるソフィー。だが──

「ふぇ～ん……トイレ行きたいのです！」

「それはそうでしょうね……」

　いったいどれくらいの時間地下に閉じこめられていたのかは知らないが、あんな身動きとれない状態では生理現象もどうしようもなかっただろう。

「のんびりしている余よ裕ゆうはないぞ。便所に行きたいならその辺ですませてこい」

「うぅ、屈くつ辱じよくなのです……」

「お前、子供の頃ころは野山で遊んでそのまましていただろ」

「うっせーのです！　人の黒歴史ほじくり返すな、なのです！」

　クロロのクロ歴史……いや、つまらないシャレを言っている場合ではない、とソフィーは気を引き締しめた。

　ともあれ──数分後、クロロの顔は見たこともないくらい晴れやかな笑え顔がおになっていた。

「それで、クロロ。地下にはお前一人しかいなかったようだが、他の連中はどうした？　シャルやアリアの奴も捕つかまっていたはずだが？」

「そうなのです、ヤベーのですよ！」

　と、慌てて顔を引き締めるクロロ。

「シャルのやつらは国王と一いつ緒しよにいるはずなのです！　あたくし様は、助けに来るお前らを罠わなにはめるために地下に一人で閉じこめられたのです！」

「そうか。わかった──ともあれ、お前が復帰したのは大きい。クロロ。お前の力でさっさと要よう塞さい内の通つう信しん網もうを混乱させろ。それと、シャルたちの詳くわしい現在位置を探さぐれ」

「うぅ……できねぇのです……」

　涙なみだ目めになってうつむくクロロ。なんだか様子がおかしいと、ソフィーは気づいた。

「どうしたのですか、クロロ？」

「うぅ……国王の奴に《滅神咒具エスカトロイ》を奪うばわれて、あたくし様は力が使えねーのです」

「なんですって？　そんなこと……ありえません」

《滅神咒具エスカトロイ》はそもそも、ソフィーたちそれぞれの持ち主しか使えない。姉し妹まい同士であっても、自分のもの以外の《滅神咒具エスカトロイ》は使えないほどだ。

　また、ソフィーは常つね日ひ頃ごろから《聖堂光剣カセドラル》を持ち歩いてはいるが、実は持ち歩く必要はない。必要になった時に念じればいつでも手元に召しよう換かんできるのだ。そのため、他人に奪われるという事態は本来あり得なかった。
















「本当なのです。あのやろー、あたくしさまたちと、あとシュンの《滅神咒具エスカトロイ》も奪っていやがったのです！　しかも、自分で使っていたのです！」

「それこそありえません。並の人間が、《滅神咒具エスカトロイ》を手に入れてもその力を自由に引き出すことは不可能です」

「そうだな」

　うなずくモニカ。

「魔族のペルデも我たしの《滅神咒具エスカトロイ》を奪ったが、奴は我たしの肉体ごと《滅神咒具エスカトロイ》を手に入れることでその力を引き出していた。裏を返せば、奴一人では《滅神咒具エスカトロイ》を使うことはできなかったということだ」

「事実なのですか、クロロ？」

「ウソじゃねーのです！　あたくし様だってそれくらいの理り屈くつはわかっているのです！　けど、この眼めで見たのです！　今も、《滅神咒具エスカトロイ》が呼び出せねーのです！」

「その話が事実ならば──結論は一つだな」

　モニカが思し慮りよ深ぶかく告げる。

「そんな芸当のできる国王は──人間ではないということだ」

「では魔族？　いえ、魔族でも、母さんクラスしか《滅神咒具エスカトロイ》を使いこなせなかったはずです……」

「魔族である可能性も低い──となると国王は、人間でも魔族でもない、もっと別の存在ということになる」

「そーいえば、シャルのやろーがそんなことを言っていたのです」

　クロロが、何かを思い出しながら告げる。

「確か……バルドスとか言っていたのです」

「なんですか、それは？」

「ふん？　どこかで聞いた名だな……そうだ。地下の先史文明の遺い跡せきの壁かべに、それらしい文字が書いてあった。そこに書いてあった名前がバルドスだったような……」

　モニカがぶつぶつと告げる。

「いったいバルドスとは何なのですか」

「我たしとて知らないことはある。そもそも壁のラクガキなどたいして興味がなかったからな」

「役にたたねーのです!?」

「なんだと!?」

「ふんっ、あたくし様なら一瞬でも視界に入れば、そこに書いてあった内容はいつでも思い出せるのです！」

「舐なめるなよ、クロロ、それくらい我たしだってできる──少し待て、今思い出す」

　モニカがプライドを傷つけられたか、額に指を当てて眼を閉じた。自分の記き憶おくを呼び起こしているようだった。

「ふん……そうだな……世界を創造した存在の名はファムアテル──すなわち神と呼ばれる種族の名前。そしてファムアテルと呼ばれる種族を滅めつ亡ぼうさせた存在──その名がバルドスだ。つまり、神を滅ほろぼした存在ということになる」







　一方──リュリシアとアンジュは、正面からマゴン要塞内部へと侵しん入にゆうすることに成功していた。特別なことはなにもしていない。普ふ通つうに正面入り口に行って名乗ったら、拍ひよう子し抜ぬけするくらいあっさりと中に入れてもらえたのだった。

　要塞内の狭せまい通路を案内の騎き士しに先導されながら、二人は進んでいった。

「国王陛下はどちらにいらっしゃいますの？」

「最上階にいらっしゃいます。殿でん下かの姿が見えなくなって以来、たいへん心配をなさっているご様子でした」

「そう、ですの……」

　リュリシアは複雑そうな顔をしていた。その反応は、リュリシアの知る国王と同じだったからだ。そんな国王がリュリシアにも秘密に大量破は壊かい兵器を造っていたという事実を、この目で見てもリュリシアはまだ信じられなかった。

「こちらで陛下がお待ちです」

　案内された要塞内の最上階──リュリシアは覚かく悟ごを決め、扉とびらを開けた。

「よく来たな、リュリシア」

　低い声がリュリシアとアンジュを迎むかえた──室内には国王が一人、座して待っていた。窮きゆう屈くつな通路とは打って変わって、大きな部屋となっていた。部屋の奥は巨きよ大だいなカーテンによって仕切られている。そのカーテンの前に置かれたイスの上に国王は座っていた。

「この親不孝者め、連れん絡らくもなしに姿をくらませおって、この年寄りを心配させてなにが楽しい！」

　いきなりの叱しつ責せき──だが、国王の怒いかりももっともである。リュリシアは腰こしを曲げ、丁てい寧ねいに頭を下げた。

「申し訳ありませんでしたわ、国王陛下。火急の用事があったために、しばし王宮を離はなれねばならなかったものですから」

「火急の用とな？」

「はい、わたくしの友人たちにたいへんな問題が起きましたので、その対処に当たっていましたの」

　リュリシアはゆっくりと頭を上げ、国王の顔を見た。シワの目立つ年老おいた父。ここ最近は寄る年波のせいか、めっきり老ふけ込んだような印象をリュリシアは受けていた。だが今目の前にいる国王の顔には精気がみなぎり、とても活気に溢あふれているように見える。その変化が、少し不可解だった。

「まぁよい。なんであれ、お前が無事だったのだ。まずはそれを喜ぼう。ワシは嬉うれしく思うぞ、リュリシアよ」

「お父様──お尋たずねしたいことがあります」

「なんだ？」

「外のあの砲ほう台だい──バーガント砲という名のあれは、なんですの？」

「お前が見たとおりのもの──大陸に新たな秩ちつ序じよをもたらす、新時代への扉だ」

「惚とぼけるのはおよしになって、国王陛下──あの砲台で同盟国であるシャンミュニ皇国や他の東部諸国に脅おどしをかけているということはわかっていますのよ！」

「脅しではない。政治的な駆かけ引きだ」

「言うことを聞かなければ砲ほう撃げきする──これが脅しでなくてなんだと言いますの!?　わたくしにはお父様のなさろうとしていることがわかりませんわ。世界は、後一歩のところで平和になるところでしたのよ！　なのに我がジュヴレーヌが自らこの世界の平和を脅おびやかす存在になってどうしますの！」

「平和か──リュリシアよ、お前はまだ若く、未熟だ。故ゆえにわからんのだ──平和など幻げん想そう。一時的な平和が訪おとずれようと、遠くないうちに新たな争いが生まれる。だから我々は常に戦い続けなければならない。そして戦いの果てにこそ、人類の進化があるのだ」

「帝てい國こくも東部諸国も、誰だれもが戦争を望んではいませんでしたのよ！　なのにこんな殺さつ戮りく兵器で脅しをかけて！　今や同盟国であった隣りん国ごくでさえ、我が国に攻せめ込む準備をしていますのよ」

「是ぜ非ひもない。ならば宣言通り、その領土をバーガント砲で焼き払はらうのみよ」

「そもそも、こんな兵器を作っていたなどわたくし、聞いていませんでしたわよ！」

「当然であろう。おヌシはまだ国王ではないのだ──自分が国内の全すべてのことを知っているなどと思い上がっていたのか？」

「国王陛下！」

　歯がみするリュリシア。国王を説得するつもりだったが、これではまともな話し合いにもならない……

「……わたくしのこの命に代えましても、このジュヴレーヌをそんな未来へ行かせるわけにはいきませんわ」

「リュリシア──だからおヌシは未熟なのだ」

　国王の、口元が歪ゆがむ。それは嘲あざけるような笑えみだった。リュリシアがこれまで見たこともない国王の顔。

「おヌシは心配せずともよい。未熟なおヌシではできぬことを、ワシが変わりにやってやるのだ。心配せずとも、この戦いに一区切りがつけば、改めておヌシの即そく位い式を執とり行おう。そのときおヌシは、世界を征せいする王となるのだ。どうだ、嬉しかろう？」

「あなたは──あなたは何者ですの!?」

　リュリシアの顔には驚きよう愕がくを通り越こして嫌けん悪お感さえ浮うかんでいた。

「わたくしの知るお父様は、絶対にそんなことをおっしゃるお方ではなかったはずですわ……あなたは何者ですの!?」

「さてな、ワシはワシだ。昔からなにも変わらぬ」

「国王陛下──お願いですわ。今すぐ同盟国と話し合いましょう。今ならまだ交こう渉しようの余地がありますわ。バーガント砲など使わなくとも、この大陸は平和になりますのよ」

「それは不可能だ」

　にべもない国王の言葉。

「なぜなら、世界にはいまだ混こん沌とんの種が残っているからだ。世界を破は滅めつへと導く猛もう毒どくにも等しい存在が！」

　国王が手を振ふった。途と端たん、部屋を仕切っていた奥のカーテンが下に落ち、隠かくされていた部屋の奥が露あらわとなった。

　それを見た瞬しゆん間かん、リュリシアとアンジュはアッと驚おどろき絶句した。

　部屋の奥には十じゆう字じ架かが立てられてあった。それも三つ。

　それは十字の形に作られた巨大な台である。三つの十字架には、それぞれ一人の少女が縛しばり付けられ、身動きがとれなくなっていた。その三人とは、シャル、アリア、ティンの三人である。

　まさに磔たつ刑けいである。三人とも、十字架に張り付けられた状態でグッタリとしており、身動き一つしない。

「そんな……死んで、いますの」

「死んではおらぬ。他の連中をおびき寄せるためのエサとして、まだ利用価値があるからな」

「こんなバカなことはおやめになって!?　こんな前時代的な磔はりつけなど、なんの意味があるのですか！」

　リュリシアの嘆たん願がん。だが、続く国王の一言が、リュリシアの逆げき鱗りんに触ふれた。

「こやつらは〈魔王コシユマル〉の娘むすめだ──こやつらはこの世界で生きる資格などないのだ」

「お父様っっっ!!」

　リュリシアの絶ぜつ叫きよう──国王が指を鳴らした。途端、部屋の入り口から騎士が十数人入ってきて、リュリシアとアンジュを包囲していく。

「アンジュ！　お父様を──」

「お任せください、リリィ様！」

　リュリシアが全てをいうまえに、すでにアンジュの体は動いていた。阿あ吽うんの呼吸で、アンジュはリュリシアがなにを言おうとしていたのか理解していた。

　リュリシアは国王を止めろといったのだ。言われなくともアンジュはそうするつもりだった。なぜならば、アンジュがやらなければリュリシアは自分で国王を拘こう束そくすることになるからだ。実の父親に刃やいばを向けるリュリシアの姿など、アンジュは見たくなかった。だからアンジュはリュリシアのため、率そつ先せんして国王へと刃を向けた。

　流れ込んできた騎士たちが到とう達たつするよりも速く、アンジュの体が室内を疾しつ走そうする。腰の剣けんを抜ぬき放ち、一瞬で国王の座るイスに到達したアンジュはイスの背後から手を回し、国王の首筋スレスレに騎き士し剣を突つきつけた。

「全員動くのをやめなさい！」

　アンジュの声が響ひびく──入ってきた騎士たちも、とまどった様子だった。

「アンジュ卿きよう、正気か。誰に刃を向けていると思っている」

「わたしの主あるじはリュリシア殿下ただ一人──あなたではありません」

「育ての親であったペルデを裏切った後は、ワシに刃を向けるか──たいした忠誠だ、アンジュ卿」

「くっ！」

「アンジュ、構いませんわ！　わたくしが許可します！　そのまま動かないで！」

　リュリシアはキッとまなじりを吊つりあげ、周囲の騎士たちを見回した。

「全員下がりなさい！　これはわたくしとお父様の問題ですわ！」

「で、ですが……」

「下がりなさい！　わたくしの命令が聞けませんの!?」

　リュリシアの一いつ喝かつ──まだ年若い年ねん齢れいのはずのリュリシアからは、少女とは思えないほどの威い厳げんが溢れていた。騎士たちもその迫はく力りよくに押され、たじろいでいる。

「リュリシアよ。どうやらおヌシも成長したようだ──よもやこのワシに刃は向むかうとは」

「お父様。最後のお願いですわ──今すぐ国王を退位なさってください。わたくしたちのジュヴレーヌを、これ以上お父様の好きにはさせませんわ！」

「イヤだと言えば、どうする？　ワシを殺すか」

「…………」

「父を殺すまでしてこの国を手に入れ、その先にお前の理想はあるのか？　どの口で世界に平和などと綺き麗れい事を語る気だ？」

「……どうしてそんなことを言いますの、わたくしが、お父様を殺すわけなどないではありませんか！」

　リュリシアの眼めは、悲しみに溢れていた。だがそれでも毅き然ぜんとした態度は崩くずさない。

「……お父様には、隠いん居きよしていただきますわ。お母様と昔よく過ごした東の湖こ畔はんの別べつ荘そうで、余生を安らかにお過ごしください」

「リュリシアよ──だからおヌシは甘いというのだ」

　国王が、首筋に突きつけられた剣の刃を素す手でで握にぎった。アンジュが驚くが、剣を動かしたりはしない。国王が剣をつかんだまま立ち上がった。刃をつかむ掌てのひらからは、赤い血がこぼれ落ちる。

「自分の障害を冷れい徹てつに排はい除じよする覚悟もなく国が治められるか？　気の合う友人だけで自分の周囲をかため、辛つらい現実も努力でのりこえればいいなどと夢を見て──いつまで学芸会気分を続けるつもりだ、リュリシアよ」

「少なくとも、お父様のなさろうとしていることは間ま違ちがっていますわ！　わたくしは、そんな未来を絶対に認めない！」

「なれば教えてやろう、父として、王として──辛い現実というものをお前に見せてやる！」

　ググッ──アンジュの剣が動く。アンジュは歯を食いしばった。国王が、剣をつかむ腕うでに力を込こめているのだ。アンジュの体が引っ張られ、バランスが崩れる──バカな、と歯がみするアンジュ。国王は騎き士しではない。なのに騎士であるアンジュの腕わん力りよくを上回る力を発揮していた。そんなこと、通常ありえないはずのことだ。

　次の瞬間──国王を中心に爆ばく発はつが起こり、アンジュはその衝しよう撃げきによって壁かべ際ぎわまではじき飛ばされた。グフッと、激げき突とつの衝撃で体内の空気が口から漏もれる。

　そしてアンジュとリュリシアは見た──国王の全身を鎧よろい兜かぶとが覆おおい隠していた。どこか禍まが々まがしい雰ふん囲い気きをただよわせる無骨な全身鎧よろい──アンジュはその姿に見覚えがあった。それはシュンとその姉し妹まいが使っていた──

「これぞ《滅神咒具エスカトロイ》──この世で唯ゆい一いつ、神に等しい、いや、神をも超こえる力を秘めた宝具だ！」

　鎧の奥で国王が叫さけび、その掌をリュリシアに向けた──瞬間、見えない衝撃がリュリシアの体を弾はじき、壁かべに叩たたきつけた。

「きゃっ！」

「さぁ、見せてやろう、新たな時代の幕開けを──バーガント砲、発射用意!!」

　国王が手を上げる。途端──要よう塞さい内にけたたましい警報がひびいた。

「リュリシアよ。おヌシはまだわかっておらぬな、このワシが本気であることを。そして世界も、まだなにもわかっておらぬ──もはや脅おどしの砲ほう撃げきではなにも変わらぬ。目標、シャンミュニ皇国首都！」

「お父様っ、やめ──」

「この一撃こそ、バーガントを変える光──最終戦争の狼煙のろしとなる！　バーガント砲、直ちに発射──」

　ズガァァァァァァンッ！

　窓の外ですさまじい爆発音が響き渡わたった。兜をかぶった国王が満足そうにうなずき、リュリシアとアンジュは絶望と共に窓の外を見る。

　だが──砲は、発射されていなかった。爆発は、要塞内で発生したらしかった。リュリシアたちのいる部屋全体が振しん動どうで揺ゆれている。

「どうした、バーガント砲、発射せよ！」

「陛下、もうしわけありません、制せい御ぎよ室からの連れん絡らくが途と絶だえました！　バーガント砲、制御不能です！」

「なんだと!?」

「あの子たちがやってくれましたのね！」

　砲の破は壊かいに向かったのはヴィオとシラー、それにミュスカである。彼女たちの働きに顔を輝かがやかせるリュリシア。

「ちっ、エフィ卿め。しくじりおったか」

「お父様、もう終わりですわ。切り札のバーガント砲が使えなければ、大陸中を敵に回して戦争などとても続けられないはずですわ。今すぐ他国との交渉を──」

「バーガント砲が使えなくなった──だが、それがどうした？」

　国王が手を振ると、室内にいた騎士たちが壁際のリュリシアとアンジュを包囲した。

「バーガント砲は確かに切り札だった。だが、切り札が一つなどと誰だれが言った？」

「どうなさるおつもりですの!?」

「ワシにはこの通り、神の力、《滅神咒具エスカトロイ》がある。かつて大陸中を震しん撼かんさせた〈魔王コシユマル〉と同等、いや、それ以上の力をワシは手に入れるのだ！　これさえあれば、ジュヴレーヌは大陸の覇は者しやとなれる！」




「そんなことはない！」




　バタンッ！　入り口の扉とびらを蹴け破やぶり、人ひと影かげが飛び込んできた。その人影は目にもとまらぬ速さで壁に迫せまると、そこにいた騎士たちの中心で大立ち回りを始めた。

「シュナブランさんっ！」

「どうしてここに！」

「そんなこと、今はどうだっていいでしょ！」

　叫びながらシュンは必死に戦う──奇き襲しゆうがうまく成功したことで、シュンは有利に戦っていた。騎士たちも、まさか要塞の最深部で新たな敵が来るとは思っていなかったのだろう。完全にリュリシアとアンジュに気をとられていたため、シュンの最初の奇襲により三人の騎士がたちまち昏こん倒とうした。

　だがすぐさま落ち着きを取り戻もどすと、シュンを倒たおそうと全員が襲おそいかかってくる。だがシュンも、これまで様々な強敵と戦ってきた。この砦とりでの騎士たちもそれなりに優ゆう秀しゆうな腕うで前まえだろうが、シュンの姉妹たちと比べれば当然恐おそれるほどではない！

「なんだ、こいつ、一人で！」「強いぞ！」「落ち着け、包囲しつつ、アァァァァ！」

　さらにシュンだけではない。シュンの存在に気をとられた瞬間、追い詰つめられていたリュリシアとアンジュもすぐさま反撃に転じた。

　結果──ものの数十秒で、シュンたち三人の腕で十数人の騎士たちは戦せん闘とう不能にまで追い込まれていた。

「この通りだよ、国王陛下」

　騎士剣を片手に、多少荒あらくなった息を整えながら鎧姿の国王と対たい峙じした。

「《滅神咒具エスカトロイ》は確かに強い──けど、そんなものがなくたって、ボクらは戦える！　ボクらがいる限り、あなたの好きにはさせない！」

「シュナブラン卿。やはり死んでいなかったか──おヌシの《滅神咒具エスカトロイ》は回収した。おヌシはもはや用済みだ──消えろ！」

　国王の手から見えない衝撃が放たれ、シュンの体をはじき飛ばした。

「シュナブランさんっ！」

「まだまだっ！」

　だが飛ばされながらシュンは体勢を整え、壁に脚あしをつけるとそのまま反転、空中の見えない足場を駆かけ抜けるようにして、一瞬で国王の背後に回り込み、その首筋に躊ちゆう躇ちよなく騎士剣をたたき込んだ──が、ガキンッ、頑がん丈じような鎧に阻はばまれ、シュンの剣は止まってしまった。

「その程度か」

　国王の、鎧に包まれた拳こぶしがシュンの胴どう体たいを打ち抜いた──ゲフッ、ノドの奥から血の混じった唾つばが噴ふき出る。痛い──痛いが、その程度の痛みで今のシュンは止まらない！

　歯を食いしばりながらシュンはさらに剣けんを国王にたたき込んだ。だが、ガンッ、カンッ、剣が弾かれてしまう。

「ムダだ。《滅神咒具エスカトロイ》に護られたワシを、おヌシごときが倒せるものか！」

　国王の手の中に、剣が生み出された。その剣がシュンの剣を受け止め、シュンの攻こう撃げきをさらに弾く。

　国王の剣が閃ひらめき、シュンの胸を斬きり裂さいた。制服が破け、血が飛び散る。

「かすり傷だっ！」

　叫び、シュンは剣の切っ先を国王の顔面めがけて突つき出した。狙ねらいは、眼。兜の隙すき間まを狙って放たれたその攻撃を、国王は、だが片手で弾いた。

「愚おろか者め、おヌシではかなわぬと、なぜわからんっ！」

　国王の全身から波動が解き放たれ、シュンの体はなすすべなく吹っ飛ばされた。

「シュナブランさんっ！」

　弾かれたシュンの体を、アンジュが空中で受け止めてくれた。そのまま着地する二人。リュリシアもすぐさま駆け寄ってきて、三人で改めて国王と向かい合う。

「確かにあなたは強い──けどそれは《滅神咒具エスカトロイ》の力だ！」

「そうだ。ワシは今、神をも超こえる力を手に入れた」

「けれどあなたは弱い！」

　シュンは叫んだ。それは心からの叫びだ。

「あなたなんかよりルー姉さんの方が力は強かった。あなたなんかよりティンの方が剣は上う手まい。あなたなんかよりクロのほうが頭はいい。あなたなんかよりシャル姉ねえのほうが威い厳げんがあった──あなたは《滅神咒具エスカトロイ》を持ってはいても、その力を全然使いこなせていない！」

「使いこなせなくとも、おヌシを倒すには充じゆう分ぶんだ」

「そうじゃないよ──《滅神咒具エスカトロイ》なんて所しよ詮せんは道具だ！　大切なのは、誰が使うかということだ！　かつて母さん──〈魔王コシユマル〉は十二の《滅神咒具エスカトロイ》を使って戦った！　その母さんでも結局戦争に勝つことはできなかった！　なのにあなたごときが《滅神咒具エスカトロイ》を使いこなすことなんてできないし、ましてや大陸の覇は権けんなんて大それたものを手に入れることなんてできない！」

「知ったようなことを言いおって！」

「ボクは、絶対にあなたを認めない！」

「ほざくがいい。どうあがこうと所詮おヌシは敗者よ！　──『凍てつく時空タイム・フリーズ』！」

　瞬しゆん間かん──時が凍こおり付く。動きが止まる寸前、シュンは気づいた。国王の片手に懐かい中ちゆう時計が握にぎられていた。それはシャルの《凍時鐘計ヴエルドツエ》──時間を支配する権能。

　シュンの意識までもが停止し、やがて時間が再度動き出した時──シュンの胸を、国王の剣が貫かん通つうしていた。

「ガフッ!?」

　口から、血が噴き出る。その光景を見て、リュリシアが悲鳴を上げた。

「そんな、シュナブランさんっ!?」








第四章　親友と家族と絆きずな









　マゴン要塞──ソフィーとモニカを地下に送った後別れたシラーは、ヴィオやミュスカと共に要塞内部の目立たない場所に侵しん入にゆうしていた。

「さてと──バーガント砲は、あれね？　あれを破壊するのはたいへんそうね」

　ミュスカが呟つぶやく。ヴィオは面めん倒どうくさそうな顔で頭の後ろで手を組んでいた。シラーは無言である。

「えっと……さすがにわたし一人であれを壊こわすのは難しいから、あなたたちの力に期待しているんだけど……」

「あっ、そ」

「…………」

　ヴィオもシラーも態度からしてミュスカの言うことを聞くそぶりなどまったくない。なんであたしがこの子たちと一いつ緒しよなのかしら、とミュスカはなんだか泣きたくなった。同時に、シクシクとみぞおちが痛む。腹の傷とはちがう、長年つきあってきた胃い炎えんの痛みである。

　手持ちの残り少ない胃薬を水もなしに飲み込むミュスカ──わたしってよくよく問題児の相手をすることに縁えんがあるのかしら──心底そう思った。特にシュンとか、あとシュンとか、それとシュンとか、問題児の担任をして手を焼いたのだ。

　だが元教師として、問題児の相手には慣れている。このメンバーだと自分が最年長なんだから、自分が頑がん張ばらないといけない。ミュスカは自分を鼓こ舞ぶした。

「えっと……わたしが先頭で警備の兵士の気を引くから、あなたたちは……」

「あのさ、オバさん」

「オバっ……わたしはこれでもまだ二十四歳よ！」

「充分オバさんだよ、あたしらからしたらさぁ」

「…………（コクコク）」

　うなずくシラー──この子たち、腹立つわぁ──ミュスカはコメカミをふるわせながら怒いかりに耐たえた。この二人はソフィーよりも、シュンと性格が似ていると思った。主に、ミュスカの神経を逆なでするという意味で。

「オバさんさぁ、モニ姉ねぇに言われたから一緒にいるけど、あんま偉えらそーなこと言わないでよね。別にオバさんなんていなくたって、あたしらだけであんなの壊せるし。ね、シラー？」

「…………（コクコク）」

「くっ……なら聞くけれど、あなたたちはどうやってあれを破は壊かいするつもりなのかしら!?」

「そんなの簡単さぁ」

　ヴィオが片手を持ち上げた。その手には赤い弓が握られている。《天楼閣弓ドンジヨン》である。

「あたしがフルパワーで《天楼閣弓ドンジヨン》を撃うてば、あんなデカイだけの的みたいなの、一撃で壊せるさぁ」

「そんなことできるはず──できそうよね、あなたちの場合」

《滅神咒具エスカトロイ》の常識外の力をミュスカはすでに知っている。その力を使えばあの巨きよ大だいな大たい砲ほうも破壊できるだろう。

「ま、そーゆーこと。オバさんは黙だまって見てればいいのさ」

「オバ……いいわ、ここではっきりさせましょう。いい？　わたしはね、あなたの言うとおりオバさんかもしれないわ」

「かも、じゃなくてオバさんでしょ？」

「……つまりね、わたしはあなたよりも年上なのよ。年長者への口の利きき方をあなたのお姉さんは教えてくれなかったのかしら？」

「そーゆーのさぁ、今時はやらないから。オバさんは口うるさいから嫌きらいだよぉ」

　プチッ──ミュスカの中で、なにかが切れた。

「だ・れ・が・オバさんよぉぉぉぉぉ!!」

　ミュスカがヴィオのほっぺたをつかみ、力一いつ杯ぱい引っ張った。予想外にみずみずしくて柔やわらかい触しよつ感かんに、「うっ、肌はだ年ねん齢れいの差が……」とミュスカはショックを受けたが、怒りにまかせてグニグニ引っ張ってやった。

「いふぁいいふぁい、なにするさぁ！」

　涙なみだ目めのヴィオがミュスカへ反撃──しようとしたその腕うでを上から押さえるミュスカ。

　ヴィオがミュスカを蹴けり上げようとした──が、その膝ひざ頭がしらを先にミュスカの脚が押さえる。そうしている間もミュスカの片手はヴィオのほっぺたをつかんで、グイグイ引っ張る。ヴィオの反撃は、全てミュスカに通じなかった。

「いい？　わたしはあなたの人生の先せん輩ぱいで、年長者なの。別にわたしの命令を聞けなんて偉そうなことを言うつもりはないの。けど、そうやって年長者を小こ馬ば鹿かにするような態度は改めなさい。でないといつかしっぺ返しをくらうわよ」

「うぅ～、シラー助けてぇ！」

「…………」

　シラーがミュスカと対たい峙じする。お互たがいの視線が少しぶつかり合った後──シラーは、ぺこりと頭を下げた。

「な、なにしてるのさ、シラー、早く助け──え？　今のはあたしが悪い？　お前、なに今さら自分だけいい子ちゃんぶって、いたたたたたたたたたた」

「ねぇ、どう、少しは反省した？　このままだとあなたのほっぺたのお肉とれちゃうけど、それでもいいの？」

　もちろんそれはハッタリだが、ミュスカの並外れた握あく力りよくはがっちりヴィオの頰ほお肉をつかんで放さない。とうとうヴィオは観念した。

「う～、わかったよ、謝るから、ミュスカオバさん！」

「オバさんじゃないわよ！」

「じゃ、ミュスカババア」

「全く反省してないわね、あなた！」

「いひゃいいひゃいいひゃい──わかりました、ごめんなさい、ミュスカ」

「呼び捨て……せめてミュスカさんと呼びなさい！」

「わかったよ、ミュスカ、さん」

　と、ミュスカがようやく指を離し、ヴィオは解放された。

「うぅ……シラー、裏切り者めぇ……」

「…………（ヨシヨシ）」

　シラーが無言でヴィオのほっぺたをなでてくる。ヴィオは不満そうに頰をふくらませていた。これ以上やったら本気で敵対しそうなので、ミュスカもこれ以上の教育は諦あきらめた。

「いい、とにかくわたしの話を聞いて、二人とも」

「なにさ」

「確かにあなたの力ならあの巨大な大砲を壊せるかもしれないわ。けどね、要よう塞さい内にはたくさん人がいるの。その中にはあなたのお姉さんたちもいるわ。あんな巨大なものをいきなり破壊したら、要塞内部がメチャクチャになるわ。そうなれば当然、中の人たちもみんな危険になるの。だから力ずくで壊すっていうのはなしよ」

「ならどうするのさぁ」

「あれだけ大きくて複雑な兵器だもの。それを制せい御ぎよしている部屋が要塞内にはあるはずよ。そこを占せん拠きよしてしまえば、とりあえず発射することはできないはずよ」

「……ちぇっ、わかったよ、言うとおりにするさ」

　まだどこか文句がありそうだったが、とりあえずは従ってくれるらしい。ミュスカも、今はこれでいいか、と妥だ協きようした。問題児を見るとつい教育したくなるのは、教師の性さがだろうか……実際のところ、ミュスカは自分でも意外と教師という職を気に入っていると気づいた。学園を卒業後は実戦部隊に配備され、その後学園長に声をかけられて教師になった。教師になってからも苦労が絶えなくて慢まん性せい的な胃炎になってほとほとイヤけがさしていたのだが、こうやっていると問題児の相手をしていたあの頃ころが懐なつかしい。

　もし全すべてが終わって元通りになったら──もう一度学園の教師をさせてもらえるよう、リュリシアにお願いしようかな、ミュスカはそう思った。もちろん、できれば上司も一緒に……

　そんなことを考えているミュスカの横で、ヴィオはシラーと小声で話していた。

「シラー。モニ姉ぇに言われたこと、忘れてないよねぇ？」

「…………（コクリ）」

「あたしらはモニ姉ぇに言われたとおりに動くから、お前もいざとなったら頼たのむよぉ」

「…………（コクコク）」

「なにを話しているの、あなたたち？」

「なんでもないさぁ」

　ヴィオはごまかしつつ、モニカとの会話を思い出した──




　──ヴィオたちが要塞へ侵入するよりも少し前──モニカ、ヴィオ、シラーの三人の姉し妹まいはひそかに集まっていた。

「なに、モニ姉ぇ。こんなとこに呼び出して」

「…………」

「ソフィーや、王女連中には気け取どられなかったな？」

「ん～、たぶん大だい丈じよう夫ぶさぁ」

「今のうちに、この先のことを話しておきたいと思ってな」

　モニカが口の端はしをつり上げた。ヴィオは、モニカが悪わる巧だくみしている、とすぐに気づいた。姉妹の中でも特につきあいが長いので、モニカの表情の変化はすぐにわかるのだ。

「国王の手によって、我たしたち姉妹が〈魔王コシユマル〉の子供だと暴ばく露ろされた。この先、我たしたちも他の連中も、もう人間社会の表に出ることはできんだろう」

「ムリかなぁ」

「ムリだ。少なくとも人間どもは未いまだ〈魔王コシユマル〉と魔ま族ぞくを恐おそれている」

「そっか……じゃ、昔みたいに山奥にでも隠かくれるのぉ？」

「それも一つの手だが、あんな退たい屈くつな生活はゴメン被こうむりたいところだな──国王は、もちろん殺すが、殺した後どうするか、今のうちに考えておく必要がある」

「ん～、あたしの頭じゃそんな難しいこと思いつかないよぉ」

「…………」

「あのバーガント砲ほうは、ドラゴンの屍し体たいを素材としている。ドラゴンは魔ま獣じゆうの中でも希少種だ。特にあの熱線を吐はくタイプのドラゴンは、バーガントには一匹ぴきしかいなかった。そのドラゴンを素材にしている以上、同じ兵器はもうこれ以上作れん──我たしの言いたいことが、わかるか？」

「ん～、それなら、壊こわすのもったいないってこと？」

「そうだ──王女やソフィーは反発しているから壊す気満々だが、ハナから連中のいいなりになるつもりはない」

　モニカが冷れい笑しようをこぼす。その顔は、ヴィオのよく見慣れた姉のものだった。

「この数日、あいつらの前で猫ねこをかぶってやったからな。おかげであいつらもすっかり我たしを信しん頼らいしている──いいか、この後要塞に向かったあと、我たしたちは目的に応じて分かれることになる。我たしは、ソフィー辺りを連れてシャルどもを解放しにいこう。大陸中に正体が暴露された今、他の姉妹は貴重な戦力だ。捕つかまった連中を我たしが助けることで、奴やつらには大きな恩を売ることができる。つまり、我たしが今後の姉妹の主導を握にぎるための布石だ」

「あたしらは？」

「お前たちは、バーガント砲を破壊するグループだ。うまく我たしがそのようにグループわけをする──無論、それは王女どもを納なつ得とくさせるための建前だ。実際には破壊せず、あのバーガント砲を我たしのものとするのだ！」

「へぇ、面おも白しろそうじゃん。特に、ソフィーの裏をかけるってのがいいじゃん」

　ヴィオも嬉うれしそうにうなずく。シラーはほとんど表情を変えず、いつも通りの無言だ。

「でもさ、どーすればいいのさ？　ぶっ壊すならあたしとシラーで簡単にできるけどさ、その大砲を奪うばうなんて、どーすりゃいいの？　護まもってる連中を皆みな殺ごろしにすればいいの？」

「先ほども言ったが、バーガント砲のベースはドラゴンの屍体だ。そしてヴィオ。お前の《滅神咒具エスカトロイ》、《天楼閣弓ドンジヨン》は、獣じゆう神しんの権能で魔獣を操あやつることができる──その力を大砲に使い、その操作権をお前が奪うのだ」

「えぇ～。けど、前やった時、あのドラゴンちょ～暴れてさ、全然あたしの言うこと聞かなかったよ？」

「そのときのお前は未熟だったからな。だが今はお前も〈神覇融合インモルテル〉、使えるのだろう？」

「あぁ、あの髪かみが伸のびてバーンとなるやつね、うん、いつでも使えるよぉ」

「成長した今のお前ならドラゴンの屍体を操ることだってできるさ。信じているぞ、ヴィオ」

　いつになく温かい姉の言葉に、ヴィオは俄が然ぜんやる気を出した。

「うん、あたしに任せるのさ、モニ姉ぇ！」

「あぁ、バーガント砲を手に入れ、シャルやティンといった連中を味方に加えれば、世界中を敵に回したって戦える──世界が我たしたちを敵と見なすならば、もはや容よう赦しやはせん。徹てつ底てい的にあらがい、世界を我たしのものとするまでだ！」

「…………」

　そんな姉たちのやりとりを、シラーは静かに見つめていた。一言もしゃべらず、特に否定も肯こう定ていもしないが、いつものことなので二人とも気にしていなかった。

　ただ、シラーはちょっとだけ、困ったように眉まゆ根ねを寄せていた。




　──そんなわけで、ヴィオは最初からバーガント砲を破は壊かいするつもりなどなかった。だがミュスカが一いつ緒しよに来たことは誤算だった。モニカはなぜこんな奴を自分たちと一緒にしたのだろうか。

　要塞内部は多くの騎き士したちがうろついており、その複雑な構造と相まって、無計画にうろつけば簡単に発見されてしまうだろう。

　だがシラーは影かげの中を自由に移動できる。複雑な要塞内部も、壁かべを無視してすり抜ぬけることができるため、今のところヴィオたちは発見されていなかった。

「構造的に、一番奥の部分に制御室があるはずだけど……」

「ん～オバさ……」

「あぁっ!!」

「……ミュスカ、さん」

　怖こわい顔で睨にらまれ、ヴィオはしぶしぶながら言い直した。

「なにかしら？」

「制御室って、そこであの大たい砲ほうを動かしてるのぉ？」

「そのはずよ──初めて見る兵器だから絶対とは言えないけど、大砲の動きは一ヶ所で制御できるはずだわ。何ヶ所も制御室を作ってもあまり意味はないし」

「じゃ、そこの制御室をのっとれば、あたしらでも動かせるってこと？」

「操作方法がわからないし、わたしたちだけじゃ動かすのはムリだと思うけど、それ以上動かすことができないようにできるはずね」

「なら重要じゃん。早くその制御室っての、探そう！」

「急にやる気になったわね……」

　ミュスカが怪け訝げんな顔になる。ヴィオの真意はわからないが、やる気になってくれたのならいいか、と追及しないことにした。

「当然この砦とりででも重要な場所だから、一番警けい戒かいが厳重な場所のはずだけど……」

「はやく探しに行くのさぁ」

「少しは落ち着きなさい、あと大きな声を出さないの」

　さっさと先へ行くヴィオとシラーの背中を見て、ミュスカは重いため息を吐ついた。また胃がシクシクと痛む。やむを得ず、懐ふところから出した胃薬を飲んだ。胃薬が手放せないミュスカだが、手持ちの数が残り少ない。このペースで飲んでいたら今日明日にもなくなるだろう。補ほ充じゆうしたいが、それには王都に戻もどらねばならない。今の状じよう況きようではいったいいつになったら戻れることか……

　それにしても、あの子たち行動が完全に子供だわ──内心でぼやくミュスカ。リュリシアとかソフィーとかアンジュとか、年ねん齢れいのわりに大人びた人たちが身近にいたせいで忘れかけていたが、本来ならヴィオたちのような行動をとるのが普ふ通つうなのだ。

「まったくもぅ……でも、そういう子たちほど放ほうっておけないのよね」

　学園でもシュンとか、主にシュンとか、他にもシュンとか、問題児の相手をしすぎて胃に穴が開くかと思ったほどである。

　だがミュスカはどうしてもそういった生徒を見捨てることができなかった。

　ミュスカが騎士学園の生徒だった頃──ミュスカ自身も、かなりの問題児だったと自覚しているからだ。今となっては若気の至りとしか言いようがないが、あのころはとにかく周囲への反発心ばかりが強く、剣けんの腕うでには自信があったが協調性がなくて、教師にも迷めい惑わくばかりかけていた。

　そんな自分に辛しん抱ぼう強づよくつきあってくれたのが当時担任だったエフィである。エフィがいたおかげで学園を卒業し、ミュスカは正規騎士となることができた。

　ただ騎士になった後も配属先で問題を起こして各地の騎士団を追い出され続け、行き場のなくなったミュスカを最終的にエフィが学園の教師として拾ってくれた。エフィはミュスカの恩師であり、唯ゆい一いつ頭の上がらない相手だ。

『ミュスカにゃん。君がわたしに対して恩を感じていたとしても、それを返す必要はないよ。教え子の面めん倒どうを見るのは教師の仕事だからね』

　と、教師になったばかりのミュスカにエフィはそう告げた。

『ただ、どうしてもそのことが気になるというのなら、わたしへの恩の分だけ、君の生徒に対して返してあげるといいよ。君の生徒が君に対して恩を感じるほどの立派な教師になって欲しいな。それが最高の恩返しというものだよ』

　その言葉を胸に、心を入れ替かえて騎士学園で教師を続けてきたミュスカである。

　自分が立派な教師であることができたかは、今でもわからない。しかしミュスカなりに今まで精せい一いつ杯ぱいつとめてきたつもりだ。

　だが──今や、恩師であるエフィと敵対してしまった。エフィに刺さされた腹部は、手当てを受けたとはいえまだ痛む。

　再度エフィと出くわした時、自分は、エフィと戦えるのか──その答えは未だに出ていない。けど、なにもしないわけにはいかない。ミュスカは、なにもできなかった過去の自分自身に歯がみしつつ、前を見た。

「……ってあの子たちいないし!?　二人とも勝手にどこ行ったのよ、もぅ！」

　ミュスカは要よう塞さい内でいつのまにか孤こ立りつしていた。




　先行したヴィオとシラー──二人きりになったのを確かく認にんして、ヴィオはにんまりと笑った。

「よっし、うるさいオバさんを置き去りにしてやった、ザマァ」

「…………」

「あぁ、いいのいいの、あんなオバさん放っておけば、見張りに見つかって勝手に死ぬでしょ。別に死んだってあたしらの責任じゃないも～ん」

　無責任この上ないヴィオのセリフに、シラーはわずかに肩かたをすくめてみせた。

「それより制せい御ぎよ室っての？　はやく探すのさぁ」

「…………」

「え？　適当に探したら時間かかる？　そりゃそうだけどさ、地図なんてないでしょぉ？」

「…………」

「誰だれか知っている人に聞けばいい？　向こうから一人で近づいてくる奴がいるからそいつを捕まえて聞こう？　へぇ、お前さえてるじゃん」

「…………（テレテレ）」

　珍めずらしく照れた様子のシラー。ヴィオはシラーが指さした方向に進み、チラリ、物もの陰かげに隠かくれながら通路の先の様子を確認した。

「ん～、いるね、偉えらそ～なかっこうの奴が一人で歩いてる」

　ヴィオがいう偉そうなかっこう、というのは、上級騎士の制服のことだ。下したっ端ぱの兵士ではないから、いろいろと情報を知っている可能性が高い。

「じゃ、シラー、よろしくぅ」

「…………（コクリ）」

　シラーが影の中に身を潜ひそめた。そして──通路を一人で歩いていたその騎士の体を物陰から伸びた腕がつかみ、そのまま強ごう引いんに引き寄せた。騎士の体が物陰の影の中に吸い込まれ、一いつ瞬しゆんで消えてしまう。

　そして次の瞬間──騎士は近くの空き部屋の中に連れ込まれていた、目の前には弓を構えて狙ねらいをつけるヴィオと、腕を組んで立つシラーの姿があった。

「さわぐんじゃないよ、声を出したらお前の脳みそに穴が開くよぉ」

「…………」

「で、お前、この要塞の制御室って場所、どこにあるのか吐はくのさ。言わなきゃ殺すよぉ」

「……ぼくは声を出しても黙だまっていても死ぬのですか？」

　と、突とつ然ぜんの理り不ふ尽じんな状況にもかかわらず、相手の騎士はそんなのんきなセリフを口にした。思っていたよりも甲かん高だかい声だった。その声でヴィオたちは、男だと思っていた相手が女性だと気づいた。

　その騎士──レニエは、ヴィオとシラー、二人の顔をゆっくりと見回した。

「これはかわいい子こ猫ねこたちですね。女の子に暗がりに連れこまれるというのはあまり経験ありませんが、嫌きらいではありません」

「なに、このオバさん？　キモ～い」

「おっと、オバさんはひどいですね。でも若さとは宝です。あなたたちもその宝を大切にするといいでしょう。宝というものは、たいてい失って初めてその価値に気づくものですから」

「うるさいよ。とにかく制御室の場所を教えるのさぁ！」

　ヴィオが、弓につがえた矢の先をレニエに突つきつける。

「要塞内で、ちょっと見張りの隙すきを突いて抜け出した直後にこの仕打ち、罰ばちが当たってしまいましたかね？　でも、悪いですね、あなたたち。普ふ段だんのぼくなら子猫と戯たわむれる時間を大切にしますが、今は時間がないし、ちょっと機き嫌げんも悪いんですよ」

「わけのわからないこと言ってるんじゃない──」

　すっと、レニエが自然な動作で右手の掌てのひらをヴィオに突き出した。ヴィオは、躊ちゆう躇ちよなく矢を解き放った。だが──ガインッ──硬かたい音とともに矢が弾はじかれ、天てん井じように突き刺さった。

「躊躇ためらいなく撃うってきましたね。怖い子猫です」

　レニエは自分が射られたというのに、平然としていた。その右手の掌、純白の手て袋ぶくろに穴が開いていた。そこに矢が当たったためだ。穴の奥の手は、なぜか金属色をしていた。

「なに、こいつ？　ロボット？」

「ロボットではありません、人間です──抵てい抗こうはしませんから、そんなに警戒しないでください。あなたたち、シュナブラン卿きようの妹ですね？　ぼくは、一応味方です」

「お前がぁ？」

　怪訝な顔のヴィオにむかって、レニエが微笑ほほえみを浮うかべる。キラリ、薄うす暗ぐらい部屋の中でレニエの真っ白な歯が輝かがやいていた。

「そうです。シュナブラン卿をこの要塞の中まで案内しました。彼は今、この要塞内のどこかにいます」

「ふ～ん……ま、シュン兄にぃのことなんてどうでもいいけど」

「どうでもいいけど無事だとわかってちょっと安心した──そんな顔をしてます」

「にゃぬっ！　そんな顔してないさぁ！」

「かわいいですね、あなた」

　なぜだろう──レニエは馴なれ馴なれしいくらいヴィオにグイグイ接近してくるのに、それがあまり不快ではなかった。人ひと柄がらだろうか？

「で、あなたたちはなにが目的ですか？　制御室、ですっけ？」

「そうさ！　味方だっていうなら、そこまであたしらを案内するのさ！」

「ぼくもここにはさっき来たばかりなので、内部構造は詳くわしくないのですよ」

「役立たず！」

「その通りですね、申し訳ない。ただ、構造的に重要な施し設せつの配置は予想できます。その予想でよければ案内しますよ」

「ならそこへ行くのさ！」

　と、いうわけでレニエと一いつ緒しよに行動することになった二人。

　レニエを先頭に歩かせ、その後ろをヴィオとシラーがついて行く──ヴィオは、レニエの背中に向けて弓を構えたまま移動していた。

「言っとくけど、あたしらを騙だまそうとしたらその瞬間、心臓に穴が開くよぉ」

「怖こわいですね。手を滑すべらせないでください」

「さぁ、どうかなぁ」

　途と中ちゆう一度、通路で見張りらしい騎き士しと鉢はち合あわせになったが、シラーが素す早ばやく動いて相手に声を出させるまもなく昏こん倒とうさせ、近くの空き部屋に放ほうり込んでおいた。

「ぼくの予想では、この部屋です──要塞内である程度の大きさのある部屋は少ないですから、制御をするとしたらここでしょう」

「よし、お前、扉とびらを開けて先に入れ！」

「はいはい、わかりましたよ」

　レニエは特に抵抗せず、静かに扉を開けて中の様子をうかがった。

「予感は的中、ですね」

　レニエが中に入り、続いてヴィオたちも入る──そこは、大きな部屋だった。家が数軒けんくらい入りそうな大きさの広間だった。ヴィオたちが入ったのはその部屋の中二階へつながる扉であり、上から部屋の様子を一望することができた。

　部屋の床ゆか一面に、なにかの機械が無数に並べられていた。ちかちかと点てん滅めつを繰くり返しながら金属音を響ひびかせる機械が所ところ狭せましと設置され、互たがいが無数のケーブルによって接続されており、機械と機械の間の隙すき間まを無数の騎士たちが忙いそがしそうに駆かけ回っていた。

「見たところ、あきらかに急造させた部屋ですね。少なくとも、この要塞にこんなに大量の魔ま導どう機械を並べる部屋は本来用意されていません」

「つまり、ここの機械をぶっ壊こわせば、あの大たい砲ほうは使えなくなるってことかな？」

「そううまくいくかはわかりませんが、しばらくは制御できなくなるでしょうね」

「よっし──じゃ、とりあえずぶっ壊してから考えればいっか」

「待ってください。できればぼくをこれ以上巻き込まないでください。ぼくがここに来た目的は──」

「──おや、見慣れない子たちがいるよ、迷子かな」

　ヴィオたちの背後から、聞き覚えのない女性の声。その声が聞こえた瞬間、レニエは、あちゃー、と思わず顔を覆おおった。

　振ふり返ると、そこにはにこやかな表情でたつ女性騎士──エフィの姿があった。

「こんなところでなにをしているのかな？　迷子なら、わたしがお父さんとお母さんのところまで送ってあげるよ──あの世へね」

　にこやかな笑みと共に騎き士し剣けんを抜ぬき放つエフィ。と、ヴィオやシラーと一緒にいるレニエの存在に気づく。

「おやおや、これは珍しい顔を見たものだね、レニエ卿。なんで君までこんなところにいるのかな？」

「どうも、お久しぶりです、エフィ卿」

　逃にげられないと悟さとったか、エフィに返事をするレニエ。

「君は王都に配属しておいたはずなのだがね──あぁ、いや、そういえば来客の知らせがあったね。君のことだったか。悪いね、待たせてしまって」

「いえ、お気き遣づかいなく。その分要塞内を見学させてもらいましたから」

「で──なんでこんなところにいるのかな？」

　エフィがにこやかに尋たずねてくる。

「あぁ、なるほど、わかったよ。そこにいる二人に脅おどされて人ひと質じちになった、ってところか。君らしくもない失態だね」

「いえ、ぼくは、自分の意志でここまで来ました」

「うん？　わたしの耳がおかしくなったのかな？　なんて言ったんだい？」

「エフィ卿。今回の一件、ジュヴレーヌに仕える一騎士として、疑問が多くあります！　国王陛下に直接お尋ねしたいので許可をいただきたい！」

「陛下はご多た忙ぼうだ。用件ならわたしが聞くよ」

「このような大量殺さつ戮りく兵器、ぼくたち上級騎士にもその存在を知らされていませんでした！」

「秘密兵器というものは、その存在そのものが最高機密なのだよ。情報統制をしくのは当然だろう？」

「だとしても、今回の戦争に、ぼくらジュヴレーヌに正義があるのですか！」

「ジュヴレーヌが正義そのものなのだよ」

「…………！」

　と、レニエとの会話に気をとられたエフィのスキをついて、シラーが無言で飛び出した。

「うん？　会話中に失敬だね」

　と、エフィがすぐさま騎士剣を構えて迎むかえ撃つ。が、シラーはそのまま床の上の影かげの中にその身を潜ませ、エフィの視界から姿を消した。

　シラーの背中に隠かくれていたヴィオが手の《滅神咒具エスカトロイ》《天楼閣弓ドンジヨン》を構えながら引き絞しぼり、自動的につがえられた赤い光の矢をエフィめがけて放った。

「おっと、これは危ない」

　そんなセリフをうそぶきながら、エフィはその場から動かず、ただ剣けんを真上に斬きり上げた。キンッ、という音と共にヴィオの矢が真上に撥はね上げられる。

「まだまだっ！」

　ヴィオが全身に〈魔ス元ク素レ〉をたぎらせながら、連続で矢を放った。放たれた矢が空中で次々と分ぶん裂れつし、エフィに無数の矢が雨あられとなって襲おそいかかった。

「やるねっ」

　エフィが真横へ素早く水平移動をする。と、エフィの姿が次々と増えていった。〈残像オンブル〉である。無数のエフィたちが一いつ斉せいに騎士剣を振るった。その剣の先から生み出された衝しよう撃げき波はが〈波動刃ヴアーグ〉となり、無数の矢を吞み込み、粉々にしていった。

「手品はもう終わりかい」

　と、〈残像オンブル〉が消失し、一人に戻もどったエフィが余よ裕ゆうの表情で尋ねる。が──エフィの背後、床の影が突とつ然ぜんふくれあがった。シラーである。

「…………」

　シラーはそのまま背後からエフィの体に組み付いた。だがエフィは全く動じることなく、片手の剣を逆手に構え直し、真後ろのシラーの体に突き刺さした。

「うん？　手て応ごたえがない？」

「…………」

　剣が体に突き刺さったシラーは微び動どうだにしなかった。エフィは剣を動かすが、シラーの体を斬り裂さいているはずの剣からは、まるで空気でも斬っているかのような感覚しか伝わってこない。

「実体がないのかい？　いや、だったらなぜわたしの体をつかんでいられる！」

「…………」

　ググッ──シラーの腕うでに力が込こめられる──次の瞬しゆん間かん、エフィの体が足あし下もとの床、影の中へと沈しずみ始めた。まるで水面の上に立ったかのように、なすすべなく沈んでいく。

「くっ、これは!?」

　そのままエフィの体は床の中に消え、残ったシラーはふぅ、と嘆たん息そくして額の汗あせをぬぐった。

「よっしゃ、よくやったのさ、シラー！」

「ふむ、これはすごいですね、あのエフィ卿を相手に……」

　と、様子をうかがっていたレニエも感かん嘆たんの声を漏もらす。

「確かに、あなたたちの力は反則クラスですね」

「で──お前もあたしらとやるの？」

　レニエに向かって身構えるヴィオとシラー。レニエは、肩かたをすくめてみせた。

「ぼくも、自分の職務を考えるとあなたたちを取り押さえるべきなんでしょうがね……」

　ガヤガヤ──下の階層にいる騎士たちがこちらを指さしてなにか叫さけんでいる。ヴィオたちがエフィと激しく戦ったおかげで、完全に気づかれてしまったようだ。

「今のエフィ卿の態度を見る限り、国王陛下も、ぼくの訴うつたえを聞いてくれる見込みは皆かい無むでしょう──ボクらが目指したジュヴレーヌは、こんなものではなかったはずなのに……お行きなさい。ぼく個人は、あなたたちと敵対する気はありません」

「ふ～ん、そっか……ま、いーや。ならお前は殺さないでおいてやるさ」

「ありがたいことです──ちなみにですけど、エフィ卿はいったいどうなったのですか？」

「ん？　どうなの、シラー？」

「…………」

「えっと、シラーが出してやらない限りずっとこのまま、らしいよ？」

「それは、なかなかエグいことをしましたね……」

　そんな風に三人が話していると──チカッ──床に広がる影の一点で、なにかが光った。それに気づいたレニエが反射的に叫んだ。

「危ない、逃げなさい！」

　三人は同時に駆け出し、中二階のその場所から下の階層に向かって身を躍おどらせた。その背後で──ドゴォォォォォォォ、床が大爆ばく発はつを起こし、中二階の構造部分が根こそぎねじれながら吹ふっ飛とんでしまった。

「いったいなんなのさ!?」

「…………」

「あれは、エフィ卿きよう!?」

　その爆発の中心部分には、影に吞み込まれたはずのエフィが立っていた。片手に剣を持ってゆらりと体をゆらしたエフィの姿は、まるで幽ゆう鬼きのようだった。

「……嫌きらいなんだよね～、本気を出すのって」

　そう呟つぶやくエフィの全身から、黒いモヤのようなものがあふれ出ていた。それは、エフィの内面によどんでたまった澱おりが漏れ出てきたかのような姿だった。

「だってさ、本気を出しちゃうと、イヤでもわかっちゃうんだよね──自分が人間ではない、バケモノだってことが」

　エフィの様子が一変していた。にこやかな表情は変わらないが、今はその笑えみに凄せい惨さんさがにじみ出ている。全身から溢あふれる闇やみ色のモヤは、見る者をゾッとさせる得体の知れない恐きよう怖ふを秘ひめていた。本人が言うとおり、明らかに人間ではなかった。

「まさか、魔族!?」

「違ちがう……違うさ」

　身構えながら、ヴィオがつぶやいた。

「こんな奴やつ、あたし見たことも聞いたこともない──この気配、人間でも魔族でもない……お前、いったいなんなのさぁ！」

「わたしが教えて欲しいくらいだよ、そんなこと。ただ言えることは──わたしのこの姿を見られたからには、君たちを生かして帰すことはできなくなった、それだけだよ」

　瞬間──エフィの姿が消えた。いや、信じられない速度で移動したために消えたように見えただけだ。一瞬のうちにヴィオの目の前に移動したエフィ。ヴィオが反射的に矢を発射する。が。

「遅おそいよ」

　ガシッ──自分の額に矢が刺さる直前、エフィは素す手でで矢をつかみ、静止させた。信じられない動体視力と握あく力りよくだ。

　エフィの脚あしがひらめき、ヴィオの腹部を思いっきり蹴けり飛ばした。ゲフッ、とうめきながら吹っ飛ばされ、床ゆかの上に並んでいた機械に激げき突とつしてしまう。

「…………」

　シラーがすぐさまエフィに襲いかかった。エフィが眼にもとまらぬ速さで剣撃をたたき込む──が、その剣は全すべてシラーの体を素通りしてしまった。

「なるほど、これが《滅神咒具エスカトロイ》、厄やつ介かいだね！」

「…………」

　シラーの拳こぶしがエフィを殴なぐり飛ばす──かに見えた瞬間、エフィの拳がシラーのそれと正面からぶつかり合った。ゴキッと、異音と共にシラーの手首がねじれ、無表情だったシラーの顔に苦痛が浮うかぶ。

「やはりこの通り、攻こう撃げきの瞬間はさすがに素通りできないようだね」

「…………」

　シラーの体が、影の中に沈んでいく。身を隠して体勢を整えるためだ。だが──

「毎回同じ手で逃がしたりはしないよ！」

　エフィが手を大きく振ふり上げた。その掌てのひらに、エフィの全身からあふれ出る黒いモヤが収束される。

　エフィは黒く染まった腕をシラーの消えた影めがけて突つき刺した。ズブリ、エフィの手が床に沈み──引き抜ぬいたその腕は、シラーの体をつかんでいた。

「同じ手は通用しないよ！」

　シラーの体を軽々振り回し、放り投げる。シラーの体はヴィオに折り重なるように激突。衝しよう撃げきで周囲に煙けむりが充じゆう満まんする。

「さて──レニエ卿。次は君かな？」

　全ては一瞬の攻こう防ぼうだった。ヴィオもシラーも、並の騎き士しなど比べものにならない実力を持っていたのに、それをほとんど秒殺してしまったエフィは、明らかに異常だった。

「ぼくも、殺す気ですか？」

「おやおや、君はわたしのことをなにか勘かん違ちがいしていないかい？」

　全身に闇色のモヤをからませながら、エフィが場違いに明るい表情となった。

「君はわたしのかわいい教え子だ。それも、教え子の中でもなかなか優ゆう秀しゆうな出世頭がしらじゃないか。そんな君の才能を、こんな場所で終わらせてしまうのは惜おしいと思うのだよ──だからね、レニエ卿。改めて、国王陛下に忠誠を誓ちかいなよ。今この場で誓ってくれればいい。そうすれば君はわたしたちの仲間だ。そういうふうに、わたしのほうで処理をしてあげよう。悪くない提案だろう？」

「……わかりました。エフィ卿。改めて忠誠を誓います」

　観念したか、レニエが頭を下げる。エフィが笑みを深めた。

「君は物わかりがよくて助かるよ──ミュスカにゃんとちがってね」

　その一言に──レニエが顔を上げた。

「今、なんとおっしゃいましたか？」

「うん、なんのことかな？」

「ミュスカ卿がどうしたのかと聞いているのです！」

「おっと、これは失言だったかな？」

　エフィが首をかしげた。

「君と同期のミュスカ卿だけどね、いろいろと問題を起こして逃にげ出してね──ついさっき、偶ぐう然ぜんそこの通路で見つけたんだよ。ビックリさ。まさかミュスカにゃんがドロボウのまねごとをして忍しのび込むなんてね、もと教師としては汗かん顔がんの至いたりってやつだよ。それでお説教ついでに、今君にしたのと同じ勧かん誘ゆうをしたんだよ。そうしたら断られちゃってね、いやはや、バカにつける薬はないってこのことかな。本当、困ったものだよ。そういわれたらさ、もうわたしだって庇かばいようがないよ──わたしにできるのは、苦しまないように斬きることだけさ」

「気がかわりました」

　眼差しを鋭するどくするレニエ。

「あなたの言いなりになどなるものですか！」

　レニエが剣けんを抜き放ち、いきなりエフィへと斬りかかった。速さも力も乗った重い一撃を、エフィは片手の剣であっさり弾はじいてみせた。

「うん？　君もわたしと敵対するのかな？」

「ミュスカ卿は、ぼくの親友です──その親友を悪あし様ざまに言われては、もはやガマンならない！」

「結局は君もミュスカにゃんと同類か」

「光栄ですね、誉ほめ言葉です！」

　レニエがエフィの剣を弾きつつ空中に身を躍らせる。そのまま手近な壁かべに脚をつくと、そのまま反撃に転じた。

「じゃ、君にも最後の授業をしてあげようか──この国の正義が誰だれなのかを、教えてあげよう」

　空中から斬りかかってくるレニエを、地上から迎げい撃げきするエフィ。二人の剣がぶつかり合い、火花が周囲に飛び散った。

　そのままレニエが連続で斬りかかってくるのを、エフィは片手で剣を振り回し、軽くいなしていく。

「なかなか強いね、さすがレニエ卿──相手がわたしでなければ、きっと勝てていただろうね」

　エフィの体から何かが飛び出した。それはもう一人のエフィ──〈残像オンブル〉である。〈残像オンブル〉のエフィが正面からレニエに激突。〈残像オンブル〉はすぐに消失したが、激突の瞬しゆん間かん、レニエの剣が撥はね上げられ、胴どう体たいが無防備になってしまった。

「さようなら、レニエ卿」

　エフィの剣が、レニエに迫せまる──どうしようもない。レニエだってそれなりの実力を持った騎士だ。だからわかる。エフィは自分よりもはるかに強い。とても太た刀ち打ちできない！　このまま、自分は胴体を斬り裂さかれる。そうなれば致ち命めい傷しようだ。

　死の瞬間、周囲の光景がなぜかゆっくりとなり、今までの思い出が脳のう裏りに浮かんだ。俗ぞくにいう走そう馬ま燈とうか──ミュスカとの思い出が流れていき──最後に、自分を慕したう部下の脳天気そうな顔が思い浮かんだ。最後はあなたですか、と呆あきれたが、不思議と、そこまで悪い気分ではなかった。このまま……

　ガインッ「大だい丈じよう夫ぶ!?　レニエ卿！」

　そこで、走馬燈が終わった。レニエの意識が現実へと引き戻もどされた。頭上から降りてきた人ひと影かげが、エフィの一撃を受け止めたのだ。そのおかげでレニエの寿じゆ命みようは、またも引きのばされた。

「ミュスカ卿ですか!?」

「えぇ、お久しぶりね。極東方面軍以来かしら、レニエ卿」

　レニエの危機を救ったのは、ミュスカである。レニエの顔が、珍めずらしく驚おどろきと歓かん喜きに染まった。

「ありがとうございます、ミュスカ卿──あなたに命を救われたのは、これで二度目ですね。本当に、あなたには返しようのないほどの恩がある……」

「話は後よ！」

「あーあ、なんで出てきっちゃったのかな、ミュスカ卿」

　エフィがやれやれ、と首を振りながらミュスカを見た。

「トドメを刺さしきれなかったわたしも甘いが、君も、なんでわざわざ拾った命をムダにしようとするかな」
















　ミュスカの上着は破け、露あらわとなったシャツの腹部が血で染まっていた。以前斬られた傷口が開いてしまったのだ。それだけではなく、ミュスカの全身には先ほどまでなかったはずの傷が刻まれていた。エフィに発見された時にできた傷だ。

「わたしは教師です。教え子たちに、常に正しくあれと教えてきました──ここでわたしが逃げたら、わたしは二度と生徒たちに顔向けできなくなります！」

「顔向けできようができまいが、命あっての物種だとは思わないかい？」

「忘れたんですか？　このことを昔わたしに教えてくれたのは、あなた自身ですよ！」

「忘れちゃったよ、ごめんね、物覚え悪くて」

　エフィの剣がミュスカの体を弾く──次の瞬間、エフィが眼にもとまらぬ速さでミュスカとの間合いをつめた。エフィの剣が、ミュスカの胸を貫つらぬく。

「ゴメンね、ミュスカにゃん。これ以上手加減できないや」

　エフィの剣が、完全にミュスカの胸を貫かん通つうしていた。ミュスカ卿きようっ、とレニエの悲鳴が響ひびく。ミュスカの体が床に落ち、レニエがそれに駆かけ寄った。

「ミュスカ卿、しっかりしてください！　ぼくはまだ、あなたへの恩を返しきっていないのに……」

「見ないで、レニエ卿！」

　ミュスカの叫さけび──胸の傷を、ミュスカが片手で押さえていた。その指の間から何かが漏もれている──黒いモヤだった。それは、エフィの全身にからみついているものと全く同じものだった。

「ミュスカ卿、それは……」

「ミュスカにゃんはね、わたしと同類なんだよ」

「やめてください、エフィ卿！」

「つまりね、わたしたちは人間ではない、バ・ケ・モ・ノなのさ」

　エフィが快活な口調でいうが、ミュスカは半分泣きそうな顔になっていた。

「わたしとミュスカにゃんは同類なのにね、なんでこんなことになっちゃうんだろうね」

「いや、見ないで、レニエ卿……」

　破けたシャツの間から見える胸の傷口を隠かくそうとするミュスカ。レニエは、制服の上着を脱ぬぎ、ミュスカの肩かたにかけた。

「とりあえずこれを──大丈夫ですか、ミュスカ卿？」

「ごめんなさい、レニエ卿。でも、あなたには知られたくなかった……」

「なにをそんなに気にしているんですか──あなたの正体がなんであれ、あなたがぼくの親友で、恩人である事実は変わりませんよ」

「さすがレニエ卿。女泣かせなセリフだね。わたしもちょっとだけ感動したよ」

　場違いに明るい声を出すエフィ。

「君たちも一人で死ぬのは寂さびしいだろう。最後の情けだよ。二人まとめて──」




「ウアァァァァァァァァァァァァァァァァァァ!!」




　エフィの背後から絶ぜつ叫きようが響き渡わたった。バァァァンッ、室内に設置されていた機械が宙を舞まい、壁や天てん井じように叩たたきつけられて粉々になった。

　ヴィオである。エフィの攻こう撃げきでダウンしたようにみえたヴィオは、部屋の奥で弓をまっすぐ引き絞しぼり、エフィたちを狙ねらっていた。

　ヴィオの姿が変へん貌ぼうしていた。元々長かった癖くせ毛げは床ゆかに届くほどの長さに伸のび、その全身を真っ赤に輝かがやく〈魔ス元ク素レ〉が包み込んでいた。

《滅神咒具エスカトロイ》、《天楼閣弓ドンジヨン》の〈神覇融合インモルテル〉──ヴィオの本気中の本気モードだ。

　引き絞った《天楼閣弓ドンジヨン》にヴィオの全身の〈魔ス元ク素レ〉が収束されていく。そのすさまじい圧力は、室内に小型の台風が発生したかのようだった。

「ちっ、〈神覇融合インモルテル〉。これはさすがのわたしもマズ──」

「オバさん、死にたくなきゃそこをどけぇぇぇぇぇっ!!」

　ヴィオの絶叫とともに、《天楼閣弓ドンジヨン》からすさまじい光の奔ほん流りゆうがほとばしった。狙いはもちろん、エフィだ。ヴィオに背中を見せていたエフィは、とっさの対応がわずかに遅おくれた。ヴィオの必殺の一撃が、エフィに迫る──

　その後の動きは一瞬だった。

　エフィが、とっさに防ぼう御ぎよ体勢をとる。だが、ヴィオの必殺技わざが直ちよく撃げきすれば、とうてい耐たえることなどできない──その瞬間、エフィの体が真横へはじき飛ばされた。ミュスカだ。ミュスカがとっさにエフィの体を突つき飛ばしたのだ。エフィはとばされながら、どうして、と教え子の顔を見た。ミュスカは、自分でもなんだかよくわからない、という顔をしていたが、最後にエフィに向かってわずかに微笑ほほえみを浮うかべた。

「させるものですかっ！」

　そして、レニエも動いていた。エフィを突き飛ばしたミュスカが、《天楼閣弓ドンジヨン》の射線上に入ってしまった。そのミュスカをかばうように前に飛び出たレニエが仁に王おう立だちとなり、自らの体を盾たてにしてミュスカを護まもろうとする。

　これでやっとミュスカへの恩を返せる──レニエの顔は、目の前にまで死が迫っているというのに、どこか晴れやかだった──

　だが、ズリッ、と、レニエの体が床に引き倒たおされた。

　どうして、とレニエは思うが、なすすべなく床にたたきつけられるレニエ。レニエの脚あしを、背後のミュスカが引っ張って倒したのだ。どうして、とレニエは叫んだ。いや、叫ぼうとした。だがすでにその瞬間には、ヴィオの攻撃がミュスカの胸を貫き、同時に室内で大爆ばく発はつが起こり、室内にあったあらゆるものが根こそぎ破は壊かいされていった……

「そんな……どうして……どうして……ぼくは、いったいなんのために……あなたを失ったら、ぼくはこの先何のために生きていけばいいんですか！」

　ガレキを押しのけてはい出たレニエは、だが絶望と共にその場にうずくまった。

　同じくガレキからはい出てきたのは──シラーの体を抱かかえたヴィオである。

「クソッ、あのババアを殺し損そこなった！」

「どうして……どうしてミュスカ卿を殺したのですか！」

「知るかっ！　あのオバさんが勝手に飛び出しただけじゃないのさ！」

　ヴィオに詰つめ寄るレニエ。かみつくヴィオ。と、グッタリしていたシラーが眼めを覚まし、立ち上がった。

「シラー、無事？　え？　肋ろつ骨こつがヤバイ？　あたしも同じさ、クソ、いてて……けど、あのババア、どこいった？」

「あぁ、わかっています、わかっていますよ。あなたたちに当たったってどうしようもないってことぐらい」

　レニエがつぶやく。その切れ長の眼まな差ざしから大おお粒つぶの涙なみだがこぼれてきた。

「でも、ミュスカ卿。あなたに何度も救われたこの命、どうすればいいのですか！　あなたへの恩を返すこともできなかったぼくなんかに、生きる価値なんてあるのですか」

「くだらねぇ～」

　ヴィオが鼻を鳴らした。

「オバさんもたいがいだね。ホント、オバさん連中の頭の中はわからないさぁ」

「あなたなんかにぼくの気持ちがわかるものですか！」

「わからないさ。けど、過ぎたことでいつまでもウジウジしたって仕方ないなんてこと、あたしでもわかる簡単なことさ。あたしだって、モニ姉ぇが死んだ時はどうしようもない気持ちになったけど……ウジウジしてたってモニ姉ぇは喜ばないって気づいたのさ！」

「……そうですね、あなたの言うとおりですね……」

「ま、モニ姉ぇは生きてたけどね」

「ちょっ!?」

　ガラガラッ──ガレキの山を押しのけて現れる人影──それは、エフィだった。エフィも少なくないダメージを負ったらしく、制服が傷だらけとなっていた。その両手には、動かなくなったミュスカの肉体が抱だきかかえられていた。

　ミュスカの肉体の損傷は激しかった──左胸から肩にかけてが根こそぎ消失し、傷口は焼けこげていた。残っている右半身の損傷が少ないため、そこだけを見るとミュスカは眠ねむっているだけのようにも見えた。

「あぁ、ミュスカにゃん。君は本当にバカな教え子だ。なんでこんなことをしたんだい。なんでこんなことに……わたしが君に教えてあげたことは全すべてムダだったのかい」

「ババア!?」

　エフィがミュスカの体を抱えてその場にうずくまっている。もはや戦せん闘とう意欲はなさそうだった。そのエフィに向かって、ヴィオが再度《天楼閣弓ドンジヨン》を向けた。

「今度こそ殺す──なんでジャマするのさ、シラー!?」

「…………（フルフル）」

　シラーが横からヴィオの手を押さえ、首を振ふった。やめろ、と言っているようだった。

「ちっ、お前、変なところで甘いよねぇ」

「…………」

　と、そのとき──ゴゴゴゴ──地じ響ひびきが起こった。

　ヴィオの《天楼閣弓ドンジヨン》によって壁かべに大きな穴が開いてしまった。その穴の先──要よう塞さいの中庭にそびえるバーガント砲ほうの砲身から不気味な振しん動どう音が響き、要塞全体をふるわせていた。

「やばっ!?　動いてる？　どうしてさ!?」

「……制せい御ぎよ室を、破壊したせいではありませんか？」

　レニエが答え、室内を見た──制御室の中は、今までの戦せん闘とうでメチャクチャになっていた。室内にあった無数の機械は根こそぎ破壊され、もはや金属のガラクタとなりはてていた。

「どう考えても制御不能になっていますね、これを見る限り」

「ん～……ま、いっか。どうせここは壊こわすつもりだったしぃ」

　ヴィオが、改めて《天楼閣弓ドンジヨン》を構えなおした──狙いは、外のバーガント砲だ。

「制御室は壊してもう制御できない──ならあとはモニ姉ねぇの命令通り、あたしがあの大砲の制御を奪うばってやればいいだけさ！」

「どういうことですか、それは!?」

「あたしらは最初からあれを壊すんじゃなくて、奪うつもりだったのさ！」

「そんなこと……それでは、ミュスカ卿は、いったいなんのために戦って、なんのために死んだのですか！」

「人間理由なんてなくたって死ぬのさ、だって、人間だもん！」

　叫び、ヴィオがバーガント砲に向けて矢を放った。ひゅっと、風切り音とともに矢が飛んでいき──カッ、バーガント砲の表面に刺ささった。砲身の巨きよ大だいさからすれば矢はトゲのような大きさである。刺さったところで特に変化はない。

「よし──さぁ、これであれはあたしらのものさ！」

　ヴィオが叫び、手の《天楼閣弓ドンジヨン》を掲かかげた。赤い弓がその輝きを強めると、ゴゴゴゴ、とバーガント砲から伝わる地響きが大きくなっていく。

「いったいこれからどうするつもりですか!?」

「別に、どうするかはモニ姉ぇが考えるだけさ。あたしは……」

　フッと──室内に強い風が吹ふきあれた。







「そんな、シュナブランさんっ!?　しっかりしてくださいましっ！」

　国王の攻撃で胸をつらぬかれたシュンの体が床に崩くずれ落ちた。リュリシアとアンジュが慌あわててそこへ駆かけ寄っていく。

「リュリシア、そこをどけ──その男、このまま生かしておいてはなにをしでかすかわからん。ここで確実にトドメを刺す」

「イヤですわ、お父様！」

　父親に反発するリュリシア。キッと、国王を睨にらむ。

「お父様、いったいどうしてこんなことをしますの？　お父様の望みはいったいなんですの？　こんなことをしてまで、お父様はいったいなにをしたいんですの？　わたくしには、もうお父様のことがなにもわかりませんわ」

「そこがお前の限界だな、リュリシア──もはや容よう赦しやはせん！」

　国王の掌てのひらから放たれる波動。三人の体がまとめて弾はじかれた。

「リュリシアよ。お前は優やさしすぎるのだ。だから、ワシが代わりに──」

「ルゥゥゥゥゥゥゥァァァァァァァァァァァ!!」

　突とつ然ぜんの絶叫。室内に現れた人ひと影かげが、いきなり国王めがけて突とつ進しんし、その体を思いっきりはじき飛ばしたのだった。

「よぉ、アタシのかわいい弟をいじめたのはてめぇだな、このクソ野や郎ろう！　ただじゃすまさねぇぞ！」

　ゴキゴキと、手の骨を鳴らすのはシュンの姉、ルケであった。

　ルケの背後には、空間の歪ゆがみが生み出されていた。その歪みを通ってさらに二人の人物が姿を現す。

「ルーの姉上、ムチャはやめるデス！　姉上の傷は全然完治してないデスよ！」

「暴れる分には問題ねぇよ！」

「問題大ありデス！　だから姉上は連れて来たくなかったデス！　あたしは、傷を悪化させるために治ち療りようしたわけじゃないデスよ！」

「ルーが大人しくするわけないでしょう、メルたん」

　リースとメル──行方ゆくえ不明となっていたシュンの姉し妹まいたちだ。

「へっへっへ、リターンマッチって奴やつだ。この前はよくもやってくれたな、ジジイ！」

　いきなり国王をジジイ呼ばわりするルケ。鎧よろい姿の国王が立ち上がった。

「誰だれかと思えばおヌシか──おヌシの《滅神咒具エスカトロイ》はすでに回収した。もう用はない」

「そっちになくてもこっちにゃあるんだよ、ルウウウウウウウウウウウ!!」

　絶ぜつ叫きようと共に国王へと殴なぐりかかるルケ。ルケの満身の拳こぶしが、国王の胸にたたき込まれた。

「無む駄だだ、《滅神咒具エスカトロイ》を傷つけることなどできるはずが──」

　ドガァァァァァ──とても、人間が殴ったとは思えない轟ごう音おん。鎧のまま国王の体が壁まで吹っ飛ばされた。

　殴り飛ばしたルケは、ふぅ、と片手をぶらぶらさせた。

「おい、メル──指の骨折れちまった。後でくっつけてくれ！」

「ふざけんじゃないデス！　医者をなんだと思ってるデスか!?　そもそも胸の傷だって完治してないって言ったはずデス！」

「うるせぇ、どーせお前がいりゃ、傷なんてすぐ治るだろ？　ならケガなんて怖こわくねーよ」

「少しは怖がるデス！　とゆーか、命を粗そ末まつにする人はあたしも治療なんてしたくないデス！」

「ルーにメルたん。遊んでいる余よ裕ゆうはありませんよ」

　はじき飛ばされた国王が、飛び起きるように立ち上がった。

「なるほど、確かにすさまじい馬ば鹿か力ぢからだ──だが、どんなに力があろうと、鎧に護まもられたワシにダメージを与あたえることはできんと、まだわからんのか!?」

「うるせぇよ、ジジイ。その鎧はアタシのもんだ！　さっさと返しやがれ！　イヤだって言うなら息の根止めてやるぞ！」

「できるものならばやってみろ、《滅神咒具エスカトロイ》を手に入れ神をも超こえたこの……」

「ルウウウウウウウウウウアアアアアアアアアア!!」

　叫さけび、ルケがまたも正面から国王へと突つっ込こんだ。国王が掌をむけ、波動を放つ。

「同じ手が通用するものか！」

　波動が衝しよう撃げきとなってルケの全身を刻んでいく。ルケの皮ひ膚ふが裂さけ、たちまち血だらけになってしまう。

　だが桁けた外はずれの体力をほこるルケの突進は止まらず、肉にく薄はくする。

「そんな攻こう撃げきが通用すると──」

「捕つかまえたぞ、ジジイ！」

　ルケが激げき突とつの寸前、身を低く縮ませ、国王の足首を両手でつかんだ。その場に引きずり倒たおされる国王。

「なに、を──」

「へっ、その鎧の持ち主はアタシだ。弱点だって知ってるよ──どんなに鎧が硬かたくたってなぁ、中身はくたばりぞこないのジジイだろうが！　それが弱点だっ！」

　叫び、ルケは国王の両りよう脚あしをがっちりつかんだままその場で独こ楽まのように回転を始めた。

「ルウウウウウウウウウウウウウウウウウ!!」

「バ、バカな、こんな、くだらない方法、が……」

　ブンブン音を立てて高速回転するルケと国王。あまりに早く回転するため、室内に突とつ風ぷうのような風が巻き起こり、まるで竜たつ巻まきのようだった。

「ルウウウウウウウアアアアアアアアアアアアア！」

　叫び、ルケが手を離はなした──瞬しゆん間かん、国王の体が弾だん丸がんのように吹っ飛び、壁に激突。その壁を貫かん通つう、要塞の最上階から身を投げ出し、そのまま落下していった。

「み、見たか、アタシの新必殺、超ちよう回転ローリング錐きり揉もみグルグル大車輪パンチを！」

　回転の勢いを殺しきれず、フラフラしながら叫ぶルケ。

「姉上、名前が回転しすぎな上、どこにもパンチなんてなかったデス！」

「こまけぇこたぁいいんだよ！　へへっ、アタシは鍛きたえているからこれくらい平気だけどよ、あのジジイは眼を回してフラフラだろうよ」

「珍めずらしくルーにしては考えた攻撃でしたね」

「おっしゃ、トドメ刺してくるぞ!!」

　叫び、国王の飛んでいった壁の穴から飛び出すルケ。

「ちょっ、姉上、ここ何階だと思ってるデスか!?　傷が塞ふさがってないんだからムチャするなって言ったばかりデスのにぃぃぃぃぃ!!」

「メルたん、ここは任せます。ルーのことは聖なるワタクシに任せなさい！」

　と、リースも落下するルケを追いかけて飛び出していった。残されたメルは、まったくもぅ、と腰こしに手を当てた。

「ともあれ、少しは静かになったデス──で、シュンの兄上は無事デスか!?　って、またヒドイ傷です！」

　リュリシアに抱だきかかえられ、グッタリしているシュンに駆け寄るメル。

「なんで兄上はあたしが会う度たびにどこかケガしてるデスか!?」

「面めん目ぼくない」

　謝るシュン──だが、体が酷ひどく重かった。

「本当に、この姉兄きようだいたちはどこまであたしの手を焼かせればいいデスか!?」

　嘆たん息そくしながらメガネをクイッと持ち上げるメル。リュリシアとアンジュは、まじまじとメルを見た。

「あの……あなたもシュナブランさんのご姉妹きようだいでしょうか？」

「妹のメルデス。不ふ肖しようの兄と姉たちがいつもお世話になっているデス」

　ペコリ、頭を下げるメル。

「あたし医者デス。今からその兄上を診しん察さつするデス！」

　せかされ、リュリシアは抱きかかえていたシュンを床ゆかに横たえた。

「これはまたヒドイ傷デスね──こんな場所じゃ落ち着いて縫ほう合ごうできないデス！」

　と、メルが白衣のポケットからなにかを取り出した──それは、小さな鐘かねだった。

　チリーン、鐘から澄すんだ音が鳴り響ひびいた──あらかわいい、とリュリシアはこんな状じよう況きようにもかかわらず、場ば違ちがいな感想を抱いだく。

「じゃ、いくデス！」

　と、メルが血の溢あふれるシュンの傷口に指を突っ込んだ。うぁっ、と苦痛にシュンの体が震ふるえる。

「あなた、いきなりなにを！」

「シュンの兄上を助けたいなら黙だまっているデス！」

　メルの鬼き気き迫せまる様子に、リュリシアは思わず身を退ひいた。暴れるシュンの体の上に馬乗りになってムリヤリ押さえつけるメル。

「大人しくするデス、兄上！　絶対あたしが助けてやるから、あたしを信じるデス」

「し、信じてるよ、メルのこと、なら……」

　掠かすれるような声でシュンが呟つぶやく──やがて、血まみれになった手を引き抜ぬき、メルがシュンの胸の傷を押しつけるように押さえた。

「よし、傷はふさがったデス」

「え!?　それだけで!?」

　メルが、清潔な布でシュンの胸を拭ふいた──そこにはキレイなシュンの肌はだが広がっているだけで、なんの傷きず跡あとも残ってはいなかった。

「ありがとうメル」

「傷の具合はどうデスか、兄上？」

「完かん璧ぺきだよ」

「ウソデスね。こんな状況で大あわてで傷口をくっつけたから、完璧にはほど遠いデス。痛みがまだ残っているはずデス」

「そんなことないよ、平気平気」

　すっかり元気になったらしいシュン──リュリシアとアンジュは眼めを白黒させた。

「どうなっていますの？」

「あたしの《滅神咒具エスカトロイ》、《命ク冥ロ鐘シ楼エ》の力デス」

　メルが、先ほど手にしていた小さな鐘を見せた。

「生命と死の神、〔冥めい業ごうフィリエ・キュロス〕の権能を持つこの《滅神咒具エスカトロイ》は、生物、非生物を問わず、あらゆるものに命を吹ふき込むことができるデス」

「それって──どんな病気もケガも治せるということですの？」

「あたしは医者デス。そして医者は神様じゃないデス」

　血でよごれた手をぬぐいながら、メルが呟く。

「医者が助けられるのは、生きる可能性のある人間だけデス。正確に言うなら、生きる可能性がある人間が生き残る可能性をちょっとだけ上げるのが医者の仕事デス。それ以上を期待されてもこっちが迷めい惑わくデス」

「つまり、メルでも助けられない人がいるってこと？」

「兄上の今の治療の場合──傷口の細さい胞ぼうにムリヤリ生命力を流し込んで、瞬間的に癒ゆ着ちやくさせただけデス。死人に命を吹き込むことだってできるデスけど──ただの動く死体ができるだけで、ロクなもんじゃないデス。瀕ひん死しの重傷者、明らかに寿じゆ命みようが尽つきかけている相手も、生命力を流し込んでも肉体が耐たえきれないで結局死ぬだけデス」

　肩かたをすくめるメル──医者として世界で活かつ躍やくしているというこの妹は、シュンなどよりよほど多くの生と死を間近で見てきたのだろう。そのせいか、だいぶ年若いはずのこの妹は、ひどく大人びていた。

「それで兄上、あたしが前に渡わたした寿命薬はどうなったデスか!?　手持ちがなくなってるはずデス！」

「あぁ、あれね……なんか、よくわかんないけど、ここ二日ほど飲んでないけど元気だよ」

　前にシュンの寿命が尽きかけた時、メルは、寿命を引き延ばす薬を作ってくれた。飲むのをやめたらたちまち死ぬ、と散々脅おびやかされたが、今は何ともない。

「妙みようデスね──けど確かに元気そうデス。いったいどうなって……」

「それよりも、シャル姉ねえたちをなんとかしないと！　メルが来てくれて助かった！」

　部屋の奥──そこでは十じゆう字じ架かに磔はりつけとなったシャル、アリア、ティンの三人がいた。部屋の中がこれだけ騒さわがしかったにもかかわらず、三人とも全く動かない。まさかすでに死んでいるのかと、最悪の事態が頭によぎる。

「シャルの姉上たち──これは、たいへんそうデス。とりあえず三人をすぐ下におろすデス！」

「わたくしも手伝いますわ！」

「いえ、リリィ様のお手を汚よごさずとも、わたしが手伝います！」

　と、アンジュの助けも借りる。部屋に設置された十字架は金属でできた頑がん丈じような代しろ物もので、床にボルトでがっちり固定されており、簡単には倒れそうになかった。

「これは──手足と体を金属の枷かせで固定してあるみたいだね」

　そして当然ながら、枷は鍵かぎがかかっている様子だった。鍵がなくては外すことができそうにない！

「どいてください」

　アンジュが、騎き士し剣けんを高速で振ふるった。ガキンッ、とシャルを拘こう束そくする枷をみごとに斬きる──かに見えた。

「弾はじかれました──見たこともない金属で作られていますね。簡単には壊こわせないようです」

「そんな!?」

「とりあえずいい知らせとしては、三人とも意識がないだけで死んではないデス」

　と、メル。確かにそれは朗報だが、なぜ意識がないのかが気になる。早く何とかしないと。

「先ほどからこちらから騒そう々ぞうしい気配がするな」

「シャル姉たちはここですか!?」

　と、入り口の扉とびらを開けて入ってきた三人の顔を見て、思わずシュンは名前を呼んだ。

「モニカ姉様、それにソフィーとクロ！　三人ともここにいたの!?」

「兄さん？　本物の、兄さんですか！」

　叫さけび、ソフィーが眼にもとまらぬ速さでシュンに駆かけ寄ってくると、思いっきり飛びついてきた──本当に速かったので、シュンは妹の体を受け止めつつも勢いを殺せず、床の上に倒れた。

「あぁ、この匂におい、この感かん触しよく、本物の兄さんです！」

「ソ、ソフィー？　キミはボクを匂いや触感で区別しているのかな？」

「匂いや触感でも区別できます。兄さんのことならなんでも知っていますよ。あぁ、本当に心配したのですよ。ケガはしていませんか？」

「ケガは、メルがいたから問題ないよ。ボクもソフィーたちのことが心配だったよ。無事でよかった」

「おい、人前でベタベタするな、見苦しい」

　不ふ機き嫌げんそうな声──見上げると、モニカがいらいらしながらシュンとソフィーを見下ろしていた。

「モニカ姉様も、無事だったんだね。どこに行ったのか心配してた──って、なんで杖つえをついているの!?」

「いろいろあってな」

「モニカの姉上は、脳に損傷があったデスからね」

　と、メルが説明する。

「最悪全身麻ま痺ひになる可能性だってあったデス。動けるだけマシ──でも、動かないのは片足だけデスか？　変ですね。そんな変な形で障害が残るとは思えないデス。あとで精密検査をするデス」
















「悠ゆう長ちような話をしてる場合じゃねーのです、ヤバイのですよ！」

　と、クロロがわめきながら飛び出してくる。

「国王の正体がわかりそうなのです！　あいつ、やっぱ人間じゃねーのです！」

「それは、どういうことですの！　お父様は人間ですわ──そのはずですわよ！」

　リュリシアがクロロに詰つめ寄ると、勢いに押されてクロロが後じさった。

「うっ、いや、その、まだ確証はないのですけど、でも普ふ通つうの人間にはできないことをいろいろやっているわけなのですから……」

　と、女子が多く集まるとかしましいことこの上なかった。

「わたしがいうのもなんですが──皆みなさん、ここで話していても仕方がないのでは？」

　アンジュがおずおずと告げ、全員、そうだった、と気を取り直した。

「とりあえず、えっと──シャル姉たちを早く助けよう！」

　十字架に磔状態の三人を指さすシュン。

「あの十字架が頑丈で、簡単には壊せないんだ。どうすればいいかな？」

「そんなもの、我たしに任せろ」

　モニカが近づき──今まで苦労したのはなんだったのかと文句を言いたくなるほどあっさり三人が解放された。《廃墟無錠リユインゼラブル》の力である。

「意識がないけど外傷はないデスね」

　メルが、床ゆかにおろされた三人を診しん察さつする。

「これは、なにか薬物で意識を奪うばわれたようデスね。どんな薬物を使われたかはわからないデスが、時間がたてば眼を覚ますはずデス」

「気になっていたのですけど……お前、まさか、メルなのですか？」

「そうデスよ、クロの姉上。お久しぶりデス」

　クロロがメルに近づき、まじまじと妹を見つめる──体がすっかり成長したメルは、クロロよりも頭一つは背が高かった。

「ウ、ウソなのです！　あのチビのメルなんかが、あたくし様より大きくなるなんて」

「クロの姉上。体の大きさなんて人間の価値とは何の関係もないのデスよ」

　と、メルがクロロの目の前で胸を張り、クロロの頭に手をのせた。

「姉上も、すぐ大きくなるデスよ。気にすることはないデス──まぁ、そのころにはあたしももっと大人っぽくなってるデスけどね。メ～ルメルメルメルメル」

「うがぁぁぁぁぁ、あいかわらずシャクに障さわる笑い声なのです！」

　クロロがメルにつっかかるが、メルがクロロの頭にのせた手を突つっ張ぱる。手の長さの関係で、クロロの手はメルまで届かなかった。

「昔はあたくし様より小さかったのにぃぃぃぃぃぃ!!」

「いい女は過去を振り返らないものデスよ、あ・ね・う・え。メ～ルメルメルメルメル」

　メルとクロロ、二人の姉し妹まいのやりとりも久々に見た。そういえばこの二人、昔から一いつ緒しよにいるとさわがしかったな、と思い出すシュン。

「ひとまずシャル姉たちを安全なところに運び出したいですね。ここでは、いざというときなにもできません」

　と、ソフィー。確かに、久々にそろった姉妹がかしましいが、よく考えたらここは敵地のど真ん中だった。

「バーガント砲ほうは、どうなっていますの？」

「あちらには、ヴィオとシラーを向かわせた」

　と、モニカ。

「あいつらが上う手まくやれば、大砲の制せい御ぎよを奪っているはずだ」

「確かに先ほど、制御ができなくなった、と聞こえましたけど……」

「そーなのです！　それより国王を早く何とかしないとヤベーのです！」

　と、クロロが騒ぎ出す。

「あいつは今、あたくし様たちの《滅神咒具エスカトロイ》を奪ってメチャクチャ強くなっているのです！　これ以上強くなる前に、なんとかするのです！」

「そうだった──えっと、さっきルー姉さんとリース姉さんが国王を追って飛び出していったけど……」

「うがぁぁぁぁぁぁぁ、なんでそう戦力を分散させてるのですか！　そんなことしたら各個撃げき破はされるだけなのです！　とにかく全員集合で戦力を整えるので……」

　ゴゴゴゴゴゴゴ──と、そのとき、地じ響ひびきが轟とどろいた。

　いったいなにごとかと、全員が壁かべ際ぎわに行って外を見る──全員が見守る中、バーガント砲の巨きよ大だいな砲身が、ゆっくりと動いているのが見えた。動作は酷ひどくゆっくりだが、なにしろとんでもない巨体だ。少し動くだけで要よう塞さい全体をふるわせるほどの振しん動どうが発生するのだ。

「バーガント砲が、動いている!?」

「制御できなくなったはずではありませんの!?」

「でも、実際に動いているし……」

「ふん、ヴィオが、うまくやったか……」

　誰だれもが驚おどろく中、一人モニカだけが口元を歪ゆがませていた。




　要塞内、制御室──ヴィオたちの手で破は壊かいされた元制御室だった部屋。

　その室内に強い風が巻き起こり、なにごとかと、室内にいたヴィオ、シラー、レニエの三人がそちらを振り返った。

　三人の視線の先には、エフィがいた。先ほどまで、ミュスカの遺体を抱だきかかえて呆ぼう然ぜんとしていたエフィが、今は立ち上がっていた。そして、今は動かなくなったミュスカの遺体が宙に浮ういていた。宙に浮かぶミュスカを中心に、空気の渦うずが発生していた。浮かび上がったミュスカにむかって、エフィは両手をかざしていた。

「ミュスカにゃん。悪いね。もはや君を助けるためにはこうするしか……」

「あのババア、ジャマだなぁ。まだなんかする気？」

　ヴィオがそちらに弓を向ける──が、それをレニエが押し止とどめた。

「なにジャマするのさ！」

「エフィ卿きよう！　なにをする気ですか！」

　ヴィオの言葉を無視し、レニエはエフィに尋たずねた。

「命を救ってあげるのさ、バカな教え子のね」

　エフィの両りよう腕うでから、黒いモヤのようなものが放出され、宙に浮かぶミュスカの体へと潜もぐり込んだ。失われた左胸にモヤは収束し、その傷口を塞ふさぐ形で固まっていく。

　ヴィオたちが見守る中──ミュスカの体、その失われた左胸から腕うでにかけての部分がみるみるうちに修復された。修復された部分はすぐに肌はだと同化し、もはや傷きず跡あとはどこにもなかった。

　そして──ミュスカの眼めが開かれる。肉体の欠損を取り戻もどしたミュスカは、そのままゆっくりと床の上に着地した。

「ミュスカにゃん、調子はどうだい？」

「…………」

　ミュスカが無言で自分の両手をみつめ、指を握にぎったり開いたりしている。確実に死んでいたはずのミュスカが生き返るとは、ますます人間離ばなれしている！　ヴィオとシラーは眼を見張った。

「ミュスカ卿！」

　レニエが喜びと共に思わず駆け寄った。

「よかった、本当によかった……ぼくは、あなたに死なれたらどうしようかと……」

「あなたは……」

　ミュスカがレニエを見る。その眼──黒く、闇やみ色に染まったミュスカの眼が、レニエを怪け訝げんそうに見つめていた。

「どうしましたか？　ぼくです、レニエです。わかりませんか、ミュスカ卿──」

　ズシュッ──レニエの胸を、何かが貫つらぬいた。

　それはミュスカの腕である。抜ぬき手となった腕が、至し近きん距きよ離りからレニエの胸部に刺ささったのだ。ゴフッ、口から血を噴ふき出すレニエ。

「どうし、て……」

　つぶやき、その場に崩くずれ落ちるレニエ。血で汚よごれた手を見ながら、ミュスカはわずかに首をかしげた。

「この馴なれ馴なれしい人は誰？　思わず殺してしまったけれど？」

「あぁ、ミュスカにゃん。ごめんね、本当にゴメン。でも君を助けるにはこうするしかなかったんだよ」

「あなたはなにを謝っているのですか？　そして──わたしの名は、ミュスカニャンでいいのですか？」

「名前はミュスカ。愛あい称しようはミュスカにゃんだよ」

「了りよう解かいしました」

　静かに答えるミュスカは、今までとは明らかに雰ふん囲い気きが変わっていた。エフィに事務的に返事をするその口調には、人間らしい感情が明らかに欠落していた。

「なぜ……エフィ卿、ミュスカ卿に、なにをしたんですか……」

　床に崩れたレニエが、苦く悶もんに顔を歪めながらエフィを見上げる。エフィは、芝しば居いがかった仕草で肩かたをすくめた。

「本当に、仕方がなかったんだよ。だってこうする以外に彼女は救えなかったんだ──わたしのね、この力、魂たましいの一部を分け与あたえてあげたんだ。その力でミュスカにゃんは復活した。その代わり、ミュスカにゃんがこの二十数年で培つちかってきた記き憶おくや人格というものが全部全部消えてしまった──本当に、残念だよ」

「残念？　わたしがここに存在することは、間ま違ちがっているのかしら？」

「さぁね、その答えはわたしにもわからない。それを探すためにわたしたちは生きているんだと思うよ、たぶんね」

「哲てつ学がく的ですね」

「こんなのただの言葉遊びさ──さて、君たち」

　エフィが、ヴィオとシラーを見た。ミュスカも同じくそちらを見る。

「この通り、ミュスカにゃんは今や完全にわたしの味方──二対二だけど、まだやる？」

「当然！　ババアとオバさんの二人なんて、あたしらの敵じゃない──」

　ひゅぅぅぅぅぅぅ、どっ！

　と、壁かべを突き破やぶっていきなり何かがヴィオたちの目の前に飛んできた。真っ黒い大きななにかの塊かたまりに見えたそれは目の前の床に突き刺さり、周囲にもうもうと粉ふん塵じんを撒まき散らした。

「な、なに？　いきなり飛んできたけど……」

　ヴィオがおそるおそる様子をうかがう──瞬しゆん間かん、粉塵の奥に黒い人ひと影かげが現れ、続いて鎧よろいに包まれた腕がヴィオに向かって伸のばされた。

「見つけたぞ、ファムアテルの姉し妹まい！」

「…………!!」

　ドッ、と、ヴィオの体が弾はじかれた──横手から飛び出したシラーがとっさにヴィオの体を弾いたのである。代わりにシラーの体が、鎧の腕に摑つかまれてしまった。

「おヌシの力、回収させてもらう！」

　粉塵の奥にいる国王が告げる──瞬間、シラーの全身を包む黒いボディースーツがビリビリにちぎれ飛んだ。ちぎれた破は片へんは全すべて、国王の手の中に吸い込まれていった。

　あられもない肌はだ着ぎ姿となったシラーの体が、トスン、と床の上に崩れた。

「お前、シラーになにしやがる！」

　ヴィオが叫さけび、《天楼閣弓ドンジヨン》を構え、躊ちゆう躇ちよなく矢を放つ──だが、鎧姿の国王に命中した矢は、そのまま素す通どおりして背後の空へと飛んでいってしまった。

「なるほど、この力は便利だ」

「なんなのさ、お前！」

「次はおヌシだ！」

　国王の腕がヴィオを摑んだ。逃にげるヒマもなかった。ヴィオの全身から、急激に力が抜けていく──〈神覇融合インモルテル〉が解除され、ヴィオの手の中にあった《天楼閣弓ドンジヨン》も消失した。

「この力は……ほぅ、バーガント砲を《滅神咒具エスカトロイ》で制御しようとしていたのか？　これは好都合。制御を取り戻したぞ！」

「ルウウウウウウウウアアアアアアア!!　どこだ、ジジイ！」

　ドスン、と遅おくれて部屋の中へやってきたのはルケ。その背後からリースも続いている。

「見つけたぞ、ジジイ！　もう逃にがさねぇぞ！」

「待ちなさい、ルー──聖なるワタクシの視力が、室内にヴィオたんとシラーたんを発見しました」

「遅おそかったな。この二人の《滅神咒具エスカトロイ》も、回収させてもらったぞ」

　国王がルケたちを振ふり返る。

「これで回収した《滅神咒具エスカトロイ》は八つか」

「てめぇ、ジジイ……これ以上好きにはさせねぇぞ！」

　叫び、ルケが国王に飛びかかった──だが、国王にたどり着くよりも速く、その前に人影が割って入った。

「させないよ」

　エフィである。エフィの剣けん撃げきを、空中でルケは受け流した。続いて激しい空中戦を繰くり広げる二人。

「ルー！　そちらは任せましたよ！」

　リースがその隙すきにと、手に持った杖つえの先を国王に向けた──が。

「わたしが相手をするわ」

　リースに襲おそいかかるミュスカ。新たな敵の出現に、リースは杖の先をミュスカへと向けた。

「聖なるワタクシに刃やいばを向けるとは、不届きですね！」

　バァァァン、轟ごう音おんと共に空間が砕くだけた。リースの杖、《滅神咒具エスカトロイ》、《至タ聖ン空プ杖ル》の空間を操あやつる権能である。衝しよう撃げきがミュスカを吞み込み、たまらずミュスカの体が弾かれてしまった。だが──

「ワシから目を離はなしたのは油断だな」

　国王がリースに迫せまり、その腕がリースを摑んだ。

「しまっ!?」

「おヌシの力も、回収する！」

　リースの手の《至タ聖ン空プ杖ル》が消えた。同時に、リースもガックリと、その場に崩れ落ちる。

「クソ、姉者！　てめぇ、もう絶対許さねぇぞ！　ルウウアアアアアア!!」

　ルケの豪ごう腕わんがエフィの体をはじき飛ばし、強ごう引いんに突とつ破ぱ。だが──国王の掌てのひらが、ルケに向けられた。

「『凍てつく時空タイム・フリーズ』」

　国王の一言で、時間が静止する。ルケの突とつ進しんもまた、空中で静止した。静止した時間の中、国王ただ一人が自由に動くことができた。

　国王が手を振ると──ルケの周囲の空間に、ルケを包囲するように、無数の剣が出現した。空中で固定された大量の剣──国王が、時間を再度動かした。

「アアアアア、クッ、なんだこりゃぁぁぁぁぁぁ!!」

　大量の剣のまっただ中に頭から突つっ込こんだルケの全身が、ズタズタに引き裂さかれた。

「てめぇ、なにをした!?」

「突進するしか脳がない愚おろか者め。だが、《滅神咒具エスカトロイ》を失ってなおそれだけの戦せん闘とう力、恐おそろしいものだな。ここで確実にトドメを刺しておくか──」

　国王の目の前の空間が砕けた。バァァァァン、衝撃と共に砕けた空間がルケの肉体を吞み込んだ。

「チックショォォォォォォ!!」

　ルケの断だん末まつ魔まは、爆ばく音おんに吞み込まれた。爆ばく煙えんの晴れた跡あとには、ルケの姿は跡あと形かたもなくなっていた。

「ふん？　まだうまく力の加減ができんか。あの娘むすめ、この状じよう況きようで逃げる余力があったとは、やはり侮あなどれんな」

「陛下！　ご無事ですか」

「無論だ。もはや今のワシを傷つけられる者など、この世にはおらぬ」

　鎧姿の国王の全身からは、黒いモヤのようなものが噴き出ていた。それは、エフィの体にからみつくものと同じだった。

「うん？　ミュスカ卿きようもいたのか」

「はい、お初はつにお目にかかります」

　頭を下げるミュスカ。はて、と首をかしげる国王。

「初めてではないはずだが……」

「陛下。ミュスカにゃん──いえ、ミュスカ卿は、先ほど死亡しました──やむを得ず、わたしの魂を分け与え、蘇そ生せいさせました」

「そうだったか。ならば、今後の働きに期待するぞ」

「はい、お任せください」

　無む感かん慨がいに頭を下げるミュスカの姿を、傍かたわらのエフィはどこか複雑そうな表情で見つめていた。

「さて、《滅神咒具エスカトロイ》も残りわずか。ファムアテルの姉妹との決着ももうすぐだな──だがその前にやるべきことをやっておこう」

　国王が、鎧のまま手を振り上げた──その背後にそびえるバーガント砲ほうが、地じ響ひびきと共にゆっくりと動き出した。

「おぉ、陛下があれを動かしているのですか？」

「その通り。《滅神咒具エスカトロイ》の力によって、今やバーガント砲はワシの意思のママに直接動かすことができるようになったのだ！」

　バーガント砲の前で、国王は両手を振り上げた。

「さぁ、吼ほえろバーガント砲！　その業ごう火かを大陸中に雨あられと降らせるのだ！」

「そんなことは、させないっ!!」

　叫び声──シュンだ。国王たちが振りかえると、そこにはシュンとソフィー、二人の兄妹きようだいが立っていた。




　その少し前──バーガント砲が動き出すのとほぼ同じタイミングで、要よう塞さい最上階にルケが飛び込んできた。

「チックショォォォォォォ、すまねぇ、姉者がやられちまった!?」

　両手と肩に抱かかえていた人物をドサドサと床ゆかに下ろすルケ──それは、意識を失ったリース、ヴィオ、シラーの三人だった。

「メル、姉者たちを治してくれ」

「そりゃ、連れてこられれば診みるデスけどね！　いつからここは野戦病院になったデスか!?　とゆーか、なんでものの数分でルーの姉上が全身裂れつ傷しようになってるデスか！」

「なぁに、アタシは平気だ、こんな傷、舐なめときゃ治る」

「人の命を舐めんな、デス！　姉上はもっと自分の体を大切にするデス！」

「やれやれ、しかたないのです。メル、ここはお前の偉い大だいな姉にして大天才であるあたくし様も手伝ってやるのです」

　と、クロロが腕うでまくりをしながらリースたちの横にひざまずいた。

「大天才であるあたくし様にかかれば、これくらいちょちょいのちょいなのです！」

「医者を舐めんな、デス！　医学書を丸暗記した程度の知識で手を出されたら逆に迷めい惑わくデス！」

「な、なんなのです！　メルのクセに生意気なのです！」

　キャンキャン、妹たちが甲かん高だかい声でわめいているのを尻しり目めに、シュンたちは外の様子を眺ながめていた。バーガント砲が動いているのは、もはや間ま違ちがいようのない事実だった。

「そんな、制せい御ぎよ室ってのは壊こわれたんじゃなかったの？」

「バカな、ヴィオとシラーまでやられたということは──制御権は国王が握にぎっているということか!?」

「見つけました。あそこに国王と、エフィ卿、それに、ミュスカ卿がいますね！」

　と、ソフィーが壁かべの穴から身を乗り出した眼下を指さす──確かに下の方に小さな人影が見えた。

「本当だ！　なんだか、やっぱり国王が操ってるっぽいね！」

「……あなたがた、本当に視力がいいのですわね」

　リュリシアが眼めを必死に細めていた。

「肉眼では、誰だれだかよくわかりませんわ」

「とにかく、早くなんとかしないと!?」

「待て──ルケやリースの惨さん状じようを見ただろう？　闇やみ雲くもに突っ込んだところで、返り討うちにされるだけだ」

　と、モニカが告げる。

「理り屈くつはわからんが、やつは我たしたちの《滅神咒具エスカトロイ》を奪うばう能力を持っている。今こちらの手持ちの《滅神咒具エスカトロイ》は、我たしと、ソフィーとメルの三人か。これ以上奴やつに奪われることは避さけねばならん」

「確かに……でも、どうすればいいの？」

「我たしに考えがある。シュン、ソフィー、我たしの言うとおりに動け」




「シュナブラン卿とソフィー卿か──そういえば、ソフィー卿の《滅神咒具エスカトロイ》はまだ回収していなかったな」

　と、国王がつぶやく。ソフィーが自分の《滅神咒具エスカトロイ》、《聖堂光剣カセドラル》を構えた。シュンもまた、騎き士し剣けんを構えて対たい峙じする。

「陛下、ここはわたしたちが」

　と、エフィ、そしてミュスカが同じく剣を構えて前に出てくる──ソフィーが目を見張った。

「ミュスカ卿、なぜあなたがそちらにいるのですか!?」

「あなたも、わたしを知っているのかしら？」

「知っているもなにも……いえ、明らかに様子が変ですね」

「どういうことなの！」

「ミュスカ卿は、少なくとも先ほどまで私たちの味方だったはずです──ですがこの様子だと、敵に洗脳されたか、あるいは……」

「洗脳とは人聞きが悪いね。わたしがミュスカにゃんにそんなことをするわけないだろう？　むしろ、それができていれば苦労はしないよ」

　と、エフィ。彼女にしては珍めずらしくつらそうな表情なのが、シュンには気になった。

「君たちの知るミュスカにゃんはね、もう死んだんだよ。ここにいるのは全くの別人だと思ったほうがいい」

「そういうことよ。わたしはあなたたちのことなんて、知らないわ」

　素っ気ないミュスカの言葉──まさか、ミュスカやエフィも敵側の人間だったなんて、とシュンは改めてショックを受けた。騎き士し学園時代、いろいろと世話になった恩は、今でも忘れてはいない。

「おヌシたちは、シュナブラン卿の相手をしろ。ワシは、ソフィー卿の《滅神咒具エスカトロイ》を手に入れる」

「かしこまりました、陛下」

「そう簡単にはやらせません！」

　ソフィーの全身を、光り輝かがやく〈魔ス元ク素レ〉が包み込んだ。《聖堂光剣カセドラル》の〈神覇融合インモルテル〉をソフィーが発動させたのだ。

　ソフィーの姿が消える──〈神覇融合インモルテル〉状態のソフィーは、その権能で肉体を光速化させる。その速さは、もはや何者も視し認にんすることができないほどだ。

　光速で移動したソフィーは、国王の背後をとった。そのまま、《聖堂光剣カセドラル》の斬ざん撃げきを……

「さすがに速いな。ならばその動きを止めるまでだ──『凍てつく時空タイム・フリーズ』!!」

　周囲の時間が静止する──静止した時間の中、国王だけが動き、背後のソフィーを振ふり返った。だが──ガギンッ──ソフィーの《聖堂光剣カセドラル》が、国王の鎧よろいに突きたてられた。衝しよう撃げきに体勢を崩くずす国王。

　国王は兜かぶとの奥からソフィーを見つめた。全身に光を纏まとわせたソフィーが、国王の前でさらに攻こう撃げきを仕し掛かけてくる。

「バカな！　静止する時間の中を、なぜおヌシが動ける」

「あなたの力はお見通しです！」

　ソフィーは攻撃をしながら、先ほどのモニカとの会話を思い出した──

　────

「これまでの情報を総合すると、国王は奪った《滅神咒具エスカトロイ》の力を使うことができる。そしてどうやら、奴はシャルの能力、時間を操あやつる権能を主しゆ軸じくに戦っているようだ──当然だな。奴の手持ちの能力の中でそれが一番強力だ。我たしでもそうする」

　シュンもうなずいていた。

「だよね。時間を止めるなんてほとんど反則だよ──でもボク、シャル姉ねえとの戦いでは、なんとか戦うことができたよ」

「それは、お前の《滅神咒具エスカトロイ》の力だろう。今のお前では同じことはできまい」

「そうだね、多分ムリだ」

「奴に時間を止められれば、もはや奴に対たい抗こうする手段はない──と、奴自身も思っていることだろう。すなわち、そこにつけいる隙すきがある」

　モニカの口元に冷れい笑しようが浮うかび上がった。

「ソフィー。お前が国王の相手をしろ。奴もおそらく、お前の《滅神咒具エスカトロイ》を狙ねらって、直接戦おうとするだろう」

「えぇ、私は最初から戦うつもりですが……ですが、時間を止められてはどうしようもありません」

「お前は、自分の能力を理解していないのか──物質は光速に近づけば近づくほど、時間の流れは遅おそくなり、光速では時間が静止する。すなわち、〈神覇融合インモルテル〉で光速で動くお前は、周囲の時間が静止しようと関係なく動くことができるのだ」

「そう……なのですか？」

「理論的にはな。実践でどうなるかはわからんが、うまくいく可能性は高いと我たしは踏ふんでいる。ソフィーお前が切り札だ、しっかり動け」

　────

　モニカが珍しくソフィーを信しん頼らいしてくれたのだ。その期待に応こたえるため、なにより他の姉し妹まいを救うため、ソフィーは光速で戦場を駆けつづけた。

「ぬぅぅぅぅ、どういうことだ！」

　国王が、うめく。時間を静止させてもソフィーはそんなことにお構いなく動き続けていた。さらに、ソフィーの動きが速すぎて国王ではそれを捕捉できないでいた。

　ガッ、ギンッ、カッ──国王の鎧が、四方八方から何度も切り刻まれていく。頑がん強きような鎧に傷はついていないものの、国王の動どう揺ようはさらに広まっていた。

「なぜ、攻撃が当たる！　あらゆる攻撃をすり抜ぬける権能が、なぜ効かん！」

　それもまた、モニカから説明されていた。

　────

「奴はシラーの《滅神咒具エスカトロイ》も手に入れたようだ。当然それも使ってくるだろう」

「シラーというと、影かげの中を自由に移動できる力ですか」

「さらに、あらゆる物理攻撃をすり抜けることができる」

「厄やつ介かいですね」

「それにも対抗手段はある。シラーの能力は、肉体を影、すなわち二次元化することで、三次元的な攻撃をすり抜けているだけだ。すなわち、その本質は影──炎ほのおや雷らい撃げきなど、影を打ち消す光を伴ともなった攻撃はすり抜けることができん。すなわち、光に関する権能を持ったお前の《滅神咒具エスカトロイ》なら、全く問題にならん」

　────

《聖堂光剣カセドラル》を使うソフィーは、国王に対し、ほぼ一方的に攻撃を繰くり出していた。だが──頑強な鎧よろい兜かぶとで全身を包んだ国王本体にダメージを与あたえることだけはできなかった。

「クッ、役に立たぬ時間静止などもういい！」

　周囲の時間が動き出す──やはり時間を操あやつる権能は、〈魔ス元ク素レ〉の消費が大きいようだった。国王は時間静止の維い持じを諦あきらめ、他の攻撃手段に転じた。

　バァァァァンッ──空間の裂さけ目が、ソフィーの肉体を吞のみ込もうと襲おそいかかる。光速で動くソフィーはその隙すき間まを駆かけ抜けていくが、国王はより広こう範はん囲いの空間を砕くだいてきた。いくら素す速ばやく動くソフィーでも、周辺一帯全すべてを攻撃されれば、かわしようがない──〈神覇融合インモルテル〉の消しよう耗もうもはげしく、ソフィーの戦いは、あまり長くは続けられそうになかった。

　一方、時間静止が解除されたことでシュンとエフィ、ミュスカの戦いも再開していた。

「さて、今の君じゃ、力不足だよ。大人しく諦めな」

　と、エフィがシュンに斬きりかかってくる。シュンは騎士剣で攻撃を受け止めるが、ただ受け止めただけで手にすさまじい衝撃。思わず剣をこぼしてしまいそうだった。一撃で手が痺しびれた。

　さらに背後から間かん髪はつ入れずにミュスカの攻撃──こちらも、エフィに負けず劣おとらずの強さだった。二人の強さは、明らかに人間離ばなれしている。並の魔族などよりもはるかに強いだろう。二人の体にはなにか黒いモヤのようなものが絡からみついており、それが二人に常識離れした強さを与えているようだった。残念ながら、シュンの今の実力では、二人の攻撃を受け流しながら周囲を駆け回るくらいで限界だった。負けないよう、時間稼かせぎをするだけで手て一いつ杯ぱい。逆立ちしたって勝てっこない戦いだ。

　しかし、それでいい──シュンは歯を食いしばって戦いながら、徹てつ底てい的に時間稼ぎに努めた。なぜなら、それが今のシュンの役目だから……

「おや、なにか、企たくらんでいるようだね」

　エフィの声──はげしい攻撃をくり返しながらも、エフィの声には余よ裕ゆうがあった。シュンとは正反対だ。

「なにか、秘策でもあるのかな？　どっちにしろ、このままでは君に勝ち目はないからね」

「勝負は最後までわからないはずだよ！」

「うん、面おも白しろいね、君は──けどねぇ、シュナブラン卿きよう。どんな策を使おうと、もはや君たちに勝ち目はないんだよ」

　シュンの剣が撥はね上げられ、腹部をエフィの剣が斬り裂く。さらに間髪入れず、背後からミュスカの追撃──この二人、連れん携けいが完かん璧ぺきすぎる。シュンは痛みに耐たえながらうめいた。一対一ならもう少し対抗できた気もする。だが互たがいのスキを完璧なタイミングでフォローしあう二人を同時に相手にするのは、さすがに……

「ともあれ、長引かせてはなにをされるかわからないから、さっさと終わらせようか」

　エフィの攻撃をシュンが受け止めた瞬しゆん間かん、背中をミュスカに斬られた。クソッと、ミュスカを振りかえると、反対をエフィに斬られた──二人の動きに翻ほん弄ろうされ、シュンは全身を一方的に切り刻まれてしまう──ついに、シュンの脚あしから力が抜け、その場にヒザをついてしまった。

「兄さん!?」

「よそ見をしているヒマがあるか!?」

　バァァァァァァァンッ──轟ごう音おんと共に、国王を中心とした周辺一帯の空間が根こそぎ砕かれた。要よう塞さいを、巨きよ大だい地じ震しんが襲ったかのような震しん動どうが襲う。

　その中心付近にいたソフィーは、さすがに回かい避ひのしようがなかった。空間ごとソフィーの存在そのものが砕かれ、ゴキッ、ソフィーの、全身の骨格が悲鳴を上げた。

「陛下!?　やりすぎです！」

　と、突とつ然ぜんの地震のような衝撃に、おもわずエフィとミュスカも動きを止めて振り返った。

「これでは、肝かん心じんのバーガント砲ほうまで破は壊かいされてしまいます！」

「ウム、そうだったな、ワシとしたことがつい興奮してしまったようだ」

「くぅっ！」

　苦く悶もんの声を漏もらすソフィー──全身を包んでいた〈魔ス元ク素レ〉の輝きが消え、その両足が、赤く腫はれ上がった。骨が折れたのだ。〈神覇融合インモルテル〉の維持も、もはや限界だった。

　シュンとソフィー、二人とも満まん身しん創そう痍い状態となり、ついにその動きが止まった。

　そしてシュンとソフィーが戦いを繰り広げる上空──要塞の最上階にはモニカたちが残っていた。

「あぁ、ヤベーのです！　シュンたち明らかに負けてるのです！」

「わかっている。おい、ルケ。準備はいいか!?」

「おぅ、まかせろ、モニカの姉者。アタシはいつでも準備万ばん端たんだ！」

　うなずくルケの背中におぶさるモニカ。その背後でメルが叫さけんでいた。

「ふざけるなデス！　ルーの姉上は絶対安静だって言ってるデス！　その体でまだ戦うなんて自殺行こう為いデス！　言うこと聞かないなら姉上のことなんて二度と診しん察さつしないデスよ！」

「おい、クロロ。うるさいメルを押さえておけよ」

「わ、わかったのです。メルも、いいかげん大人しくしやがれ、なのです。今戦える奴やつが少ないから、死にかけでもルケのバカを使うしかねーのです！」

「そーやってムチャをして、姉上たちの尻しりぬぐいはいつもあたしがすることになるデス！　だから一いつ緒しよにいるのはイヤだったデス！」

「尻ぬぐいならあたくし様も手伝ってやるのです」

「ウソデス！　クロの姉上はいつも口だけで、いざとなったら全然役に立たないデス！」

「なんなのです！　お前、ちょっと背が伸のびてちょっとおっぱい大きくなったからって、生意気すぎるのです！」

「おっぱい関係ないデス！」

「あたくし様より大きいのが問題なのです！」

　ルケを押し止とどめようとするメルの腰こしにがっしりしがみついたクロロが二人で言い合いをくり返していた。部屋の奥では、意識のないシャルたちが横たえられ、その傍かたわらではアンジュとリュリシアがウロウロしていた。

「クッ、いったいどうなっていますの、それにこのヒドイ揺ゆれ。地震ですの!?」

「大だい丈じよう夫ぶです、リリィ様。要塞は頑強に設計されています。この程度の地震ではビクともしません」

「それにお父様のことも気になりますし……けど、この人たちを放ほうっておいたらそれはそれで心配ですし……」

　と、リュリシアは意識のないシャルたちを気き遣づかわしげに見つめる。ソフィーとシュンが去り際ぎわに、姉たちをお願い、と言って飛び出してしまったため、リュリシアは律りち儀ぎにも、この場を離はなれられずにいた。

「リリィ様、今はひとまずシュナブランさんとソフィー卿たちを信じましょう」

　と、リュリシアをなだめるアンジュ──アンジュはアンジュで、ここを離れたくない理由があった。

　国王を説得することは不可能に近いと、アンジュも内心では思っていた。もはや、国王を止めるには腕うでずく以外の道はない。だが、リュリシアに父親に向かって剣けんを向けさせるようなことだけはさせたくなかった──そんなつらい役目は、自分や周囲の者の役目だと思っていた。だからアンジュはなんとしてでもリュリシアをここから離れさせないつもりでいた。

「よし、ルケ、進め！」

「うっしゃ、行くぜぇぇぇぇぇ！」

　と、背中にモニカを乗せたまま、ルケが飛び降りる──要塞の最上階は、かなりの高層だ。そこから飛び降りれば、当然人間などひとたまりもない。

　しかし騎き士したちは違ちがう。ルケも、空中に身を躍おどらせながら、なにもない空気を蹴けるようにして移動。さらに要塞の壁へき面めんに足をつけると、そこを垂直に駆け下りていく。足の動きを巧たくみに制せい御ぎよして、少しずつ減速をして着地を……

「おい、待て、ルケ、お前、なぜ壁かべを蹴って加速する!?」

「速いほうがいいだろ！　全速力で突つっ込こむぜ！」

「いや、待て、そうではない。我たしを国王のもとへ安全に連れていけと命令しただけで……」

「わかってる、ほら見えたぞ、あのクソジジイだ！」

「絶対わかってないな、お前！」

　ルケが要塞の壁を蹴って、さらに加速──地上でソフィーと戦う国王めがけ、ルケが上空から弾だん丸がんのような勢いで突っ込んでいった。

「ぬぅ!?　また貴様か！」

　国王が、ルケの存在に気づいた。その手の平が向けられ、無数の剣が空中に生みだされた。ルケは、頭から剣の中に突っ込む形となる！

「クッ、やむをえんか、《廃墟無錠リユインゼラブル》！」

　モニカがルケの背中にのったまま《滅神咒具エスカトロイ》を発動──出現した無数の剣が、一いつ瞬しゆんのうちに消失していく。

「なんだと!?」

　国王の驚おどろく声──《廃墟無錠リユインゼラブル》は、あらゆる〈魔ス元ク素レ〉の作用を無効化する《滅神咒具エスカトロイ》。《滅神咒具エスカトロイ》も、その原動力は〈魔ス元ク素レ〉である。《滅神咒具エスカトロイ》の力で生みだされた剣は、《廃墟無錠リユインゼラブル》の効果で消しよう滅めつした。

「くらいやがれぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　そのままの勢いで、ルケとモニカの二人が国王に激げき突とつ──人間から聞こえたとは思えないような激突音が響ひびき、三人が絡みあいながら地面を転がった。

「なん、だと──ゴフッ、これは……」

　国王が地面に倒たおれ、うめき声を漏もらした──鎧よろいの隙間から、血が滲にじみ出てきた。鎧の中の国王は、明らかに重傷だった。

「バカな、このワシを、傷つけることなど──」

「《廃墟無錠リユインゼラブル》の効果で、全ての《滅神咒具エスカトロイ》の効力を無効化させた！　これでお前は、ただの無力な老人だ！」

　モニカが叫ぶ──そのモニカ自身、傷だらけで地面に転がっていた。衝しよう突とつの物理的な衝しよう撃げきまでは相そう殺さいできなかったからだ。

「ウッ、なんだこりゃ、体中が痛いてぇぇぇぇぇ！」

　と、満身創痍状態のルケも地面に転がってうめいていた。

「だから言っただろう！　《廃墟無錠リユインゼラブル》を使えば、近くにいるお前の騎士能力まで消失する！　その状態で激突すれば、お前は生身の人間が十階建ての建物から飛び降りたのと同じ衝撃をまともに食らうことになる！　だからお前のサル並みの運動神経で減速しろといったのに、逆に加速するとはどれだけバカなんだ!?」

「あたしは、モニカの姉者を安全にここまで運べって言われたからそーしただけだ。アタシはともかく、姉者は平気だろ？」

「お前が盾たてになったからな──いや、その状態でお前本当に、よく生きているな！　そっちのほうが驚きだ！」

「ちっくしょー、体が痛くて動けねぇぇぇ」

「生きてさえいるならあとでメルがいくらでも治してくれる！　さぁ、ついにこのときが来たぞ、ジュヴレーヌ王、シャルム四世！」

　モニカが痛む体を引きずって、鎧姿の国王の前に進みでた。その手には、小剣が握にぎられている。

　モニカ自身、かなりのダメージを負っていた。それでも最後の力を振ふり絞しぼって小剣をふりあげ、国王めがけて、その切っ先を突きたてようとする。

「させるわけがないだろう！」

　エフィが叫び、モニカに斬きりかかった。クッとうめき、モニカがその攻こう撃げきを小剣で受け止めつつ、エフィの腕を摑つかんだ。

「バカめ、かかったな！　我たしに近づいたことで、お前の騎士能力も喪そう失しつされる！」

「む!?　力が、入らない……」

　モニカとエフィは互たがいの剣を取りこぼし、そのまま素す手ででとっくみあいをはじめた。

「エフィ卿きよう、今助けます！」

　ミュスカがつぶやき、モニカに駆かけ寄る。その勢いのまま、ミュスカはモニカの背中に剣を突きたてる、つもりだった。が──

「ダメだ、来るな、ミュスカにゃん！」

　エフィの必死の叫び──次の瞬しゆん間かん、駆け寄ってきたミュスカの左ひだり腕うでが消失した。

「あっ──」

　なにかをしゃべろうとしたが、その一言さえ声にならず──ミュスカは倒れた。ミュスカの左半身が消失しており、ミュスカはそれ以上ピクリとも動かなくなった。

「うああああああああああああああ!!」

　エフィが、モニカに組み付かれたまま絶ぜつ叫きようする。シュンとソフィーもその光景を目まの当たりにして、目を見張った──なにもしていないのに、いきなりミュスカが死んだ！　いったいどうして!?

「そういう……ことですか……」

　ソフィーがつぶやく。ソフィーもまた、満身創痍状態だった。

「ミュスカ卿はすでに死亡し、エフィ卿の力で生き返らせたと言っていました……それがどんな方法だったかは知りませんが、ミュスカ卿を生き返らせた術が、モニカ姉さんに近づいたことで、姉さんの《滅神咒具エスカトロイ》によって無効化されてしまったのです」

　そういうことか──なんて理り不ふ尽じんな結末だ！

「いえ、死人を蘇よみがえらせるなど、しょせんは外げ道どうの所行──あるべき姿に戻もどっただけです」

「……それでも、こんな結末悲しすぎるよ……」

「まだ終わってないぞ、シュン、ソフィー！」

　モニカが、エフィと絡からみ合ったまま叫ぶ。騎士の力が使えないため、二人の戦いはほぼ互ご角かくだった。

「最後の最後で計算が狂くるった!?　本来なら、ルケのバカ力でトドメを刺さすつもりだったが、あいつはもう動けん！」

　地面を転がっているルケは、さすがにもう立ち上がる力が残っていない様子だった。

「今なら国王の力は全て無効化されている！　シュン、ソフィー！　お前たちでトドメを刺せ！」

「させてたまるか、そんなこと！」

「我たしはこの女を押さえて、動けん、お前等がやれ！」

「そんなこと……」

「早くしろ、シュン、ソフィー！」

「兄さん！」

　ソフィーが、なにかを投げた。シュンの目の前の地面に剣が転がってくる──ソフィーの《滅神咒具エスカトロイ》、《聖堂光剣カセドラル》だった。

「それを使ってください、私も、もう動けません！」

　脚あしを骨折したソフィーが叫さけぶ。シュンは、目の前の《聖堂光剣カセドラル》を見つめた。だが、シュンの中にはまだ躊躇ためらいがあった。

「でも、その人は、リュリシアさんの父さんなんだよ！」

「それがどうした！」

　モニカの、必死な叫び。

「そいつこそが我たしたちの父さんと母さんを殺した真の黒幕なんだぞ！」

「そうなの!?」

「気づいてなかったのか！　ペルデやヴァント、八大英えい雄ゆうたちに我たしたち家族が暮らしていた場所の情報を伝え、殺すように仕向けた！　そいつこそが全すべての元げん凶きようだ！」

「そうだったのか……」

　シュンは、目の前の《聖堂光剣カセドラル》を摑み、立ち上がった。シュン自身、ここまでの連戦で全身傷だらけ、体は鉛なまりのように重い。それでも必死に脚を動かし、倒れたままの国王へと辿たどり着いた。

　全身を鎧に包まれた国王の顔は見えない。だが、微かすかに聞こえる荒あらい呼吸、鎧から滲み出る血、明らかに国王は瀕ひん死しの様子だった。

　シュンは、《聖堂光剣カセドラル》を振り上げた──だが、その腕を振り下ろすことができず、シュンはその場にヒザをついた。

「ダメだ、ボクにはできないよ！」

「なにを甘いことを言っている！　そいつが力を取り戻せば、今度こそ我たしたちは皆みな殺ごろしだぞ！　これがそいつを殺す最後のチャンスだ！」

「だって……ボクが、この人を殺したら、リュリシアさんはボクのことをどう思うかな？」

「そんなことを今さら気にしてどうする！」

「父さんと母さんを殺されたからボクらがこの人を殺して、この人を殺されたらリュリシアさんは当然ボクらを恨うらむよね！　それじゃなにも終わらないよ、殺したから殺されて、殺されたから殺し返していたら、いつまでたっても憎にくしみの連れん鎖さが終わらない！　ならどこかでその連鎖を断たたないと、ボクらは永遠に同じことをくり返すことになる！」

「腑ふ抜ぬけたことを言うな、シュン！」

「それが兄さんの選せん択たくなら──」

　ソフィーの声が聞こえる。ソフィーは地面に転がったまま、満まん身しん創そう痍いでシュン以上に苦しいはずなのに、シュンに向かってほほえみかけた。

「私はその意思を尊重し、どんな結末も受け入れます。だから、好きにしてください、兄さん」

「ソフィー」

「ふざけるな、シュン、ソフィー！　我たしたちが、いや、この我たしが今までどんな思いで生きてきたと思っている！　全ては元凶であるそいつへの復ふく讐しゆうのためだ！」

　モニカの叫びが、シュンにはひたすら悲しく聞こえた。

　あれほど理知的で冷静なモニカがここまで感情的になるなんて──モニカの中にうずまく復讐心が、姉の性格さえも歪ゆがませているようにシュンには見えた。その事実が、ますますシュンを躊躇わせる。

「シュ……シュナブラン卿」

　国王の声──シュンは、国王の顔を見た。瀕死の国王がシュンを見て、なにかを告げようとしている。

「ぁ……ぁ」

「なんです？」

　シュンが反射的に耳を近づける。国王の声が、はっきり聞こえた。

「……バカめ」

　ザシュッ──衝撃──シュンの脇わき腹ばらに、剣けんが突つき刺さった──国王が、地面に転がっていた剣を拾い上げ、シュンの体に突き刺したのだ。

「うぁ！」

　たちまち体から力が抜ぬけ、崩くずれおちるシュン。

「兄さん！」

「シュン!?　それがそいつの正体だ！　わかっただろう、シュン！　まだ動けるな、最後の力でそいつを殺せ！」

「でも、終わらせないと、こんな、終わりのない復讐劇、どこかで終わらせないと！」

「どこまでおめでたい頭だ、貴様は！」

「だって……」

　その時、シュンの腕うでの《聖堂光剣カセドラル》を誰だれかが摑んだ。

「もう十分だ、シュン」

　聞き覚えのある声──シュンの傍かたわらに立つ人ひと影かげが、《聖堂光剣カセドラル》を構えて立っていた。

　それは〈魔王コシユマル〉だった。頭から角を生やした魔ま族ぞくの美女が立っていた。

「これは我の仕事だ。そのために我は今まで動いてきたのだ」

　そう告げ、〈魔王コシユマル〉は両手で《聖堂光剣カセドラル》を構え、地面に倒たおれた国王の胴どう体たいに力ちから一いつ杯ぱい突つき刺した。《聖堂光剣カセドラル》の刃はは鎧よろいを貫かん通つうし、国王は断だん末まつ魔まの叫びを上げた後、完全に動かなくなった。








終章　始まりと終わりと逆説









　マゴン要よう塞さいの中庭──激げき闘とうは終わった。突とつ然ぜん現れた〈魔王コシユマル〉によって、国王は殺された。

「どういうことですか……本物の、母さんなのですか!?」

　ソフィーが思わずつぶやく。他の姉たちも、おそろしいほど整った容姿を持つ美女、〈魔王コシユマル〉の姿に目を見張っていた。

「そう言えば、国王の演説に割り込んできたのはお前か」

　モニカが尋たずねると、〈魔王コシユマル〉はかすかにうなずいた。

「すぐに放送は途と絶だえたし、その後なんの情報もなかったからなにかの間ま違ちがいだとは思ったが……貴様は何者だ」

「我は、〈魔王コシユマル〉」

「ありえん。母さんは死んだ。それは間違いない事実。つまり、貴様は別人だ！」

「我の存在を、お前たちに知らせるわけにはいかなかった」

〈魔王コシユマル〉が、静かに告げる。

「なぜなら、バルドスの脅きよう威いがあるとわかっていたから──《滅神咒具エスカトロイ》ではバルドスに対たい抗こうできん。だから、我は姿を隠かくした。バルドスが動き出したとき、奴やつらに対抗する最後の切り札として」

「バルドス──神を滅ほろぼした存在か。本当に、こいつがそのバルドスだったのか？」

　モニカが、国王の遺体を指さした。

「確かに厄やつ介かいな敵ではあったが、それでもそこまで大それた存在だったとは思えん」

「そやつもバルドスだ。いや、バルドスの一部だったというべきか。奴らの恐ろしいところは、人知れずその根を伸のばしていくところだ。誰が敵で誰が味方か、まったくわからん。故ゆえに我は隠れねばならなかった」

「ははは……死んだ……死んでしまった」

　エフィは、放心状態で地べたの上に座り込んでいた。少なくとも、これ以上戦う意志はないように見えた。

「陛下も、ミュスカにゃんも……みんなみんな死んでわたしだけ残って……わたしはこれからどうすればいいんだ……」

　なんだか、すっかり抜け殻がらとなっている様子だった。

「いったい貴様は何者だ、今さら出てきて、なにをするつもりだ！」

「本来は、干かん渉しようしないつもりだった。それが我の役割だからな。だが、不測の事態が起こったために出てこざるを得なくなった──おかげで計画に支障が出るかもしれん」

「シュナブランさんっ！　みなさん、無事ですの!?」

　と、要塞の入り口からこちらへ駆かけよってくる人物──リュリシアだ。いつもは美しい金きん髪ぱつはすっかりくしゃくしゃになってしまっているが、そんな身だしなみを気にする余よ裕ゆうもない様子で、こちらへ走ってくる。

「シュナブランさんに、ソフィー卿きよう!?　それに皆みなさん、なんてヒドイケガ！」

　息を吞のむリュリシア──だが、シュンは辛つらくて、思わず視線をそらした。

「ゴメン、リュリシアさん。本当に、ゴメン……」

　謝るシュンの姿を見て──リュリシアは、そこでなにが起こったのかを悟さとった。

「そう、ですの……お父様は、もう……」

　リュリシアは、気づいた。鎧の腹部を《聖堂光剣カセドラル》で貫つらぬかれた、国王の姿に。

「ゴメン……結局、ボクには、どうしようも……」

「気にしなくていいのですわよ、シュナブランさん？」

　リュリシアがシュンに向かって、微笑ほほえみを向けた。だがそれは明らかに強がりで浮うかべた笑みだった。

「お父様が、どうしようもなく間違った道を進んでいたのは明らかでしたもの──もう、こうする以外、お父様を止める手段はなかったって、わたくしにだってわかりますわ。だから、気にする必要……うっ……変、ですわね……眼めに、ゴミが……」

　静かに涙なみだをこぼすリュリシア。思わず彼女に手を伸ばし──シュンは、空中で手を止めた。結局なにもできなかった自分には、彼女を慰なぐさめる資格すらないとわかっていたからだ。

「おい、シュン、無事なのですか!?」

　と、リュリシアに遅おくれ、クロロも砦とりでの中から出てきた。

「シャルたちがようやく眼を覚ましやがったのです！　それで全員で降りてきた……って、全員ヒドイ有様なのです！」

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ、なんで全員そんな死にかけ状態なんデスか!?」

　メルが悲鳴を上げた後、必死の形相で駆け寄ってきた。

「とにかく全員集合──いや、自力で動けない人もいるデスね!?　クロの姉上、さっさと手伝うデス！　すぐ手当てをした後、手近な医い療りよう機関まで搬はん送そうするデス！」

　と、文句を言いながらも率そつ先せんして姉たちの治ち療りように努めようとするメルは、やっぱり優やさしい子だな、とシュンは思った。

「お父様……」

　つぶやき、リュリシアが国王の遺体に近寄った。

「こんなことになってしまいましたけれど、遺体はわたくしが引き取りますわよ。せめて丁てい重ちように弔とむらってあげないと……」

　と、リュリシアが国王の頭部を覆おおい隠す《凱旋門兜ドウリオンフ》に手をかけた。パチリ、思っていたより簡単に兜かぶとははずれ、リュリシアの手によって、国王の素す顔がおが露あらわとなった。

「キャアアアアアアアアアアア!!」

　絹を裂さくような悲鳴──リュリシアが、地面の上に尻しり餅もちをついていた。そして震ふるえる指を、目の前の国王に向けている。

「こ、これは……これはいったいどういうことですの!?」

　シュンたちの視線が集まり──誰もが驚おどろいた。

　露わとなった国王の素顔、それは、人間の頭ず蓋がい骨こつだったのだ。鎧の中に入っていたのは、人間の白骨死体だった。

「むむ、これは……」

　と、メルだけは全く恐おそれた様子もなく無造作に白骨に近づき、その様子をしげしげと観察しだした。

「……とっくに死んでるデス」

「いや、そんなの、確かく認にんするまでもなくわかるよね!?」

「そういう意味じゃないデス──この白骨は、あたしの見立てでは少なくとも、死後十年以上経過しているデス」

「わたくしの……わたくしのお父様は、どこへ行きましたの？」

「ん～……断言はできないデスけど、これが国王本人の遺体デス。その可能性はかなり高いデス。頭蓋骨の形状から、本人の顔の特とく徴ちようが見て取れるデス」

「どうしてお父様の姿がこんなことに!?」

「国王は、とっくの昔にバルドスに喰くわれ、利用されてきたのだろう」

「そんなの……そんなの、あんまりですわぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　ついにリュリシアはショックの限界をむかえたか、地べたに座り込み、顔を覆ってワンワン泣き始めた。

「いったい、バルドスって何なの？　こんなことって……」

「そうだ、奴らの恐るべき正体は……」

　シュンたちがなにかを会話している──だがなにを言っているのか、リュリシアの耳にはもはや届いていなかった。

　どうしてこんなことになったのか──自問するが、答えは出てこない。あまりにも現実が残ざん酷こくで過か酷こくすぎた。リュリシアはただ、自分と親しい友人と、そして多くの国民が平和に暮らしていける国を作りたかっただけなのに、どうしてこんな辛い目にばかり遭あわなくてはいけないのか──リュリシアは、世界の理り不ふ尽じんと不条理を心底呪のろった。




〔セ・カ・イ・ヲ・ニ・ク・ム・カ〕




「……なん、ですの？」




〔ナ・ラ・バ・チ・カ・ラ・ヲ・ヤ・ロ・ウ〕




「力？　なんのこと……ですの？」




〔セ・カ・イ・ヲ・カ・エ・ル・チ・カ・ラ・ダ〕




「世界を変える力？」

　リュリシアは、気づいていなかった──国王の遺体、その下の地面に黒い大きな影かげが広がっていることに。その影が自分の下にまで伸びていることに。

「そんなもの……」

〔ナ・ラ・バ……ならば赦ゆるせるのか〕

　声が、より鮮せん明めいになって聞こえた。

〔お前の父を殺した者どもを、本当に赦すことができるのか〕

「わたくしは、ただ、みんなが笑顔で暮らせる国を作りたいだけ……」

〔自分の心を押し殺し、悲しみを隠し、憎にくしみを吞み込み、偽いつわりの笑みを浮かべ、表面だけを虚きよ飾しよくで取り繕つくろう──それがお前の望む世界だとでもいうのか〕

「違ちがいますわ、わたくしは……わたくしは……」

「？　どうしたの、リュリシアさん？　なにとしゃべっているの？」




〔お前の望み、叶かなえてやろう！〕




　次の瞬しゆん間かん、地面から噴ふき上がる大量の黒いモヤがリュリシアの体を持ち上げ、彼女の肉体を完全に吞み込んでしまった。

「リュリシアさんっ!?」

「イヤァァァァァァァァァ、助……け…………」

　リュリシアの顔が、闇やみ色のモヤへと沈しずむ。おぉ、とエフィが声を上げた。

「陛下!?　ご無事でしたか、陛下!!」

　闇色のモヤが鋭するどい刃やいばとなり、三方向へと伸びた──その切っ先はそれぞれ近くにいたモニカ、メル、そして〈魔王コシユマル〉に向けられていた。

「ぬっ！」「デスッ!?」「ちっ！」

　突とつ然ぜんの出来事に、反応が遅れた。モヤは、それぞれモニカとメルの胸を貫いた。苦く悶もんの声とともに倒たおれる二人。ただ一人、〈魔王コシユマル〉だけはその攻こう撃げきの回かい避ひに成功していた。

　モニカとメル、二人の体を貫いたモヤが、引き抜ぬかれる──その先せん端たんにはそれぞれ小さな鍵かぎと鐘かねが刺ささっていた。

「あれはまさか、二人の《滅神咒具エスカトロイ》!?」




〔時はきませり。ここに集つどいたり〕




　声がひびく──モヤが、国王の遺体を、その《滅神咒具エスカトロイ》ごと吞み込んだ。

「バカな、なんたる失態!?　なんたる手落ち!?　この重要な局面に、我が輩はいともあろう者が意識を失っていたとは、まさに千せん慮りよの一失である!!」

　聞き覚えのある声──砦から出てきたシャルが顔を手で覆い、大だい音おん声じようで叫さけんでいた。シャルのそばには、リースにアリア、ヴィオ、シラー、ティン、意識を失っていた姉し妹まいたちがそろっていた。

「我が輩としたことが、気づくのが遅れた！　バルドスの正体──我らの宿敵の真の姿と目的に！」

　リュリシアと《滅神咒具エスカトロイ》を吞み込んだ黒いモヤが、空中で渦うずを巻いていた。そこから不ふ吉きつな気配がビリビリと周囲に伝わってきた。

「シャル姉!?　いったい、バルドスってなんなのさ！」

「ここまできてもまだわからんか！　ならばよかろう、全員聞くがよい──かつて世界には神がいた。それは世界を創造した存在である。その神を滅ほろぼした者がバルドスだと言われている！　故ゆえに、我が輩たちは勘かん違ちがいをしていたのだ──バルドスなる存在が実在すると」

　シャルが、弟妹きようだいたちに聞かせるように声を張り上げる。

「じゃぁ、実在しないってことなの？」

「神とは全知全能にして永遠不ふ滅めつの存在──そんな神を滅ぼすことなど、誰だれにできる！」

「できない……よね？」

「そうではないぞ、シュンよ。ではこう言えば汝なんじにもわかるか？　全知全能にして永遠不滅の存在を神と定義するなら、神は自分自身を殺すことができるか否いなか？」

「それって……できないんじゃないの？」

「全能の逆説ってやつなのです」

　クロロが呟つぶやく。

「哲てつ学がく者が昔からいろいろ考えてきた問題なのです。まぁ前提条件をいろいろ弄いじくればどうとでも解かい釈しやくできる話なのですけど……まさか!?」

「そうだ、バルドスとは逆説パラドクスのことを意味する語だ！」

　空中で渦うず巻まく闇が、徐じよ々じよに形を作っていく。

「バルドスとは、全能の逆説パラドクスが具現化した存在である！　バルドスが神を殺した存在そのものだというならば──




　すなわちバルドスとは《滅神咒具エスカトロイ》そのもののことである!!」




〔我らはここに集いたり！〕




《凍時鐘計ヴエルドツエ》

《至タ聖ン空プ杖ル》

《風塔踏靴ラトウール》

《廃墟無錠リユインゼラブル》

《要塞鎧冑フオルトレス》

《凱旋門兜ドウリオンフ》

《聖堂光剣カセドラル》

《天楼閣弓ドンジヨン》

《獄牢影套ブリゾネル》

《霊モ廟ゾ籠ー手レ》

《禁書庫読ビブリオテーク》

《命ク冥ロ鐘シ楼エ》




　十二の《滅神咒具エスカトロイ》が集結し、一つの形となっていた──それは、全身を鎧よろい兜かぶとで覆おおい隠かくし、背中に武器を背負った人の姿をしていた。だが、国王とは違う。鎧の形が変わり、細身で、どこか女性的な姿となっていた。それは、リュリシアを吞のみ込んだ影えい響きようだろうか。

「そんな……リリィ様！　リリィ様なのですか！」

　宙に浮うかぶ《滅神咒具エスカトロイ》の集合体──リュリシアに向かって、アンジュが叫ぶ。

「無事なのですか、リリィ様、わたしは……」

　リュリシアが、宙に浮かびながらアンジュを指さした──その指先から光撃ビームが放たれ、アンジュの肩かたを貫かん通つうした。

「ぐ、あっ！」

　肩を押さえてうずくまるアンジュ。

「おぉ、陛下！　信じておりました！　陛下があのようなことで滅びるはずはないと！」

　エフィがリュリシアに向かって両手を広げ、その顔を歓かん喜きに染めていた。

「リュリシアさん！　ボクだよ、シュナブランだ！　ボクのことがわからないの！」

　シュンも、思わず叫び声を上げる。そのシュンへ、ゆっくりとリュリシアは視線を向けた──兜の奥のリュリシアの眼まな差ざしには、どこまでも冷たい輝かがやきが宿っていた。

　バァァァァァァァァンッ──轟ごう音おんと共に、リュリシアを中心に空間が砕くだけた。リースの《滅神咒具エスカトロイ》だ。砕けた空間がそのまま地上にいるシュンたち全員を吞み込んだ──衝しよう撃げきとともに地面に叩たたきつけられるシュンたち。

　リュリシアは続いて、背中から弓を取り出した。それは、ヴィオの《滅神咒具エスカトロイ》だ。リュリシアがその弓を、天に向かって構えた。

　ゴゴゴゴゴ──バーガント砲ほうが、地じ響ひびきと共に動き出した。それは、明らかにリュリシアの動きに呼応していた。バーガント砲の制せい御ぎよ権を、リュリシアが握にぎっている？

　バーガント砲の砲身に、すさまじい〈魔ス元ク素レ〉の波動が収束されていくのが、シュンたちの位置からも確認された。

「マズイのである！」

　シャルの叫び。

「あの威い力りよくの〈魔ス元ク素レ〉が発射されれば、反動で地上は火の海となるのである！　ここにいれば、我が輩たちが丸焼けである！」

「逃にげないとまずいんじゃないかしら～」

「当然である。我が輩たちには《滅神咒具エスカトロイ》がないのであるからな、全員退たい避ひである！」

「でも、ケガで動けない人が……」

「えぇい、姉の手をわずらわせる弟妹たちであるな！」

　叫びながら、シャルは手近に倒れていたルケの体を軽々と持ち上げた。

「グオォォォォォォ、姉者、いてえぇぇぇぇぇぇぇ!!」

「ガマンするのである！　動ける者は動けない者を背負って脱だつ出しゆつである！」

　シャルの号令で、みな逃げ出す準備をする──が、シュンは気づいた。みんなが逃げようとしている中、ただ一人バーガント砲へと接近していく人物──それは、〈魔王コシユマル〉だった。

「どこへ行くの!?」

「……我は、このためにこれまで準備を進めてきたのだ──バルドスとの決着は、我がつける。お前たちは逃げろ」

　シュウウウウウウウウウウ──バーガント砲の根本から、すさまじい量の煙けむりが噴ふん出しゆつし、周囲がたちまち吞み込まれてしまう。〈魔王コシユマル〉の姿は、その煙の奥へと消えていった。

「なにをしている、シュン！　汝も早く来るのである！」

「兄さん！　なにをやっているのですか!?」

　シャルやソフィーの呼び声が聞こえる──だが、シュンは自分にはやるべきことがあると感じていた。

「ゴメン、ボク行かなきゃ──みんなは先に逃げて！」

「兄さんっ!!」

　ソフィーの悲鳴じみた呼び声を背中に──シュンは、煙の中へと突とつ進しんしていった。

　体が酷ひどく重い。剣を刺された腹部の傷はひどく痛むし、頭もクラクラする。劣れつ悪あくな生活環かん境きようと連戦に次ぐ連戦──シュンの肉体はもはやとっくに限界を迎むかえていた。煙に包まれて視界はほとんどなく、肌はだは焼け付くように熱い。

　だがそれでもシュンは必死になって追いかけ──煙の奥に見つけた、遠ざかる黒い人ひと影かげ、〈魔王コシユマル〉の背中を！

「待ってよ！」

「放せ、シュン！」

　腕うでをつかみ引き留めるシュンを、彼女は一いつ瞬しゆんだけ振ふり返り、摑つかまれた腕を振り払はらおうとする。

「我は行かねばならぬのだ、ジャマをするな、シュン」




「ピノでしょ!?」




　その一言に、目の前の彼女の顔が、驚きよう愕がくの色に染まった。

「さっきの黒いモヤ──バルドスがモニカ姉様とメルの《滅神咒具エスカトロイ》を奪うばった時、一いつ緒しよにキミにも攻撃をした。それって、キミも《滅神咒具エスカトロイ》を持っていたってことだよね？　なんでだろう？　こんな重要なこと、どうして今まで思い出せなかったんだろう？　ボクらは全部で十三人の姉兄妹きようだいなのに、なんでキミのことを今まで忘れていたんだろう……」

「なんの、ことか、我にはわからぬ……」

「どうしてそんなことを言うのさ、キミのこと忘れてたこと、怒おこってるの!?　ゴメン、本当にゴメン、あぁ、なんで、こんなこと、ありえないのに……」

「どうして今さら思い出したの、お兄ちゃん!?」

〈魔王コシユマル〉の──いや、彼女の口調が、急に幼くなる。

「今まで思い出さなかったくせに、家族が大切だなんていって完全に忘れちゃったくせに、そもそも家族なんて何の価値もないゴミクズみたいなものなのに──お兄ちゃんもお姉ちゃんたちも大ッ嫌きらい!!」

「待ってよ、ピノ！」

　熱い煙がその濃のう度どを濃こくし、シュンとピノ、二人の姿を完全に覆い隠してしまった。

　どこからか──叫び声が聞こえる。それは、どこか狂きよう気きを含ふくんだエフィの絶ぜつ叫きようだった。

「ついにこの時が来ましたな、陛下！　世界に我がジュヴレーヌの威い光こうを知らしめるため！　世界に陛下の名を永遠に刻むため！　わたしたちはここまできたのです！　さぁ、始めましょう、父上！　世界を焼き尽つくす最終戦争を！」







　その日──大陸中の主要都市を、バーガント砲による砲ほう撃げきが焼き尽くした。

　その被ひ害がい人数は数億人にのぼると言われた。

　その日のうちに対ジュヴレーヌ大同盟が結成され、大陸中の軍隊が団結してジュヴレーヌ王国の領土へと押し入った。




　バーガント世界大戦は最終局面へと突とつ入にゆうしつつあった。





（了）










あとがき









　皆みな様さまこんにちは、八街やちまたです。拙せつ作さくを読んでくださった皆様、ありがとうございます。イラストの珈琲コーヒー猫ねこ様、表紙にもなった○○を美び麗れいに描えがいていただきありがとうございます。この本の出版に関わった全ての人に最大限の感謝を！




　さて、実はこのあとがきはテイクスリーです。そうです、Ver.3.0です。テイクワンとテイクツーは諸事情によりボツになりました。どうやら富ふ士じ見みの禁則事じ項こうに触ふれてしまった……おや、誰だれか来たようだ。誰だろう……うっ、なんだ、貴様は、ぎゃぁぁぁぁ!!




　と、いう小こ芝しば居いは置いておいて、『バーガント反はん英えい雄ゆう譚たん』も八巻まできました。ここまで長く続けることができたのも全て読者の皆様の応おう援えんのおかげです。本当にありがとうございます。

　そしてタイトルを見ていただければわかる通り、八巻は上巻です。上じよう巻まき寿ず司しではありません。上巻です。そう、つまり下巻があるということです。ついにこの物語もクライマックス、いよいよ次巻で『バーガント反英雄譚』も完結の予定となっています。どうか最後までおつきあいいただければと、心より願っております。




　もうすぐ完結ということで、ここで一度初心に戻もどろうと思って、『バーガント反英雄譚』の初期プロットを見返してみました。前作完結後、担当さんと、新作をどうしようかとあれこれ悩なやんでいたものです。

　当時はタイトルも未定のまま十種類くらい新作のアイディアを出して、最後に出した案が担当さんも気に入ったらしく、その案こそバーガントの原型となります。

　その原型を数年ぶりに読んでみたら──うん、今とだいぶ違ちがう感じがします。

　主人公の名前が太た郎ろうだったり、主人公が末っ子で姉が九人いる設定だったり、リュリシアなんて影かげも形もなかったり……これはないな、と自分で思ってしまいました。なんでそんなものを書いた、過去の八街。

　その辺りの裏話は他にもいろいろあるのですが、あまりここで書くと最終巻のあとがきで書くことがなくなってしまいそうなので、これくらいにしておきます。




　話は変わりますが、世の中には自分で作ったほうが美お味いしい食べ物というものがあります。外食したり、市し販はん品を買ってきて食べるよりも、自分で作ったほうが、自分好みの味で好きな分量を作れますし、なにより自分が作ったという満足感から通常よりも美味しく感じるものです。

　八街の場合は麻婆マーボー豆どう腐ふがそうです。

　町の中ちゆう華か屋さんの麻婆豆腐だと全体的に味が物足りないし、市販品もいまいち好みではない。調味料を自分で調合して、自分好みの味付けで作ったほうが美味しく感じます。なので長年、麻婆豆腐は自家製のものが一番いいと感じていました。

　他にもカレーとかハヤシライスとかミートソースとか市販品を買うより自分で作ったほうが美味しいです。もちろん長年料理の道を歩んだプロの味にはかないませんが、家庭で食べる分には自家製のものが最高だと思います。

　これは小説にも通じるかもしれません。

　八街が今よりも若かったころ──世の中に多くのライトノベルはあったけれど、自分がもっとも大好きな小説はなにかといわれたら、それは答えられませんでした。好きな作品はたくさんありましたが、本当に大好きなものを一つだけあげろと言われたら、そんなものはないとしか答えられなかったのです。

　ないならば自分で書くしかない、そんな想いから書き始め、いつのまにかライトノベル作家になったのです。

　そして自分が最も愛することのできる作品を求めて今も書き続けているのです。

　今回の『バーガント反英雄譚』という話も、そういった想いを込めて書いたものです。

　そしてこの作品が完結したとしても、八街はまた次の作品を書いていきます。




　どうか最終巻まで、読者の皆様におつきあいいただければ幸いです。





八街　歩あゆむ












バーガント反はん英えい雄ゆう譚たん８




曝あばかれた伝でん説せつと最さい弱じやく英えい雄ゆう（上）
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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